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　和泉いずみ正まさ宗むね／十五歳／高一。

　俺おれは、学校に通いながら小説家の仕事をしている兼けん業ぎよう作家だ。

　ペンネームは、和泉マサムネ。ほぼ本名。

　諸しよ事じ情じようあって、一年前から、引きこもりの妹と二人で暮くらしている。

　この妹ってのが、なかなかむずかしいやつで──マジで部屋から出てこない。

　ずっと同じ屋根の下で暮らしているってのに、俺は妹といっさい顔を合わせることがなかったくらいだ。なんとか状じよう況きようを改かい善ぜんしたいと悩なやみつつ、毎日飯めしを作って妹の部屋──『開かずの間』の前に置いていく。そんな生活を続けていた。

　ところが、四月のある日──

　状況が、変わった。

　俺は、妹の『隠かくされた正体』を知ってしまったのだ。

　俺の小説の挿さし絵えを描かいてくれているイラストレーター『エロマンガ先生』。

　一度たりとも会ったことのない、俺の相あい棒ぼう。

　そいつこそが、俺の妹・和泉紗さ霧ぎりだった。

　お絵かき動画を配信して、ファンと楽しくおしゃべりなんかしちゃってるアクティブなやつ。

　えっちなイラストを描くのが大好きで、売れっ子作家からラブコールを送られるくらいのすごいやつ。

　エロマンガ先生ってのは、そんな人だ。それが、部屋に引きこもって誰だれとも交流しようとしない俺の妹と、同一人物だったなんて！

　そりゃあもう、驚おどろいたなんてもんじゃない。

　でも、チャンスだって思った。ずっと部屋から出てこない妹との関係を改善する、きっかけになるんじゃないか。

　一いつ緒しよに暮らしているだけの他人だった俺と妹は──

　一緒に作品を作る、仲間だったんだから。

　で……まあ、そのあと色々あった。

　一年ぶりに妹と再会し、『開かずの間』の扉とびらが、ごくまれに開くようになったり。

　山やま田だエルフとかいう売れっ子難なんアリ作家が、エロマンガ先生にちょっかいをかけてきて、勝負することになったり。

　俺が妹に一目惚ぼれしていたことが、本人にバレて振ふられたり。

　そして、





　──おまえを部屋から連れだして、二人でアニメを観みるんだ！　俺が原げん作さくで、おまえがイラストを描いた、俺たちのアニメだ！






　共通の夢ゆめを、抱いだいた。

　俺おれたちは、二人並ならんで、初めの一歩を踏ふみ出したのだ。




　あれから数日が経たっていた。六月上じよう旬じゆん、にしてはからりと晴れた爽さわやかな朝である。

　俺は今日も今日とて、妹のために朝あさ飯めしを作っている。

　今日のメニューはシーフードサラダと、オニオングラタンスープ。かなり塩気を抑おさえた、妹好みの味付け。

　最初はちっとも食べてくれなくて、焦あせったっけな。

　残さず食べてくれるようになるまでに、どれだけの試し行こう錯さく誤ごがあったことか。

「ふっ」

　初めて空っぽの皿を見たあのときは、嬉うれしかったっけ。

　皿にサラダを盛もり付けていると、どんどん、と、天てん井じようが揺ゆれた。

「はいはい。いま持っていくっつーの」

　引きこもり妹からの『おなかすいた』の合図であった。

　キッチンから出て、リビングを通り、廊ろう下かを進むと、右手に二階への階段がある。俺はできたての朝食をお盆ぼんに乗せて、階段を上っていく。

　たどり着く先は『開かずの間』──妹の部屋だ。

「紗さ霧ぎりー、メシだぞー」

　明るい声で妹を呼よぶも……反応なし。

　あんなに『おなかすいた』とアピールしていたくせにだ。

　実は、あれから妹と、まったく顔を合わせていないのであった。

　せっかく進しん展てんがあったってのに……以前の状じよう況きように逆ぎやく戻もどりしちまったみてーだ。





　──私、好きな人がいるの。






　俺としても、紗霧に対して複ふく雑ざつな思いがないわけじゃない。

　失しつ恋れんの痛いたみは、いまだ胸むねを苛さいなんでいる。同時に、これでいいと納なつ得とくもしている。

　勢いで告白までいってしまったとはいえ、紗霧の兄あに貴きになりたいって気持ちは噓うそじゃない。

　幸さいわい、といっていいかどうかはわからないが、区切りもついたことだし、これからは本来の目的に立ち返ってがんばろうと、気持ちを新たにしたところだ。

　──でも。

　あのとき、俺の告白に、紗霧がＯＫしてくれていたら……どうしていたんだろうな？

「ええい、アホか、俺は」

　かぶりを振ふって、くだらない考えを打ち消した。

「紗さ霧ぎりー、ここ置いておくから、食えよー」

　俺おれはお盆ぼんを床ゆかに置き、音を立てて階段を下って行く──と見せかけて。

　途と中ちゆうまで階段を下りたところで、忍しのび足で引き返す。

　なんでそんなことをするのかっていうとだな……。

　いいかげん、妹の顔が見たかったし──それに、俺の相あい棒ぼう・エロマンガ先生と、俺のたったひとりの家族である紗霧に、話しておかなくてはならないことがあったからだ。

　そのまましばし待っていると、きぃぃ……と『開かずの間』の扉とびらがわずかに開いた。

　言わずもがな、紗霧が、食事を取るために開けたってわけ。

　さらに待つと、ゆっくりと扉が開いていく。そうしなくちゃ、お盆を部屋に入れられないものな。七割わりほど扉が開いたところで、こっそり待ち構かまえていた俺は、扉の前に進み出た。

「！」

　部屋の中にいた銀ぎん髪ぱつの女の子が、びく、と目を丸くする。

　この、パジャマ姿すがたの少女こそが、和泉いずみ紗霧。

　世界で一番可か憐れんな、俺の妹で──誰だれよりも頼たよりになる、俺の相棒。

「よっ」

　俺は片かた手てをあげて、紗霧に声をかけた。すると妹は──

「っ！　うぅ……」

[image: ]
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　ばたんっ！

　そっこー扉を閉しめやがった。うっ……やっぱり、嫌きらわれている……のか。





　──それはあなただけの夢ゆめじゃない。オレたち二人の夢にしよう。






　そんな約束を交わした間あいだ柄がらではあるけれども、それはそれとして、あんなとんでもない告白をしてきた男だもんな、俺おれは。

　警けい戒かいされていても、仕方がない。……胸むねが痛いたいし、寂さびしいけれど。

　ただ……今日は、仕方ないで済すませられない理由がある。

　ばんばん！　と、扉を叩たたいて言った。

「紗霧、ちょっ……待ってくれ！　大事な話があるんだ！」

　…………数秒待つと、きぃ、と、わずかに開いた扉の隙すき間まから、紗さ霧ぎりが顔を半分だけ見せた。

「だ、大事な話っ……？」

　こういう返事がくるだけ、四月以前とは比べ物にならないくらいに進しん展てんしちゃあいるんだよな……。三月までは、どんなに強く呼よびかけたって、顔を見せてはくれなかったんだから。

「あ、あのっ……そのっ……」

　紗霧は、真っ赤になって恥はずかしそうにしている。

　パッと見の印象とは違ちがって、感情が顔によく出るやつなのだ──しかし。

　……今日の紗霧は……妙みようだな。かわいいけど。

　数日ぶりに顔を合わせたら、赤くなって扉とびらを閉しめちまうし。

　大事な話があるから待ってくれと切り出したら、御ご覧らんのとおりの反はん応のうだ。

　俺にラブレター同然の原げん稿こうを読まされたせいで、警けい戒かいしているってだけでは、説明がつかない気がする。

「兄さん。わ、私に……大事な話が……あるの？」

「おう……そうだ。だから、聞いてくれ」

「ま、待って！」

「？」

「準じゆん備び……するから」

　上うわ目めづかいで呟つぶやいて、食事を部屋に入れるや、

　きぃ……ぱたん。紗霧は扉を閉めてしまった。

「………………準備って、なんだ？」

　俺は首をかしげるばかりであった。




　十分後──




「…………おせぇ」

『開かずの間』の前に立ち尽つくし、途と方ほうに暮くれる俺おれの姿すがたがあった。

　準備って、紗さ霧ぎりのやつはいったいなにをやってやがんだ。

　もしや、メシを先に食べているのか。

　まぁ、待てってんなら、待つけども。

　さらに十分以上の時がすぎて……

　ようやく、きぃ……と再ふたたび『開かずの間』の扉が開いていく。

　もちろんそこから顔を出したのは、パジャマ姿の紗霧────────ではなかった。

「えっ？」

　声を出して驚おどろいちまったよ。なぜって扉を開けて出てきたのが、いつものパジャマではなく、ちょっぴり大きめのニットワンピースに身を包んだ、紗霧だったからだ。

「……お、おまたせ」

　恥はじらいの仕し草ぐさで、短すぎるスカートから真っ白なふとももが見えないよう、ぎゅ、と押おさえている。

　思わず目をそらしてしまった。ぱっと見、下に何もはいていないように見えてしまったから。

　ちょ、これ、生なま脚あしと合わせていい服じゃないだろ……！

「どっ」声を出すのにかなり苦労して、「ど、どうしたんだ……？　その、服」

「………………へん？」

「へ、変じゃない……けど」

　えろい。

「……そ、そう？」

「お、おう」

「なら、よかった」

　ちらっと顔を窺うかがうと、妹が、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

　ドキドキして、死んでしまいそうだ。

　どうしていま、こんな表情を向けてくる？

　なんで紗霧は今日に限かぎって、こんなえろかわいいカッコしてんの？

　なにもかもがわからなかった。俺にとって、天国のような地じ獄ごくのような場面だった。

　俺の視し線せんに気づいた紗霧が、ぎゅ、とスカート部分を手で押おさえて恥はじらう。

「……じ、じろじろ見ないで……」

「……す、すまん」

　って、なんで俺が謝あやまってんだろう。

　自分で着てきたくせに、紗さ霧ぎりは、「……もぉ」と、唇くちびるを尖とがらせている。

「な、なぁ」

「ん？」

「紗霧……どうして、いきなりそんな服を？　いままではずっとパジャマで過すごしていたってのに──はっ、まさか！」




「ついに外出する気に、」「そんなわけない」




　台詞せりふの途と中ちゆうで否ひ定ていされてしまった。

　……即そく答とうかよ。まぁ、そうだろうとは思ったけどな。こいつの引きこもりがそんな簡かん単たんに治るようなら、苦労はない。あとそのえろい服で外出などできない。

「じゃ、じゃあなんで……」

「わからないの？」

「わかんねえ」

「むぅ……わからないんだ……あんなの読ませたくせに」

　紗霧の頰ほおが、風船みたいに少しずつ膨ふくらんでいく。たいそう愛らしいのだが……それどころじゃない。怒いかりの原げん因いんがわからず、むちゃくちゃ焦あせった。

「あんなのって……あの……原げん稿こうのことか？」

「そ、そう」

　ボッ、と顔の温度を上げる紗霧。俺おれも言ってて恥はずかしい。

　俺は、紗霧に、ラブレター同然の原稿を読ませ、


　──私、好きな人がいるの。



　きっぱりと振ふられた。

　でも……それでどうして紗霧が、えろい服を着るようになるんだ？

　俺は考え、やや不自然なところを残しつつも、自分なりの結けつ論ろんを口にした。

「まぁ、あんなもん読まされたら、おまえが俺のことを警けい戒かいしちまうのも無理はねえよな」

　俺の返答いかんで、今後の『紗霧との関係』がどうなるかが決まる予感がする。

　俺は、紗霧の目を見て言った。

「俺は、おまえのことが好きだ」

「！」

　びくっ、と、固まる紗霧。かぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、と耳先まで茹ゆであがっていく。

「……そんな……はっきり……」

「一ひと目め惚ぼれだったよ──でもな」

　俺は真しん摯しに宣せん言げんする。

「俺おれは、おまえの兄あに貴きになりたいんだ。兄妹で恋愛なんて、ありえないだろ？　だから、安心してくれ。兄貴ってのは、妹にえっちなことをしたりはしないもんだ」

「────えっ？」

「俺が言っても信じられないかもしれないけど、信じてもらえるようがんばるつもりだ」

「そ、そ、そうじゃなくてっ」

　紗さ霧ぎりは、戸と惑まどった様子で俺の台詞せりふを遮さえぎった。

「……なんでそうなるの？」

「なにがだ？」

「あ、あのっ……あのとき私……『好きな人がいるの』って……」

「ああ。だから、『俺の気持ちには応こたえられない』ってことだろ。ちゃんとわかってる」

「──────」

　紗霧は表情をなくした。急に、何を考えているのかわからなくなる。

「…………紗霧？」

「……………………」

　紗霧は、無表情のまま部屋に引っ込こみ、ヘッドセットを被かぶって戻もどってきた。

　そして──

「ばか[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　大音量の一いち撃げきをぶちかましてきやがった。

　俺は耳を押おさえて、
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「しらない！　ばか！　あんなもの読ませるから……！　大事な話があるっていうから……っ！　う、うぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]もう！」

　バシッ！　ヘッドセットを投げ捨すてる。

　紗霧は怒いかりを声ににじませたまま、腕うでを組んだ。

「で……大事な話って、なに」

「その前に、おまえが怒おこってる理由が──」

「それはもういいっ。大事な話ってなに。早く言って」

　こりゃもう、聞いても無む駄だだな。

　俺は、本題を切り出すことにした。

「大事な話ってのはな……率そつ直ちよくに言うと」

「…………うん」

　俺は、ごほんと咳せき払ばらいをしてから、こう言った。




「一いつ緒しよに企き画かく書しよを作ってくれ」




「………………………………えっ？」







　数分後。

　俺おれは『開かずの間』の中で、妹と向かい合っていた。あぐらをかいて座すわる俺の目前に、紗さ霧ぎりがぺたんとしゃがんでいる。服ふく装そうは例のニットワンピースのままだから、ふとももが気になってしょうがなかった。

「……企画書って……なんのこと？」

「ええと……俺は、ついこの間、新作の原げん稿こうを書き終えただろ」

「うん」

「俺は、あの原稿を本にして、大人気作にして、アニメ化させて──そんでもって、おまえと一緒に観みるって決めた。それが『俺たちの夢ゆめ』だ」

「────うん」

「そのための第一歩として……この作品を、出しゆつ版ぱん社しやの正式な企画として認みとめてもらわなくちゃいけないんだ」

「………………原稿を書いたら、すぐ本になるわけじゃないんだ」

　俺は少し笑って、

「ああ、違ちがう。担たん当とう編へん集しゆうから『これで行きましょう』って台詞せりふを引き出さなくちゃいけない。なんとかしてな。そのために、企画書とプロットを作ろうと思う」

「…………？」

　俺の話を聞いている紗霧が、きょとん、と首をかしげた。

　あぁ、やっぱ、わかりにくいよな。

「企画書ってのは、プレゼンテーション──自分の作品を説明するための資し料りようのことで、プロットってのは作品の設計図みたいなものだ」

　たいていの場合、原稿を書く前に、セットで取引先に提てい出しゆつする。

「ようするに、コレコレこういう超ちよう面おも白しろい作品を書こうと思ってるんで、書いたら本にしてくれませんか、ってもんだよ」

　決まった書き方なんてものはない。いい書き方なんてのがあるなら、俺が知りたいくらいだ。

「……でも、原稿は、もうできてたはずじゃ？」

「だめだ」

「なんで？　すごく面白かったのに」

「おまえも言ってたけど、恥はずかしくて人に読ませられないってのがひとつめの理由だ」

「……あっ」

　……こいつ、忘わすれてやがったな？

　とりあえず──俺おれたち兄妹きようだいの個人的な理由によって、どんなにこの原げん稿こうが面おも白しろかろうと、このまま本にするのはまずい。

「それに、あのまま出しても、たぶんボツになるってのがふたつめの理由」

「たぶん？」

「ああ、『たぶん』だな。実じつ際さいのところは、担たん当とう編へん集しゆうに提てい出しゆつして、読んでもらわないと、あの人がなんて言うかはわからない。もしかしたら、案外乗り気で本にしてくれる『かもしれない』。でも、それじゃ、だめなんだ」

　俺は重々しく言った。

「一度ボツになったら、この原稿を本にすることはできなくなるから」

「！」

　新しいの書けって言われるだろうからな。

　実際、いままで俺はそうやってきた。

　企き画かく書しよなんて作らずに、いきなり完成原稿を送りつけて、

　ボツになるたび新作を書き続けて、

　ようやく企画を通して、

　新シリーズを開始する。

　そんなやり方で、仕事を進めてきた。

　でも、今回に限かぎっては、そのやり方は採さい用ようできない。

「俺たちが本にしたいのは、あの原稿なんだ」

　エロマンガ先生との約束を、紗さ霧ぎりと話した夢ゆめを、果たすことができなくなってしまうからだ。

「あれをボツにするわけにはいかない」

「……そう、だね」

　俺の言わんとすることを、紗霧も余あまさず受け取ってくれたらしい。

「……だから、今回ばかりはワンチャン一発勝負になる。超ちよう面白そうな企画書を提出して、担当編集の度ど肝ぎもを抜ぬいてやらなくちゃいけない」

「……うん」

　担当編集は、一いつ緒しよに面白い作品を世に送り出す、同志だ。

　足りない部分を支えあい、成長していく、かけがえのない仲間だと思っている。

　けれど、同時に、俺の書いたかわいい子供たちを無む慈じ悲ひに殺す死しに神がみでもある。

　俺の作家生命すら、アッサリと断たち切る大鎌デスサイズを携たずさえた──禍まが々まがしき冥めい府ふの遣つかい。

　だから、

「いいか、エロマンガ先生。これから俺おれたちがやろうとしているのは……死しに神がみとの闘たたかいだ」

　おおげさでもなんでもない。お隣となりの大先生が口にするような妄もう言げんでもない。

　厳げん然ぜんたる事実だ。

「担たん当とう編へん集しゆうは……死神」

「そう、おそるべき強きよう敵てきだ。倒たおすためには、武ぶ器きがいるよな」

　死神を倒すための武器。小説家にとっての剣けんや斧おの。

「それが企き画かく書しよだ！」

　紗さ霧ぎりは、「おお……」と、口を開けて、驚おどろいたリアクションをしてくれた。

　無表情キャラっぽい見てくれのくせに、結けつ構こうノリのいいやつなのだ。

「……わかった。でも、私、どうすれば……」

「おまえにやってもらいたいことは、決まってる！」

　俺は、ぽん、と、紗霧の両りよう肩かたに手を置いて──

「！　えっ……に、にいさ……？」

　赤せき面めんする妹に向かって、真剣な声で、こう言った。

「えっちな妹のイラストを描かいてくれ」

「…………………」

　数秒の間があってから──

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　何故なぜか妹は、俺の顔面にジョイパッドによる一いち撃げきを加えたのであった。




「ま、まったく！　えっちなんだからっ！　兄さんは……兄さんは……ほんとにだめっ！」

『開かずの間』には、依い然ぜんとしてプリプリ怒おこり続ける紗霧の姿すがたがあった。

　なんてことだろう。俺たち兄妹の数少ない貴き重ちようなスキンシップが、この打撃なのだ。

「…………」

　俺がドＭだったら、よかったのかもしれん。

　俺は複ふく雑ざつな思いで、痛いたむ鼻をなでさする。紗霧はそんな俺をビシリと指さし、

「なんで私にっ、え、えっちな妹のイラストを描いて、とか……そういうこと言うの！」

「ごく普ふ通つうの要求だろうが！　なにがおかしいってんだよ！」

　自分の職業を言ってみろ！

「い、妹に『えっちな妹のイラスト』を描かせようとしたところ！」

「俺の作品のヒロインが妹で、おまえがえっちなイラスト描くのが大好きでうまいから、そう頼たのんだだけだ！　他意はねえよ！」

「うそ！　ぜーったいえっちな理由で言ったもん！」

「なんで決めつけるんだよ！」

「だ、だって……だって……」

　頰ほおを赤く染そめた紗さ霧ぎりは、短いスカートの前を両手で押おさえ、もじもじと呟つぶやいた。

「す──好き……なんでしょ？　兄さん、わ、私のこと……一ひと目め惚ぼれ、しちゃう、くらい」

「………………ぐ」

　反はん則そくだろ、それ。

　……もしかして……俺おれ……一生妹に頭が上がらない弱みを握にぎられてしまったのか？

「あーそうだよ」

　ごまかしようがないので、そう言った。

「俺は、おまえが大好きだ」

「………………う、うん」

「だがっ！　それは、あくまで兄貴としてだ！　妹に対して、えっちなことを考えたりはしない！　しないったらしない！」

「──────」

　紗霧は冷めた目を細め、俺を見る。

「ふーん、ふーん、ふーん」

「……なんだ、その顔は」

　紗霧は、ぷいっとそっぽを向いて、唇くちびるを尖とがらせた。

「……別に。これがライトノベルだったら、いまの兄さんの台詞せりふには、わかりやすく傍ぼう点てんルビが振ふられてそうだなーって思っただけ」

「どういう意味だ、そりゃ」

　傍点ルビってのは、文字の右に振られている点のことで、テキストを強調するときなどに使われるものだ。作者によっては、『明確なルール』を定めて使用している人もいるそうな。

　紗霧は、ゆっくりとこう言った。

「兄さんなんて、きらいって意味。わかった？」

「………………ああそうかい」

　ったく……仲良し兄妹きようだいまでの道のりは、遠そうだな。

　俺は肩かたを落として溜ため息いきをつく。そしたら紗霧も同じようにしていた。

「……まったく」

　妹はそうぼやくと、タブレット端末にささっと素す早ばやくペンを走らせる。

「……紗霧？」

「…………」

　俺の問いに、答えはない。

　すぅ、と、紗霧の瞳ひとみから、光が消え失せていく。

　さながら神しん霊れいを降おろす巫女みこのように。滑なめらかに片かた腕うでを振るい、絵を描かくその姿すがたは、神しん聖せいな儀ぎ式しきのようであった。ふと気づくと、ペンの動きがぴたりと止まっていた。

「────」

　書道の達人が、一ひと筆ふで書かき終えたあとのような残ざん心しん。

　そして──

「できた」

「な、なにが？」

「これ、とりあえず、私のイメージを絵にしてみた。ヒロインの見た目って、こんな感じで、あってる？」

「おお……っ」

　俺おれはタブレットに描えがかれたイラストを覗のぞき込こんで、呆ぼう然ぜんと声を漏もらした。

　紗さ霧ぎりが完成させたのは、もちろん、えろい女の子のイラストだ。

「すげーっ！」

　イラストって、こんなにパッと描かけるもんなのか？

「……別に、すごくないもん。いつもより、ずっとテキトーだし……」

　紗霧はうつむき、恥はずかしそうにしている。

　……担たん当とう編へん集しゆうから『エロマンガ先生は、発注したイラストを描くのがそんなに早くない』と聞いていた。一枚まい一枚のイラストに、かなりの時間をかけて描いてくれている、らしい。

　それで去年、俺が年に七冊さつも本を書いたせいで、大変な思いをさせてしまったのだ。

　いま紗霧がパッと描いてくれたイラストも、俺から見たらものすごく上手うまく見えるのだけれど、やっぱり『違ちがう』ってことか。

「ほんとは、こういう急いで描いた絵は……見せたくないんだけど……こっちの方が、わかりやすいから」

「……そっか」

　それでも……紗霧はこうやって描いてくれたんだ。

「助かる」

　短く、感謝を伝える。

「ん」

　と、紗霧もそれを受け取る。

「よし……」

　そうして俺は、描いてもらった、えっちな妹のイラストを覗き込んだ。

　紗霧の気持ちを無む駄だにしないよう、率そつ直ちよくに意見を言う。

「……なんか違うな」

「というと？」

　紗霧は怒おこらず、問い返してくる。

「もっとかわいく描かいてくれ」

「………………なにそのひどい要望の出し方」

「や、だってさ」

「兄さんだって、小説を編へん集しゆうさんに見せたとき、『もっと面おも白しろく書いてよ』って言われたら、困こまっちゃうでしょ」

　困るなあ。でも、よく言われるぞ、その台詞せりふ。

「もっと具体的に言って。かわいくって……どんなふう？」

「その……えっと……もっとかわいくってのは……アレだよ」

　具体的に、言えないコトはない……んだが。

「アレってなに？　言ってくれなくちゃ、わからない」

「ええーと……おまえみたいな感じに描いてくれ」

「─────────────────なっ！」

　びく！　と身体からだをはねさせて、それから。

　紗さ霧ぎりは、かぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っと赤せき面めんした。

「ま、また！　兄さんは、またそういうこと言う！」

　両目を[image: ]バツテンにして、ポカポカと殴なぐりかかってくる。

「おまえが言えって言ったんじゃねえか！」

「さっきよりもさらにエスカレートしたっ！　私にっ！　『私みたいな妹』の『えっちなイラスト』を描けとかっ！　しゅごいセクハラっ！」

　嚙かんでるぞ、大だい丈じよう夫ぶか。

「理想の妹ヒロインが、おまえそのものなんだからしょうがねーだろ！　俺おれだって恥はずかしいよ！　でも、仕事なんだから、んなこと言ってらんねえだろうが！　俺は真しん剣けんなんだ！」

「……………………む、むぅぅ」

　俺の誠せい意いが伝わったのか、紗霧は赤面したまま口ごもる。

　挑むように俺をにらみつけて、

「……わ、わ、私みたいにって言われても……わかんない」

「む……？」

「ぐ、具体的に……言って」

「な、なんだとぉ……？」

　こいつ、なんつった？　俺に、妹がどういう風にかわいいのか、具体的に説明しろってこと？

　本人の前で？　ハードル高ぇよエロマンガ先生！　俺を殺す気かよ。

「これは仕事で、真剣なんでしょ？　なら、言えるはず」

「……い、いいだろう」

　とんでもない羞しゆう恥ちプレイを強要されているような気がするが。

「そうだな……もうちょっと、なんていうか……幻げん想そう的てきなイメージだ」

「幻想的？」

「妖よう精せいとか、天使……みたいな」

　すでにきつい。助けてくれ。

「そ、そそそ、そう……………………そういうイメージなんだっ……」

　紗さ霧ぎりも、羞恥でぷるぷるしている。それでも、真っ赤になりながら、ペンを構かまえた。

　さっ、さっ、と、タブレットにキャラクターが描かかれていく。

「あとは？　続けて言っていって……描きながら、聞くから」

　タブレットの画面から目を離はなさず、紗霧が言った。

　喋しやべりながらお絵かきするのは、エロマンガ先生にとって手て慣なれたものだ。

　俺おれは遠えん慮りよなく要望を口にする。

「おう。あとは……顔つきを、いまより幼おさなくして……胸むねも小さくして……」

「むぅ、せっかく、おっきなおっぱい描けるようになったのに」

「一いつ生しよう懸けん命めい練習してくれたのに、悪いな」

　俺は、妹のひかえめな胸を見て言った。

「このヒロインは、胸ないから」

「ちょ、いまどこ見て言った!?」

「怒おこるな！　おまえの悪口言ったんじゃねえよ！」

「だって私がモデルなんでしょ！」

「そりゃそうだけど、いまは切り離はなして考えてくれ！」

「そんなのむりっ！」

「じゃあ無理でもいいから。最後まで聞いてから文もん句く言ってくれよ。話が進まん」

「…………」

　わかってくれたらしい。

　紗霧は、じとーっと白い目でこちらをにらんでいたが、やがて再ふたたび画面に集中し、イラストの修正を始める。

「……もっと胸を小さく、顔を幼く……こう、かな……」

「…………」

　紗霧は、こうやって一生懸命絵を描いている姿すがたが、一番かわいい。

　……絵を描く行こう為いにのめり込みすぎると、この前みたいにバカ丸出しになるのだが────それはそれで魅み力りよく的てきであるともいえるだろう。エルフのやつも、紗霧について、似にたようなことを言っていたから、身内の贔屓ひいき目めってわけでもないはずだ。

　俺は、微笑ほほえましい心持ちで、一番魅力的な妹の姿を眺ながめていた。

「…………」

　俺おれがじっと覗のぞき込こんでいるのに気付いた紗さ霧ぎりが、ちらりと顔を上げて、瞳ひとみをぱちくりとさせる。

「……な、なに？」

「いや、よくまぁ、こうサッと直せるもんだよな、って、感心してた」

「……こういうの……お絵かき配信で、慣なれてるし……」

　なるほど。エロマンガ先生は、視し聴ちよう者しやからのリクエストをリアルタイムで反はん映えいさせていく遊びをよくやっているから。

　それでか。

「さっき『急いで描かいた絵を見せたくない』って言っていたけど、お絵かき配信は平気なのか？」

「配信のとき……あれは……うまくいえないけど……ちょっと違ちがうから。仕事じゃなくて、遊びのお絵かきで……あ、遊びっていっても、本気で描いてはいるんだけど、仕事とはちがくて……えっと、わかる？」

　紗霧はまったく手を止めずに喋しやべっている。何なに気げにとんでもない技ぎ能のうなんじゃとも思うが、俺には判はん断だんがつかない。

「わかんねえ」

「…………」

　紗霧は、むす、と微び妙みように不ふ機き嫌げんな表情になった。

「もういい。……続けて」

「おう。……そうだな、あとは、えろさの質を変えて欲ほしい」

「？」

「いまのこの娘こは、いつも描いてくれている絵より、肉感的で、色っぽくて、露ろ出しゆつ度ど高くて、山やま田だエルフ先生の小説に出てきそうな感じだろ？　そうじゃなくて……なんてったらいいかな……」

　俺は、右手で顔を覆おおって悩なやんだ末、こう言った。

「胸むねとかほぼなくて、顔も超ちようかわいいけど幼おさなくて、身体からだつきも華きや奢しやで、ちっとも色気なんてないお子様なのに──」

「…………」ぴくっ、と、紗霧のこめかみが微び動どうする。

「ふと気付いたら、スカートがめくれて太もも丸出しになってて、ついドキドキしちゃうみたいなえろさのことだ」

「ッ!?」

　バッ！　紗霧は素す早ばやくスカートを押おさえる。

「そう！　まさにそんな──」ガンッ！「痛いってえ！」

「出てって！　いますぐここから出てって！」

　ぎゅ、と、片かた手てで前を押おさえたまま、ガンガンタブレットで殴なぐりつけてくる紗さ霧ぎり。

　俺おれはたまらず後こう退たいして、

「き、企き画かく書しよ作りの打ち合わせが途と中ちゆう──」

「いいから出てってっ……！　絵は、またあとで送るからっ！　いまは出て行ってっ！」

「わかった！　わかったって！」

　こうして俺は、妹の部屋から追い出されてしまったのだった。




　そんなアクシデントはあったものの、少しずつ前には進んでいる。エロマンガ先生が、あとで送ると言った以上、要望どおりのものが仕上がってくるのは、もう確かく定ていといっていい。

　イラスト付きの豪ごう華かな企画書にする、という作戦は、うまくいきそうだ。

　自室に戻もどって、呟つぶやく。

「問題は……俺だよな」

　何を隠かくそうこの俺は、企画書もプロットも、まともに作ったためしがない。

　どう作っていいか、さっぱりわからないのであった。

　もちろん、本なりネットなりでいくつかのテンプレートサンプルを見たことはあるから、まったく作れないわけじゃない。ワープロソフトで、形だけならまともなプロット付き企画書をでっち上げられる。実じつ際さい、いまも十分くらいでパッと作ってみた。

　でも。

「なーんか、違ちがうんだよなぁ」

　そうなのだ。デビュー以来、何度チャレンジしてみても、自分の作成した企画書を読むと、こんな感想しか出てこない。

「パワーが足りないっつーか、普ふ通つうっつーか。俺が書きたいのって、こんなもんじゃないんだけど……もっと超ちよう面おも白しろいはずなんだけど……」

　俺はどうも、そいつを表ひよう現げんするために、三百枚まいの紙面が必要らしい。

　紙ぺら数枚に要約しようとすると、ど[image: ～][image: ～][image: ～]もうまくいかない。

　だから──これまでの俺はしょうがなく、原げん稿こうをそのまま担たん当とう編へん集しゆうに出していたんだ。

　なんの理由もなく、あんな効こう率りつ悪いことをしていたわけじゃないんだよ。

　とはいえ、書かないことにはしょうがない。けれどもなんだかうまくいかない。

　誰だれかに相談したいところだが……

「うーん」

　なんて腕うでを組んで悩なやんでいたとき。

　ピロリン、ピロリン、と、スマートフォンにメールが連続着信した。

「？　……なんだ？」

　ポケットから取り出して、メールアプリを起動してみる。

　するとそこに表示されていたのは──





　件名：助けなさい！

　本文：いますぐ！

　送信者：バカ






　ちなみに俺おれのスマホのアドレス帳ちように『バカ』という名前で登録されているのは、お隣となりに住む売れっ子作家・山やま田だエルフ大先生だ。

「なんだかしらんけど、これはまあ、無む視ししてもいいか」

　構かまわず、同時に届とどいたもう一方のメールを見る。

　と──

「！」

　俺は思わず緊きん張ちようした。





　件名：たすけて

　本文：お隣さんが

　送信者：エロマンガ先生






「いまいくぞ！」

　ダッ！　俺はすぐさま席を立ち、さっき追い出されたばかりの『開かずの間』へと急行した。

「どうした紗さ霧ぎり！」

　閉とざされた扉とびらの前で叫さけぶと、勢いきおいよくドアが開いた。さっきと同じニットワンピースに、ヘッドセットをつけた紗霧が姿すがたを現あらわす。

「兄さん、また──あれ」

「──ああ、この前と同じだな」

　部屋に踏ふみ入るや、異い常じようがすぐに見て取れた。カーテンの向こう側、紗霧の部屋の窓まどから、ドンドン音がする。

「ったく、あのバカ……妹をビビらせてんじゃねーっつうの」

　ざあっ！　カーテンを一気に開けると、予想どおり、おもちゃの矢が、いくつも窓にくっついていた。向こうのベランダから、矢を撃うち込こんできているやつがいるのだ。

「おい！　やめろ！　なにやってんだ！」

　窓を開けた俺は、射しや手しゆに向かって叫んだ。

　すると、こちらに気づいた射手が、必死の形ぎよう相そうで、指を唇くちびるに当て、『しーっ！』とやってくる。ふりふりのロリータファッションに身を包むあの金きん髪ぱつ娘むすめが、件くだんの山田エルフだ。

　相変わらず、家にいるのにコスプレのようなカッコをしていやがる。

「『しーっ』って……黙だまれ……ってコト？」

　大声を出せない理由でもあるのだろうか？

　眉まゆをひそめていぶかしむ俺おれに向かって、エルフはスマホを見せつけてくる。

　やがてピピピと電話が鳴った。出てみると、エルフの声が聞こえてくる。

『わたしよ！』

「おう」

『あんた、わたしが送ったメール、見なかったの？』

「見たよ」

『じゃーなんで助けに来ないのよ！　美少女のピンチなのよ！』

　しらねーよめんどくせーな。

「そういうのはキリトさんとか、上かみ条じようさんみたいな主人公ヒーローに頼たのめ、な？」

『あんたってやつは！　あんたってやつは！　どこまで薄はく情じようなの！』

「俺が助けるのは妹だけだ」

　じゃあな、と、電話を切ろうとしたら、

『待って！　切らないで！　殺されちゃう！』

　超ちよう必ひつ死しで止めてくる。

『なる！　なります！　あんたの妹になってあげるから……！』

「いらんいらんいらんいらん！　そんな要望を出したんじゃない！　──でも、殺されるとは穏おだやかじゃねぇな」

　話くらいは聞いてやるか。

「強ごう盗とうでも入ってきたの？」

『階段の下に座すわりこまれてて、二階の部屋から出られないのよ』

「え？　マジで強盗？」

　ほんとかどうかしらねえけど、そりゃ大変だ。

「警けい察さつ呼よぶか？」

『それはいいから、わたしをここから脱だつ出しゆつさせて頂ちよう戴だい』

「どうしろってんだ」

『ほら、あんたがこの前やったみたいに……』

　ベランダからベランダに、飛んでくるつもりか。

　俺はちらりと後ろを向いた。紗さ霧ぎりが、はらはらと心配そうにこちらを見ている。

「だめだ。おまえを妹の部屋に入れたくない」

『こ、このシスコン野郎……この期ごに及およんでそういうことを言うわけ……？』

「助けないとは言ってねぇだろ」

『どうするつもりなのよ』

「だから──」




　──数分後。




「────こうするんだよ」

　俺おれは、ベランダの真下にやってきた。

　ちょうど、ロミオとジュリエットのような絵え面づらである。

「ほら、ジャンプしろ、ジャンプ」

「超ちよう怖こわいんですけど!?　あんたが受け止め損そこなったら、骨ほね折おれそうなんですけど!?」

「下に布ふ団とんしいてあるし、ちゃんとキャッチしてやるから」

「絶ぜつ対たいよ！　落としちゃイヤだからね！　──よ、よし！」

　エルフは、軽やかに柵さくを乗り越こえて、スカートの端はしを指でつまみ、ぴょんとジャンプした。

　がしっ。俺はエルフを、お姫ひめ様さま抱だっこで受け止める。覚かく悟ごしたよりも、ずっと軽かった。

「っと──うまくいったな」

　すっぽり腕うでの中に収おさまったちびっ娘こに、笑いかけてやる。

「………………」

　エルフは、俺の首に腕を回し、かちこちに固まっている。

　どうしたのかと、整った顔を眺ながめていると、

「……あ、ありがと。助かったわ」

　なんて言う。きょとんと目を丸くしちまったよ。珍めずらしいこともあるもんだ。

「どういたしまして。──よし、見つからないうちに、うちに入るか」

　俺は、エルフをお姫様抱っこしたまま、和泉いずみ家の玄げん関かんへと向かった。




「で……どういうわけだったんだ？　階段に座すわりこまれてるって……本当に警けい察さつとか、呼よばなくてもいいのか？」

　俺はリビングにエルフを通すや、ソファに座らせ、事情の説明を求めた。

「言ったでしょう……わたしは、いま、〝奴やつ等ら〟に監かん視しをつけられているの」

「もうちょっとわかりやすく頼たのむ」

　あ、こりゃ、別に強ごう盗とうとかじゃないな、とは思った。

「奴等って誰だれ？」

　って聞くと、エルフは青ざめ、身体からだを抱だいてぶるりと震ふるえた。

「『フルドライブ文庫』の編へん集しゆう者しやよ」

「おい」

「……奴やつ等らは悪あく魔まよ！　かよわいわたしに向かって、ちゃんと仕事するかどうか監かん視しするって……新しん刊かんの原げん稿こうを書くまでゲームをやらせないっていうのよ！」

「よし！　山やま田だエルフ先生、家に戻もどって仕事しようか！」

　俺おれは、よっこらしょとソファから立ち上がった。

　がしっ！　エルフは俺のシャツを力いっぱいつかみ、涙なみだ目めで取りすがる。

「突つき出さないで！　マサムネ先生！　お願いします！　かくまってください！」

「ええい離はなせ！　服が伸のびちゃうだろうが！」

「なんでも……っ！　なんでもしますから！」

　なりふり構かまってねーな。そこまで仕事したくないのか。

「『なんでもする』ねえ……」

　俺は、がっしりと服をつかむエルフの指を、一本一本引きはがしながら言う。

「……ほんとになんでもいいのか？」

「……お、乙女おとめに二言はないわ！」

　なんで頰ほおを赤らめるんだ。

「じゃあ……そうだなあ…………」

「ごくっ」

　トイレを我が慢まんしているような顔で生なま唾つばを飲み込んだエルフに、俺はこう言った。

「ちょっと企き画かく書しよの作り方を教えてくれよ」

「いやぁぁあん！　こ、この卑ひ怯きよう者ものっ！　高こう貴きなるわたしになんて卑ひ猥わいな──────はい？」

　エルフはなんだかエロゲみたいな台詞せりふの途と中ちゆうで、きょとんと目を丸くした。

「…………いま、なんてった、あんた？」

　こっちの台詞だ。おまえこそ、いま、なんてった？

「いや、だから、企画書の作り方をだな……」

「じゃなくて！　あ、あんた正気!?」

　バッ！　と、かっこいいポーズを決めて、

「この、超ちよう美少女であるわたしが『なんでもする』って言っているのよ！　そんなお願いでいいと思ってんの!?」

　なにキレてんだよ。

「普ふ通つうはそうじゃないでしょうが！　それでもわたしの読者フアンなの？　信っじらんない────────なんでえっちなお願いじゃないのよ！」

「そんなひでえことするか！　おまえが書く主人公じゃあるまいし！」

　人をなんだと思ってやがる！

「……つか、おまえ……えっちなお願いをして欲ほしかったわけ？」

「そ、そそそそ、そんなわけないじゃない！　ばかじゃないの！」

　真っ赤になって理り不ふ尽じんなキレ方をしてきやがる。

　ライトノベルのヒロインみたいな難なんアリっぷりだ。

　まぁ、たぶん『自分の書く小説のお約束』と『現実』とをごっちゃにしてしまったがゆえの発言だったのだろうが。まったく、一いち応おう女のくせに、隙すきだらけというか、なんというか。

　相手が俺おれでよかったよ、ほんとに。

「ってわけで、企き画かく書しよを──」

　話を戻もどそうとしたところで、




　ドンドンドン！　と、天てん井じようが揺ゆれた。




　紗さ霧ぎりが、俺にメッセージを伝えようとしているのだ。

　俺とエルフは、天井を振ふり仰あおぐ。

「いまのが噂うわさに名高いヒッキーの必ひつ殺さつ奥おう義ぎ……『床ゆかドン』というやつね。初めて聞いたわ」

　こいつには、前回の事じ件けんのあと、俺たち兄妹きようだいの事情を話してあったんだったな。

　すべてではないが。

「……どうやら『うるさい』って怒おこっているらしいな」

「ちょ！　あ、あんた、いまのでなに言ってるかわかるの!?」

「当たり前だろ？　モールス信号よりも正せい確かくにわかるぜ」

「さすがにうそでしょ？」

「うそじゃねーって！」




　ドンドンドン！




「……じゃあ、いまのは？」

「『おいこら、お兄ちゃん、ちょっと上まで来い』という意味のドンドンドンだ」

「さっきの床ドンとの違ちがいがわからないんですけど！」

　まぁ、素人しろうとにはわかるまいよ。

「ってわけで、ちょっと上行ってくる」

　リビングから出ようとしたところで、背せに声がかけられた。

「待ちなさい！」

「……なんだよ？」

　俺は、首だけで振ふり返る。

　すると──

「……わたしも、エロマンガ先生に、会いたい」

　そこにあったのは、なんのけれんもない、真しん摯しな表情だった。

　──そうだった。こいつは、俺おれと同じくらい、エロマンガ先生のイラストが大好きだったんだっけ。エロマンガ先生と一いつ緒しよに仕事がしたいがために、めちゃくちゃ面おも白しろい小説を書き上げてしまうくらい、熱ねつ狂きよう的てきな大ファン。

　そりゃ、そうか。隣となりに住んでたら……会いたいよな。こいつには恩おんもあるし……。

「わかった。なんとかしてみる」

「ほんとに！」

　パァ……と、花が咲さくように笑う。

　そこまで素す直なおに喜ばれると、こっちまで嬉うれしくなってくる。

「ああ。ちょっとここで待っていてくれ」

「え？　でも、あの娘こって部屋から出られないんじゃ……」

「任まかせておけって。考えがあるんだ」




　俺は上にあがり、紗さ霧ぎりから『なんで戻もどってきたのに報ほう告こくがないのか』という強いお叱しかりを受けたあと、事情を説明し、再ふたたびリビングへと戻ってきた。

「マサムネ！　エロマンガ先生はどこ！」

　がば！　とソファから立ち上がり、憧あこがれのイラストレーターを出で迎むかえる体たい勢せいになるエルフ。

　そんな微笑ほほえましいファンに向かって、

「ここだ」

　俺は、タブレット型に変形させたノーパソを、片かた手てで突つき出して見せた。

「？？？」

　エルフは、わけがわからないという顔になった。まぁ、これがおまえの好きな先生ですとパソコンを見せられても、困こまるだろう。

「画面を見ろ、画面」

「が、画面……？」

　ぐいっ。エルフがノーパソに顔を近づける。

　起動しているのは、フルスクリーンのスカイプだ。そして、そこに映うつっているのは、パーカーのフードとアニメキャラクターのお面めんをつけた──




「よう、こうして喋しやべるのは初めてだな──会えてうれしいよ、山やま田だエルフ先生」




「……エロマンガ、先生？」

「いや、そんな名前の人はしらない」

　そう、紗さ霧ぎり──ではなく、動画配信をするときの姿すがた──エロマンガ先生だ。

　スカイプのビデオ通話機能で、『開かずの間』の中とつながっているのだった。

　こうすれば、人見知りで引きこもりの少女・紗霧ではなく。

　フレンドリーでアクティブなイラストレーター・エロマンガ先生として、『開かずの間』から出ることなく、エルフと対面させることができるって寸すん法ぽうだ。

「……マサムネ、違ちがうって言ってるけど？」

「いまのはエロマンガ先生の口くち癖ぐせみたいなもんだから、気にしないでくれ」

「そうなんだ？　ふうん？　……こいつが、あの──ちっこいあんたの妹と、同一人物……ねえ」

　半はん信しん半はん疑ぎの眼まな差ざしで、マジマジと画面を覗のぞき込こむエルフ。

　そしたらエロマンガ先生も、ずずいとカメラに顔を近づけてきた。

「あんただってちっこいじゃねーか」

　お面めんをかぶっているせいでシュールな絵え面づらだった。

　お面の『彼』は、変声機を通した不思議な声で、エルフに向かって話しかける。

「ん？　んん？　おいおいおいおい──」

　因いん縁ねんをつけるのかと思いきや、

「やべえ！　エルフ先生、間近で見たら超ちようかわいい！　ねぇねぇ、いま、どんなぱんつはいてんの？」

「え？　どんなってシルクの……」

　素す直なおに白はく状じようしそうになったエルフは、そこでハッと気づき、一気に赤せき面めんした。

「い、いいい、いきなりなんてコト聞いてくるのよ！　危あやうく答えちゃうところだったじゃない！」

「へーっ、シルク生き地じのショーツなんだ。色は？　やっぱり白？」

「話を聞けえこら──!!」

　エルフは俺おれの手からノーパソを奪うばい取るや、ガタガタと前後に激はげしく揺ゆする。

「おおお……画面が揺れて気持ち悪いぞ」

　機械で声を変えているせいで、摑つかみどころのなさがハンパじゃない。

「ちょっとマサムネ！」

　エルフは勢いきおいよく俺に向かって振り向いて、バンバン！　と、ノーパソの画面を叩たたく。

「なによこれは!?」

「なにって……おまえが会いたがってたエロマンガ先生……だぞ」

「初対面でいきなりぱんつの色を聞かれたんですけど!?　言動が完全にエロ親父なんですけど!?」

　んなこと俺に言われても……。

「うひひ、エルフちゃんって呼よんでいい？　本名？　何なん歳さい？　ブラはもうつけてるのかな？」

「ぐっ……！」

　エルフは羞しゆう恥ちの表情で、画面を遠ざけ、そして俺おれに文もん句くを言う。

「本当にこのドスケベの変へん態たいが、エロマンガ先生なんでしょうね！　あんたがわたしの下着に興きよう味みしんしんで、録音音声で一ひと芝しば居い打ってるわけじゃないでしょうね！」

「そんなことしねえよ！　おまえの下着になんぞ興味ねーって！」

　俺だって初めて知ったぜ！　エロマンガ先生が女の子に対してこんなんだとは……！

「つーか、もうちょっと喋しやべってりゃあ、録音かどうかはわかんだろうが！」

「むぅぅ……確たしかに…………」

　納なつ得とくしたか。

　エルフは汚お物ぶつをつまむようにノーパソを持ち、ジト目で画面をにらみながら、

「不本意だけれど……どうやらコレが、エロマンガ先生で間ま違ちがいないようね……」

「イメージと違った？」

　スカイプ越ごしに、しれっと返すエロマンガ先生。

「いいえ、むしろ『エロマンガ先生』っていうペンネームのイメージどおり過すぎてびっくりした──っていうか、あんた〝本体〟は、あんな『〝銀ぎん髪ぱつロリ美少女〟実は〝真しん祖そ吸きゆう血けつ鬼き〟』みたいな見てくれのくせに……ギャップが凄すごすぎでしょ」

　オタクっぽいたとえはやめろ。超ちようわかりやすいけどさ。

　エルフが俺を見て言った。

「あんたの『あの原げん稿こう』を読んだ限かぎりじゃ、この娘こ、性せい格かくだってコレと大おお違ちがいなんでしょ？」

「いや、〝本体〟もえろいよ？」

「兄さん！」

　エロマンガ先生が素すに戻もどって叫さけんだ。エルフが、紗さ霧ぎりを指さして俺に問う。

「えっ？　この娘ってえろいの？」

「えろいし、そもそもあの原稿のヒロインは、紗霧の性格をそのまま書いたものじゃない」

　元ネタがわからんように書いたっつったろーが。

「だから！　えろくなーいっ！　わた……オレの話をきけぇーっ！」

　スカイプ画面では、紗霧が、両手をばたつかせている。

「に、兄さんっ──あの原稿、こいつに見せたの？」

「ああ、そう言ったろ？」

　あのとき俺とエルフは、お互たがいの原稿を読みあって、勝負したわけだし。

　エルフも俺に追つい随ずいする。

「読んだし、色々聞いてるわ。大変だったわね、あんな熱ねつ烈れつなラブレター読まされて……」

「そこまでしってるんだ………………………………………………ふぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　なんだってんだ。

　エルフはタブレット型のノーパソを、顔の前まで持って行った。

　紗さ霧ぎりとエルフの視し線せんが、真正面からぶつかる。

　……気のせいか？

　二人が、にらみ合い、バチリと火花を散らしているように見えたのだ。

「……………………」

「……………………」

　いくらかの間があって、

「まぁいいわ」

　先に口を開いたのは、エルフの方だった。にやりと口こう角かくを上げて、

「改めて……初めまして、エロマンガ先生。お会いできて光栄よ。知っているでしょうけれど、わたしは山やま田だエルフ。ライトノベル業界を闇やみから救う、神に選ばれし天才美少女作家よ」

　相変わらず、すごい自じ己こ紹しよう介かいだ。

「ん、よろしくねー、エルフちゃん。オレは名乗ってやんねーけど」

「別にいいわ。──いつか、わたしの作品のイラストを、描かいて頂ちよう戴だい」

「んじゃ、次の動画配信のときにでも、描かせてもらおうかな」

　たぶん、エルフはそういう意味で言ってるんじゃないと思うぞ。

『あんたと一いつ緒しよに仕事をするの、諦あきらめたわけじゃないから』

　エロマンガ先生に対する、そういう宣せん言げんだと、俺おれは受け取った。

　紗霧は、それに気づいたのか、気づかなかったのか、まったく別の話題を振ふった。

「あー、えっと、ところで……エルフちゃんは、和泉いずみ先生と仲がいいの？」

　んなわきゃねーだろ。仲良くねーよ。

　当然、俺はそう思ったのだが、エルフの返答は思いもよらないものだった。

　がば！　と、俺の肩かたに腕うでを回して、

「まーね！　わたしたちマブダチなのよ！　ねっ？」

「いや、違ちがうよ」

「なに恥はずかしがってるのよ！　『マサムネ』、『姫ひめ♡』って呼よび合う仲じゃない！」

「ねつ造ぞうはやめろ！　いつ俺がおまえのことを『姫♡』なんて呼んだんだよ！」

「あれっ？　さっきわたしをお姫様抱だっこしたときに、呼ばなかったっけ？」

「呼んでねえ！　あのシチュでそんな気持ち悪い台詞せりふを言えるのは、おまえの書く主人公くらいだよ」

「あらあら、どうやら聞き間違いだったようね。──じゃあ、マサムネ、これからは崇すう拝はいの念ねんを込こめてわたしのことは『姫♡』って呼んで頂戴。遠えん慮りよしなくていいわ、さっき助けてくれたお礼よ、お礼」

「冗じよう談だんじゃねえ。暑苦しい、放せ」

　ぐい、とエルフの腕うでを外す。

「くふふっ、恥はずかしがらなくてもいいのに。なかなか謙けん虚きよなやつね」

　実にうざい。

　そんな俺おれたちのやり取りを見ていたエロマンガ先生が、感情のこもらない機械音声で一言。

「ふーん……仲いいんだ」

「だから仲良くねぇって」

「別に和泉いずみ先生が誰だれといちゃつこうが、どぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]でもいいんだけどさ！　そんなものを見せつけるために、オレを呼よんだわけ？」

　なに怒おこってんだ。

「違ちがう違う。さっき言ったろ。エルフがエロマンガ先生に会いたがってたし──それに、これから教えてもらうところなんだ。企き画かく書しよの作り方ってやつをな」

「ああ──そういえば、そんな話をしていたっけね」

　エルフが『思い出した』とばかりに言う。

　ようやく本題に戻もどってきたな。

　俺・和泉マサムネと、山やま田だエルフ。そしてエロマンガ先生による、企画書についての会話が始まった。

　……と、思いきや。

「でも、わたし、企画書の作り方なんて聞かれても、困こまるんだけど」

「えっ？」

　頼たのみの綱つなから、いきなり期待外れの発言が飛び出しやがった。

「だって、わたし、『仕事欲ほしいアピール』なんかする必要ないくらい超ちよう売れっ子だから、企画書なんてめったに作らないしぃ、プロットなんて頭に全部入ってるからいちいち書き出す必要とかないしぃ。ていうか！　アレよ！　そもそも企画書って、作家が『仕事してるアピール』したいときに作るものでしょ！」

「──ちょ、いま、なんてった？」

　ものすごい新しん解かい釈しやくが聞こえた気がするぞ？

「たとえばぁ、『締しめ切り過すぎてるけど、新作ゲームの発売日になっちゃった』ときとかに、五分くらいでパパッとテキトーに企画書っぽいのを作って、編へん集しゆう部ぶに出すでしょ？　そのあとツイッターで『よし、今日はがんばって企画書作ったぞ！』『自分へのご褒ほう美びをあげなくちゃね！』ってつぶやくでしょ？　そうすると──」

　そこでエルフは、恍こう惚こつとした表情になった。

「わたしのかわいい下僕フアンたちがみんなして『おつかれさまです！』とか『新しん刊かんちょー楽しみにしてます！』とか言ってくれて…………だんだん本当にたくさん仕事をしたような気分になってきて……スッキリ新作ゲームに没ぼつ頭とうできるのよ！」

「オマエはそんなんだから編へん集しゆう部ぶに監かん視しつけられるんだよ！」

　完全に自じ業ごう自じ得とくじゃねーか。

「しょうがないじゃない！　だって新作ゲームの発売日なのよ！」

「おまえのファンたちに、山やま田だ先生の本ほん性しようを教えてやりたいよ。みんな、『先生、いまごろ一いつ生しよう懸けん命めい小説書いているんだろうな』『新しん刊かん早く読みたいな』って、信じて待っているだろうに……。よくゲームやって遊んでいられんな」

「そこまで言うことないじゃない！　わたしだけじゃないわよ！　みんなこんな感じよ！」

「そんなわけねーだろ！　おまえだけだって！」

「違ちがいますぅ！　絶ぜつ対たいみんなゲームやってサボってますぅ！」

　俺おれとエルフによる、平行線の言い合いを止めたのは、エロマンガ先生の一言だった。

「和泉いずみ先生は、毎日サボらず仕事してるぞ」

「「えっ？」」

　俺とエルフが、同時にスカイプ画面に振ふり向く。

「最近気にするようになったんだけど、毎日毎日学校から帰ったあと、ずーっと夜よる遅おそくまで小説書いてるみたいだぜ」

　ありゃ、バレてたのか。まぁ、部屋から出なくたって、物音とか気け配はいでわかっちゃうか。

　特に引きこもりの人たちは、第七感セブンセンシズに目覚めているんじゃねーかってくらい、そのへん敏びん感かんだものな。エロマンガ先生は、さらにこう続けた。

「夜中、たまに『なんも思いつかねぇー』って叫さけびながら、外に駆かけ出して行ったりする」

「それは小説家の職しよく業ぎよう病びようだから見ないふりをしてあげて！　みんなやってるから！」

　だよね！　みんなやるよね！　俺だけじゃなかったのか！　よかった……！

「──ともかく、和泉先生の平日はそんな感じだし、週末になると月曜日までずっと起きて仕事してる」

　エロマンガ先生は、自じ慢まんするような口調で言った。でもってエルフに、喧けん嘩か腰ごしで言い放つ。

「他の小説家のことはしらない。けど、和泉先生は、あんたとは違う」

「……エロマンガ先生」

　ちょっと感動してしまった。

「なにそれキモっ！　キモキモキモッ！」

　エルフはタブレットをわしづかみにして言い返す。

「ないわー、毎日休まず仕事するとかマジで気持ち悪いんですけどぉー。つーかこの国の、一生懸命休まず働くやつがエライみたいな風ふう潮ちよう、なんとかなんないの？　ほんと何年住んでも馴な染じめないのよねー。わたしを見習って、もうちょっとスマートに働きなさいっていうか。なにが哀かなしくて、一週間に七日も働かなくちゃいけないわけ？　ばっかじゃないの？　自由にお休みできるところが、わたしたち小説家のいいところでしょ？」

　言いたい放題言ってくれやがんな、この金きん髪ぱつ。

　自由にお休みできなくなってきて、俺おれんちに避ひ難なんしにきてるくせに。

「なに言ってんだよ、土日も休まなくていいってのが、この仕事のいいところだろ？」

「あーはいはい、きもいきもい、えらいえらい。ま、あんたにとってはそーなんでしょーよ。勝手にしろばぁーか。ぶっ倒たおれてもしらないかんね」

「……む」

　ムカっとくる台詞せりふだったが、最後の一言だけは、うまくいえないのだが……違ちがって聞こえた。

　エルフはタブレット型のノーパソを俺に押おし付けるや、パンパンと手を叩たたいて、

「──ってわけで、仕事の話はおしまい。いくら話しても平行線にしかならないから」

　こうして。

　エロマンガ先生と山やま田だエルフ先生との、実質的な初対面は、ちっとばかし険けん悪あくな雰ふん囲い気きで始まった。

　のだが……。

「ねぇねぇ、マサムネ、エロマンガ先生。暇ひまだし、三人でゲームでもやらない？」

　エルフが、ついさっきの台詞を忘わすれたかのような馴なれ馴れしさで切り出した。

「……な、なぁ……いま、オレたちって……喧けん嘩かしてなかったっけ？」

　エロマンガ先生も、ノーパソの画面であきれている。

「つーか、俺の企き画かく書しよの話だったろうが。勝手におしまいにしないでくれよ」

「そうだったかしら？　ま、どーでもいいじゃない、そんなの。──ね、シスカリかスパ４ある？　モンハン家に置いてきちゃったからさあ──」

　この尋じん常じようじゃない切り替かえの早さが、山田エルフという女の特とく徴ちようなのだが。

　初めて目まのあたりにすると、びっくりしちゃうよな。

　俺も、敵てき対たいした翌よく日じつにフレンドリーな電話がかかってきて、何なに事ごとかと思ったもの。

　エロマンガ先生は、エルフのパワーに圧あつ倒とうされながらも、なんとか返事をする。

「…………へ、部屋から出られないから……パソコン版ばんの……オンライン対戦なら」

　ちょっと〝素す〟が出かかっているような、口調だった。

「オッケーオッケー、んじゃマサムネ！　ノーパソ借りるわね！　ジョイパッドとお菓か子しと……その他もろもろ、準じゆん備びよろしく！」

「……いや、おまえら。俺の企画書……」

「わたしが、とっても参考になるありがたい話をしてあげたでしょ。あとは自分でがんばんなさいよ」

「なに一つ参考にならなかったんだが？」

　エルフは、俺の台詞を完全にスルーして、

「エロマンガ先生、なにやるか決めた？　あ、ってか、ゲーム好きよね？　部屋にハードいっぱいあったし、ゲーム動画とか配信してるんだし」

「……ま、まぁ、好き……だけど」

「やっぱり！　ちょーどよかった！　わたしも対戦相手ぜんぜんいなくてさあ──」

　エルフがまるで親友に対するように押おしまくり、紗さ霧ぎりが戸と惑まどいながらも流されている。

　なんだか、不思議な光景だった。

　ったく。

　こういうやつだから──先を越こされちまったんだろうな。

　妹と一いつ緒しよにゲームをする……なんて、俺おれは、一年かかっても、できなかったのに。

　ちょっと……いや、かなり……悔くやしいぞ。

　──でも。

「なにが必要なんだ？　なんでも用意してやるよ」

　その何百倍も、嬉うれしかった。

　エルフの言うとおり──仕事よりも大切なことは、たしかにある。

　いまだけは仕事を忘わすれ、妹たちと遊ぶとしよう。




　エルフがお菓か子しを所望とのことだったので、俺おれは駅前のサミットストアに買い出しに行った。

　帰ってきて、玄げん関かんの扉とびらを開けると、家の中が妙みように静まり返っている。

「……？」

　おかしいな。俺が出かける直前までは、あいつら、ぎゃーぎゃーパソコンで格かくゲーやってたはずなんだけど。

　なんだ？　もうゲームに飽あきちまったのか？

　だいたい同じくらいの腕うで前まえで、白熱していたようだったのに。

　いぶかりながらも靴くつを脱ぬぎ、廊ろう下かを通ってリビングへと向かう。

　そして、ゆっくりと扉を開ける。

　と──

「──────」

　とんでもない光景が、俺の目に飛び込こんできた。

　ど、どどど、どう説明したらいいものか……！　えーと、えーと！

　あーくそっ！　率そつ直ちよくに言おう！

　エルフが、俺のノートパソコンを、ローテーブルの上に置き。




　それに向かって、スカートをたくし上げ、ぱんつを見せつけていた。
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「な、な、な……」

　あまりのことに、言葉を失う俺。

　一方で、ひとんちのリビングで破は廉れん恥ち行こう為いに及んでいたエルフは、パソコンに向かって、

「こ、こうかしら」

　なんて話しかけている。いや、いやいやいや、なにやってんのこいつ。

　完全に変へん態たいじゃねーか。どうしてくれよう。

「お、おいっ！」

　とにかくやめさせようと叫さけんだよ。

「ふぇ!?」

　すると、エルフがようやくこちらに気づき、ビクビクゥ！　と硬こう直ちよくした。

　でもって、ギギギと人形のようなぎこちない動作で、身体からだごと振ふり向く。

「そ、そのポーズでこっち向くな！」

　俺は慌あわてて視し線せんをそらし、両手をばたばたさせた。

「ま、マサムネぇっ!?　い──いいい、いつからそこに!?」

　エルフも狂きよう乱らんして叫ぶ。きっと耳先まで真っ赤になっているに違ちがいない。

「はっ！　ま、まさかあんたっ！　買い物に行ったというのはフェイク!?　ずっとそこでわたしの痴ち態たいを鑑かん賞しようしていたというの!?　こ、この変態ラノベ作家！　な、なんて破廉恥な──」

　流れるように濡ぬれ衣ぎぬを着せてきやがる！

「買い物にはちゃんと行ってきたし、いま帰ってきたところだよ！　ほら、証しよう拠こ！」

　片かた手てで買い物袋ぶくろを突つき出してみせる。

「おまえこそ、ひとんちでなにやってんだ！　はっ！　ま、まさか貴き様さまっ！　お、俺おれのパソコンで、エロサイトにパンモロ動画をアップして……!?」

「違ちがうの！　あ、あああ、あんた、よりにもよって、なんつー勘かん違ちがいしてんのよ！」

「じゃあなにやってたんだ！　スカートたくしあげて、自分のエロ動画でも録画してやがったのか!?」

　もちろん、『違う』という答えを期待して言ったのだ。そしたら、

「そうよ！　よくわかったわね！」

　当たっちゃったー!?

「俺のパソコンに、自分のエロ動画データを保ほ存ぞんして、おまえはいったいなにがしたいわけ!?」

　こうして客きやつ観かん的てき事実を並ならべてみると、とんでもねえな、この女。

「あんたに見せるために録画してたわけじゃないわよ！　違うって言ってるでしょ！　いまのは！　エロマンガ先生にぱんつを見せてたの！」

　誤ご解かいが解とけても、エルフの変態度が一いつ向こうに下がらない件けんについて。

　俺の妹に、なにを見せつけてくれちゃってんの？　こいつ。

「……………ちょっと待て。混こん乱らんしてきた……えーと、つまり、どういうことなんだ？」

「だからー！　あんたがいないときに、エロマンガ先生と二人で色々お話ししてたの！　格かくゲーやりながら！　んで！　『わたしの小説に登場するヒロインのえっちなイラスト』を一枚まい、知り合った記念に描かいて頂ちよう戴だいってお願いしたの！」

　あつかましいやつだな。

「それで？」

「そしたら、エロマンガ先生が、『描いてやるからぱんつ見せて』って言ってきたのよ」

「……………………………………」

　俺はその場に座すわり込んでしまった。げんなりと頭を抱かかえて、

「…………紗さ霧ぎり？」

　あえて本名で、パソコン画面に呼よびかけた。

「だ、だってっ」

　画面では、相変わらずスカイプが起動していて、パーカーにお面めんの不ふ審しん人じん物ぶつが映うつっている。

「ぱんつ見たかったんだもん」

　完全に犯はん罪ざい者しやの言い草ぐさ。それで済すむなら警けい察さつはいらない。

　口く調ちようがエロマンガ先生じゃなく、紗霧のものになっているのが不幸中の幸いだった。

「山やま田だ先生をはじめて見たときから、すごい服だなって、どんなかわいい下着つけてるのかなって気になってて……」

　変声機を通して、そういうこと言うのやめてくんないかな。

　さっきエルフも言ってたけど、エロ親父の台詞せりふに聞こえるんだよ。

「かわいい女の子を見たら、スカートの中のぱんつがどうしても見たくなるのは、イラストレーターならしょうがない。イラストレーターなら、みんなそう」

　かなり危き険けんな発言だった。この場に他のイラストレーターがいなくて本当によかった。

「というわけで、イラストを一枚まい描かいてもらう対たい価かとして、エロマンガ先生に、わたしの恥はずかしい姿すがたを披ひ露ろうしていたのよ。あのいやらしいポーズも、エロマンガ先生の指定だから、勘かん違ちがいしないで頂ちよう戴だい」

「ふふ……これで次に山田先生のはだかを描くときは、もっとうまく描けるはず」

「…………意外とおまえら、いいコンビかもな」

　Win-Winの関係が成立している。

「でしょでしょ？　あんたもそう思うなら、エロマンガ先生をわたしに頂戴よ」

「だめに決まってるだろ」

　エルフも本気で言ったわけではないらしく「ちぇー」とすぐに諦あきらめる。

「ところで、エロマンガ先生。いま、『次にわたしのはだかを描くときは』って言った？　前も描いたことがあるみたいな言い方だけど？」

「うん、描いて、兄さんに見せた」

「ちょ！　おい！」

　いきなり俺おれの名前が出てきて飛び上がった。

　エルフは、軽けい蔑べつと羞しゆう恥ちの入り混まじった眼まな差ざしで俺を見やる。

「……マサムネ……あんた……最低ね……」

「誤ご解かいだ！　このっ、紗霧……！　誤解を招まねくような発言をしやがって！　いまの言い方だと俺が妹に頼たのんで、お隣となりさんのはだかを描いてもらったみたいじゃないか……！」

「山田先生……兄さんが最低の変へん態たいだって、今いま頃ごろ気づいたの？」

「おまえも話の流れに乗っかってんじゃねえよ！　くそっ、なんとしてもこの誤解は解といておきたい！　エルフにだけは、えっちとか変態とか言われたくない……！」

「えっ？　なにそれ？　もしかしてあんた、わたしのこと好きなの？」

「変態に変態って言われたくねーんだよ！」

「ほんとは好きなんでしょ？　この高こう貴きなる天才美少女作家さまと、結けつ婚こんしたいって思ってるんでしょ？」

　うっぜえええええええええええ！　もうやだこいつ！　叫さけびすぎて喉のどが痛いたくなってきた。

　そうやって、和泉いずみ家のリビングはかなり騒そう々ぞうしい有あり様さまになっていた。

　そんなとき。

　ピンポーン、と、インターホンが鳴った。

「誰だれだ？」

　その場にエルフとエロマンガ先生（inタブレット）を残し、俺おれは、玄げん関かんへと向かった。

「はい、どちらさまでしょう──げっ」

　扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、硬こう直ちよくしてしまう。つい最近、見覚えのある面子めんつだったからだ。

　六月一日に、エルフを自じ宅たくから連れ去っていった、黒服グラサンの集団である。

　考えなくてもわかる。部屋からいなくなったエルフを、探さがしに来たのだろう。

「………………」

「………………」

　無言で見つめ合う、俺と黒服集団。

　先日の一いつ件けんで、俺の素す性じようも、エルフとの関係もこいつらにはバレている。

　しらを切るのは難むずかしいだろう。さて、どうやってごまかすか────




　──別に、ごまかさなくてもいっか。




　一分後。

「わああああーっ！　わたしを売ったわねマサムネぇぇぇー！」

　我わが家のリビングには、黒服たちに捕とらえられ、泣きわめくエルフの姿すがたがあった。

「イヤぁぁぁぁー！　仕事をするのはイヤぁぁぁー！　ゲームぅ！　ゲームやるのぉー！　これからエロマンガ先生に、えっちなイラスト描かいてもらうのぉー！」

　黒服グラサンの女性スタッフに脚あしをつかまれたエルフは、床ゆかに爪つめを立てたまま、ガリガリと引きずられていく。前回も思ったが、おそるべき光景だ。

　エルフが玄関まで引っ張ぱられていく様子を、俺はドキドキしながら見守るしかなかった。

「くぅ！　無念……！　でも、信じているわ、マサムネ！　悪あく魔まに囚とらわれたわたしを、あんたがきっとまた助けに来てくれるって……！　信じてるからね！　なる早はやで頼たのむわよ！」

　無茶言うなよ。

「ぐっ、くぁぁぁぁ！」

　ガリガリガリガリ──バタン。

　扉が閉しまり、あれほど騒さわがしかった家の中が、しんと静まり返った。

「……ったく……騒ぐだけ騒いで帰りやがって」

　こうしてエルフは、我が家から連れ去られ、新しん宿じゆくにある出しゆつ版ぱん社しやのビルに、缶かん詰づめにされることになったのだった。

「……兄さん、あの人に頼まれたイラスト、まだ描いてないんだけど……どうしよう」

「あとで送ってやりゃいいんじゃないか。──それより」

　俺おれは、複ふく雑ざつな眼まな差ざしでＰＣ画面を見やる。

「……このパンモロ動画……どうすっかな」

「私に送ってから、元データはいますぐ消して。絶ぜつ対たいに見ちゃだめ」

「……いや、これ、保ほ存ぞんしといちゃまずい動画じゃないか？　パソコンに入ってたら、児童ポルノで捕つかまる系けいの」

「大だい丈じよう夫ぶ。女同士だし、芸術のために使うだけだから。──いっこくも早く送って、いまいいところだったんだから」

　そんなにぱんつ見たいのかよ。自分の見ればいいじゃないか。

　よっぽどそう言おうかと思った。

「……やれやれ」

　俺はノーパソの画面と向き合った。エロマンガ先生は、お面めんを取って、その愛あいらしい素す顔がおをさらしている。俺は妹に問いかけた。

「なぁ、紗さ霧ぎり。俺が買い物に行ってる間、あいつと、どんな話をしたんだ？」

「──別に、なんでもない」

「そっか。じゃあ、エルフのこと、どう思う？」

「変な人」

「ふうん」

「……なに？」

「いや、別に、なんでもないよ。──また、うちに遊びに来てもらうか。あいつの原げん稿こうが、無事に終わったらさ」

「……………………」

　いくらかの沈ちん黙もくのあと。

「うん」

　と、紗霧は言った。
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　エルフが収しゆう監かんされていったあと、俺おれは、すぐさま自分の部屋で仕事を始めた。

　パソコンを開くと、担たん当とう編へん集しゆうからのメールが着信していることに気づいた。

　いま、担当編集には『新しん作さく原げん稿こうは、もう少し待ってください』と話してある状じよう態たいだ。

　はたして──





　件名：新作マダー？

　本文：出しゆつ版ぱん枠わく確かく保ほして、待ってるよーん♪

　　　　詳しよう細さいが知りたくば、明日の十七時に電話してね。

　送信者：神楽かぐら坂ざかあやめ






「……とてもビジネスメールとは思えない」

　が、しかし──見み過すごせない内ない容ようではある。

　……つまり、いま企き画かくが通れば、すぐに出版させてもらえる……ってことか？

「そういうことなら、急がないとな！　遊んじまったぶんを取り返さないと！」

　売れっ子作家さまのアドバイスは、まったく参考にならなかったのだが……。

　遊びながらも考えて……いくつか思いついちゃあいるんだよ。

　作戦その一──すでにこの作戦は進行中だが。

　エロマンガ先生に、超ちようえろかわいいイラストを描かいてもらって、豪ごう勢せいな企画書を作る。

「これはうまくいくだろう。ってか、ちょっと反はん則そくなくらいかもしれん」

　普ふ通つうそんなことをやってくれるイラストレーターさんは、なかなかいない。

　俺は恵めぐまれている。幸せな作家だ。

「けど、いくらすっげーイラストを描いてもらっても、内容が面おも白しろくなくちゃ、だめだよな」

　神楽坂さんは序じよ盤ばんが面白くない原稿を送ると、ろくに読んでもいないうちにボツにしてきやがるのだが、それは一いつ般ぱん読どく者しやだって同じだ。

　つまらない本を、わざわざ全部読んでくれるような人がいるなんて、そんな期待はできない。　担当編集たったひとりですら『面白い』って言わせられないような物語は、本にしちゃダメだとも思う。

　ってわけで、作戦その二。

　いまの原稿を修しゆう正せいして、問題点をなくしたうえで超面白くする。

　そんでもって、完成原稿を基もとに、企画書やプロットを作って編集部に送る。

　で、向こうの感かん触しよくがよかったら、すぐに修正した原稿も送る。

　企画書が面白ければ、ちょっとは我が慢まんして──三十ページくらいは読んでくれるはず。

　で、序盤でうまく『面白い』って思わせて、最後まで読ませる。

「……普通は、企画が通ってから、原稿を書くもんなのかもしんねーけど」

　いまはこのやり方が一番いい気がする。

　俺おれは原げん稿こう書くの結けつ構こう速いし、どうしても通さなくちゃいけない企き画かくでもあるし。

　そこまでは考えてある。

　で、続き。いまある原稿を『紗さ霧ぎりに読ませるためだけの小説』から、『多くの読者に楽しんでもらえる小説』に作り替かえていかなくてはいけないのだが。

「うむむ……」

　そこで詰つまってしまっている。

　一度書いたものを修しゆう正せいするのって、最初から書くより大変なんだよ。

　なんでかっつーと、単たん純じゆんな話で、修正前よりも面おも白しろくしなくちゃいけないからだ。

　簡かん単たんにできるなら、最初からやってるっつーの。

『原稿の修正』は、俺にとって、ものすごく苦手なイライラポイントなのであった。

　ま……修正がうまくいって、作品が面白くなったときは、そのぶん達成感があるのだけれど。

「さあて……どうしたもんか」

　呟つぶやいたところで。




　ドンドンドン！




　紗霧が俺を呼よばわった。『ちょっと来い』のドンドンドンであった。

「はいよ、っと」

　俺は椅い子すから立ち上がり、『開かずの間』へと向かった。




　二階に上り、妹の部屋をノックする。

「紗霧、来たぞ」

　扉とびらから数歩離はなれ、しばし待つと、ギュン！　という風切り音とともに勢いきおいよく扉が開いた。

「うおお……あぶねぇ」

　キャッチは無理だが、ようやくドアアタックの回かい避ひに成せい功こうしたな。

　兄あに貴きレベルが２にあがった……ってとこか。

　部屋から出てきた紗霧は、ニットワンピースの下にジャージズボンをはくという、なんというか、台無しな格かつ好こうをしていた。例のごとくヘッドセットをつけていて、風邪かぜをひいたように頰ほおが赤いのが気になった。

　そんな妹に「よう……大だい丈じよう夫ぶか？」と、声をかける。

「なにが？」

「いや、顔、赤いからさ」

「えっ？」

　紗さ霧ぎりは自分の、ぷにっとした頰ほおをぺたぺた触さわった。

　そして、にやぁ……とかつてない表情を浮うかべる。

「────」

　俺おれは、ドキッとしてしまった。……な、なんだこのえろい顔は……。

「ふへぇ……こうふん中」

「こ、興こう奮ふん？」

　ど、どういうこと？　もちろん俺はえっちな意味にとってしまったのだが──

「これっ、みてっ」

　どん。紗霧は、わくわくと目を輝かがやかせ、俺の胸むねにタブレットを押おし付けてきた。

「お、おお？」

　なんだなんだ？　タブレットを渡わたしてきたってことは──俺の頼たのんだイラストが、もうできたのかな？

　どれどれと覗のぞき込こむ。そこには女の子のイラストが描かかれており──

「おい！　なんだこりゃ！」

　それを見た俺は、つい、そうツッコんでしまった。

　何故なぜなら、その女の子は、金きん髪ぱつロリで、ふりふりのロリータ服を着ていて。

　そんでもって、スカートをたくしあげてぱんつを見せつけるポーズだったからだ。

「みた？　みた？　すごいでしょ！」

　このエロ画像を超ちよう楽しそうに見せつけてくるおまえの神しん経けいがすごい。

「すごいでしょ！　私の描いたイラスト！」

「いや、確たしかにすごいけども！」

　元ネタ、どう考えてもアレだよね？

「このぱんつのえっちなシワとかっ！　恥はずかしい表情とかっ！　見てて……どきどきしちゃうでしょ？」

　モデルがあいつだと思うと、どきどきしていいもんかどうか。

「ふへへぇぇ……すっごく上手うまく描けたから…………兄さんに自じ慢まんしたくなっちゃった」

　いかん。

　かわいすぎる……。

　好きだ。

　妹を見ているだけで、幸せになってきてしまう。ちゃんとツッコんでやらねばと思うのに。

　俺も、めちゃくちゃ面おも白しろいシーンが書けたときは、こんな感じになってしまうから、気持ちはわかる。そのあたりは、小説家もイラストレーターも、同じなのだろう。

　紗霧は、タブレット──自分の描いた女の子を、ぎゅーっと蕩とろけた顔で抱だきしめて、

「いまから動画配信して、みんなに見せてあげてもいい？」

「待て！　それはやめておこう！」

「えっ？　な、なんで？」

「なんでじゃねーよ！　これっ、どう見てもエルフがモデルじゃねーか！」

「うん」

「だよな！　じゃあだめだろ！　ていうか、おまえの配信、あいつ絶ぜつ対たい見るだろうし！　そこで自分そっくりのキャラがぱんつ丸出しにしてたら、どう思うんだよ！」

「？　……喜ぶ？」

「全世界配信されてるんだぞ!?　おまえの中で山やま田だ先生はどんな変へん態たい性せい癖へきの持ち主になってんだ！」

　常じよう識しき的てきなツッコミをしてやると、紗さ霧ぎりは、じわ、と瞳ひとみをうるませた。

「うぅ……でも、せっかくかわいいイラストが描かけたのに……」

　くっ……。

　人の作品を世に出さない判はん断だんを下すというのは、思いのほか、辛つらいな。

　俺おれの担たん当とう編へん集しゆうも、俺の作品をボツにするとき、こんな苦しみを味わって──ないな。

　言い方とか、超ちよう軽いもん。

　ただ、あの人はあの人、俺は俺だ。俺は──エロマンガ先生が、こんなに嬉うれしそうに見せてきた作品を無む駄だにすることなんてできない。

　それに──────

「……それ、俺に、もう一度、見せてくれるか？」

「………………うん、いいけど」

「サンキュー。………………ああ……改めて見ると、やっぱ、そうだよな」

　やたらと自分の作品に厳きびしいエロマンガ先生が、自じ画が自じ賛さんして、自分の描いた女の子に萌もえてしまうくらい、本当に、素す晴ばらしいイラストなのだ。

　このままお蔵くら入いりにしてしまうのは、惜おしい。

　というか、それどころじゃない。この、稲いな妻ずまがほとばしるような感覚は──

「うし……うっし………………よぉっし！」

　──すまん、エルフ！

　俺は心の中で、エルフに詫わび──笑って言った。

「紗霧！　おまえの描いたこいつは無駄にしない！　俺が命を吹ふき込こんでやる！」

「えっ？」

　紗霧は、目をぱちくりとして、

「ど、どういうこと？」

「こいつを、俺の作品に登場させるって、言った」

「え、ええぇっ……？」

「ひらめいたんだ！　このイラストを見て……すっげー面おも白しろいシーンが書けるって！」

　妹をヒロインにする──そう叫さけんだあのときと、よく似にた感覚。

「悪いがもう決めたからな。誰だれにも文もん句くは言わせない。たとえおまえでも──うん──そうだよな、そうだ。これだよ、これ……！　くくくくくくく！　面白くなってきたぞ……！」

　ぐるぐると脳のうみそが回転している。次から次へと、無む尽じん蔵ぞうにアイデアが浮うかんでくる。

　俺おれの頭の中ではすでに、目の前に『いる』女の子が、やかましく叫んで、格かつ好こうよく大おお暴あばれして、情じよう熱ねつ的てきな恋こいをして──いまはまだ『俺にしか見えない物語』を紡つむいでいた。

『彼女』が叫ぶすべての台詞せりふに、必死に耳を傾かたむける。

　一言も聞きもらすわけにはいかなかった。彼女を書くのなら、偽にせ物ものにしてはいけないから。

　一いつ刻こくも早く、この超ちようエキサイティングなシーンを、この傍ぼう若じやく無ぶ人じんなスーパーヒロインの魅み力りよくを、みんなに読ませてやらねばならなかった。譲ゆずることのできない俺の使命だと感じた。

　集中するあまり、現げん実じつの音がいっさい意い識しきできなくなっていた。

　ガッ！　俺は勢いきおいよく踵きびすを返す。

「よおーしわかったぁ！　さっそく部屋に戻もどって！　書くか！」

　走り出そうとしたところで、服にひっかかるものを感じた。

「ん？」

　なんだ？　せっかくノッてきたのに邪じや魔ますんなよ。

　不ふ機き嫌げんに振ふり返ると、妹が服の裾すそを、ぎゅーっと必死に引っ張ぱっていた。

　──あ。

「ワリ……」

「……むぅ」

　紗さ霧ぎりは俺を見上げ、半目になる。俺は、ややばつが悪いような気持ちで、

「あ、はは……話の途と中ちゆう、だったな」

　俺は、手を合わせて、両目をきつくつむり、改めて紗霧に詫わびた。

「すまんっ！　悪い癖くせが出た！」

　ひらめくと──人の話を聞かなくなるっつーか。そっちに意識がいっちゃうっつーか。

「………………」

　紗霧からの返事はない。

　や、やっぱ、怒おこってるかあ……。びくびくしながら目を開くと、意外な光景がそこにあった。

「……いい」

　紗霧が、無言のまま、ゆっくりと首を左右に振ったのだ。

　そして、ふんわりと優やさしく微笑ほほえむ。

「ふふ」

「？」

　こ、この微び笑しようは……いったいどういう……？

　妹の感情変化の理由が、俺おれにはさっぱりわからない。どうやら機き嫌げんが直ったらしいが……。

　不思議に思って見ていると、紗さ霧ぎりは、微笑したまま、ぼそっと呟つぶやいた。

「…………ちょっと…………って……思った」

　声が小さすぎて聞き取れなかったが、頰ほおをかすかに紅こう潮ちようさせている。

「な、なに？」

「な、なんでもないっ。ちょっと気持ち悪いってゆっただけっ」

　紗霧は焦あせったような口調で返し、赤せき面めんしたままうつむいてしまう。

「……………」

　妹に気持ち悪いって言われるの、超ちようきついわ。

　てっきり、赤面しちゃうくらい恥はずかしい台詞せりふを言ってくれたのだとばかり思ったのに。

　よし、何事もなかったかのように話を戻もどそう。

「な、なあ、紗霧。俺、どうやったら『あの原げん稿こう』をもっと面おも白しろくできんのかなって、悩なやんでたんだけど──思いついたぜ」

　俺は改めて、自分の中に生まれたものを、言葉にした。

「俺の小説に、かわいい女の子を、たくさん登場させよう！　かわいい女の子がたくさん出てくる小説は、超面白いから！」

「……………………」

　紗霧は呆ぼう然ぜんと俺を見つめていたが、やがてぽつりと一言。

「……な、なんだか、当たり前すぎてばかっぽい」

「ほっとけ！」

　当たり前のことをちゃんとやるのが大事なんだよ！

「ええっと……で、だな。……思いついたんだけど」

「……う、うん」

「おまえが自分で萌もえちゃうくらい、かわいいイラストを描かいて見せてくれれば──また、新しいアイデアがひらめくかもしれない。いまみたいに」

「…………」

　紗霧は、ほわ、と、口を開けた。

「…………ほんとに？」

「ああ」

　これまた普ふ通つうとは逆ぎやくのような気がするけどな。

「エロマンガ先生さえよかったら──また、描いてくれるか？」

　紗霧は、ぱちくりとまばたきをして、それから──




「うんっ！」




　はじけるような笑顔を見せた。

　けれどもすぐに、あっ、と気づき、

「……そ、そんな名前の人はしらないっ」

　ったく……思い出したように言うんだよな、これ。いい加か減げん、慣なれればいいと思うんだが。

　俺おれは、笑いをかみ殺し、「よろしく」と言った。




　そんな兄妹きようだいのやり取りがあった次の日。

　放課後。俺は自分の部屋で、昨日思いついた新ヒロインの登場シーンを書いているところだった。

「うぉおぉぉおぉおっっし！　やった！　チョー面おも白しろい！　くわぁぁぁぁ、やっべえ！　俺って天才じゃね!?　神じゃね!?　くくくく！　勝ったな！　こりゃもうワンピ●スとか目じゃねーわ！」

　あまりにも仕事が上手うまくいきすぎて、山やま田だエルフ大先生みたいな言動になっていた。

　でも、テンション上がったときって、みんなそうだと思うんだよな。

　山田エルフ大先生は、このテンション上がりすぎて増ぞう長ちようしちゃうステータス異い常じようが、ずっとかかりっぱなしで治らない病気なんだろう、きっと。

「しかしまぁ……調子よく書けたもんだな」

　喜ぶのは早い。誰だれかに読ませてみるまで、『本当に面白い』かどうかはわからないし──なによりこんなに上手くキャラクターを作れたのは、エロマンガ先生のおかげなのだ。

　証しよう拠こに、他にも女の子を登場させようと言っていたくせに、そっちは上手くいっていない。

「つーか、新キャラってどうやって作ればいいんだ！　わからん！」

　ばたーん。俺は、机つくえに盛せい大だいに突つっ伏ぷし、プロの小説家としてあり得ない台詞せりふを叫さけぶ。

　いつもはどうやってキャラ作ってたんだよ！　ってか、たったいますごいキャラを作ったんじゃねーのかよ！　って怒おこられそうだが、なんというか、ピコーンとひらめいて、ふと気づくと原げん稿こうが完成しているんだよ。どうやって書いてるのか、あんまり記き憶おくがないんだって。

　みんなそうじゃないの？

　くそう……キツい思いして書いてるときは、しっかり覚えているんだけどなあ。

　俺にとって小説執しつ筆ぴつとは、天国のような夢ゆめであり、地じ獄ごくのような現げん実じつだ。

「うーむ」

　バトル小説を書いていたときは、ロマサガ２の七しち英えい雄ゆうを殴なぐっているときのようにピコンピコンひらめいたものだが、今回、ひらめいたのはまだ二回だけだ。

　妹モノの小説を書こうって決めたとき。

　エロマンガ先生に、超ちようえろかわいいイラストを見せてもらったとき。

「まずいよなあ…………完全に、エロマンガ先生頼だよりになってしまっている……」

　もちろん自分でも考え続けているが──次に〝ひらめく〟のは、エロマンガ先生が、次のイラストを描かいてきたときのような気がする。

　なんとはなしに、天てん井じようを仰あおぎ見たときだ。

　俺おれのノートパソコンから、スカイプの着信音が鳴った。

「っと……エロマンガ先生からか」

　そういえば、エルフと会話をするという目的で、通話できるようにしたんだっけ。

　床ドン、電話に加え、俺と妹とのコミュニーケーション手しゆ段だんに、スカイプが新たに加わった……ということらしい。同じ家に住んでるってのにな。不思議なもんだぜ。

　ともあれ、連れん絡らく手段が増ふえるのはいいことだ。

　俺は、応おう答とうボタンをクリックした。

「はい、どした？」

「にいさ、和泉いずみ先生」

　変声機を通した、エロマンガ先生の声が聞こえてくる。

「えーと、言いづらいんだけど……しんこくな問題が発生した」

「深しん刻こくな……問題？　な、なんだよ……？」

　色々悪い想像をしてしまう。

「そのう……超かわいいエルフちゃんを見て、インスピレーション湧わきまくり、絶好調でイラストを描いてたんだけど──」

　エロマンガ先生は、重々しい口調で、きわめてクリティカルな『問題』を口にした。




「ロリしか描けなくなった」




「……………………それは、確たしかに、深刻な問題だな」

　つまり、こういうことらしい。

　インスピレーションの源みなもとにしていたエルフがロリだったせいで、イメージが引きずられて、ロリロリな女の子しか描けなくなった、と。

「まあ、それでもいいんじゃないか？　かわいければ」

　もとから貧ひん乳にゆうヒロインばっか描いてたわけだし。

「違ちがうタイプのヒロインも描きたいんだよ！　それに、バリエーションは大事だろ？」

　おっしゃるとおり。

　練習して、巨きよ乳にゆうヒロインも描けるようになったから、描きたいってのもあるのかもしれない。

「問題はわかったけど……俺にもどうしていいかわからねえよ」

「かわいい女の子が見たいんだよね」

　エロマンガ先生は、とても率そつ直ちよくな要望を口にした。俺おれは自然にこう返す。

「鏡かがみを見ろよ」

「ま、また兄さんは、そういうこと言う！」

　変声機能を切った声で、素すに戻もどって怒おこる紗さ霧ぎり。

「それじゃだめだから言ってるの！」

「どういうことだ？」

「だから……その……」

　紗霧は言いづらそうに言葉をさまよわせていたが、やがてやけくそのように言った。

「それじゃ、問題が解かい決けつしないでしょ？　わ、私がっ、どうしていままで貧ひん乳にゆうヒロインばっかり描かいていたと思ってるの……！」

「……ああ」




　──生で見たことないものは、描きたくない。




「エロマンガ先生の場合、自分を見て描いても、エルフと同じ問題が発生してしまうな」

「ぐ……そ、そう！　……わざわざ言わせたんだから、責任取って！」

「責任て」

　どうしろと。

「かわいい女の子が見たい」

　紗霧はさっきと同じ台詞せりふを繰くり返した。

「動画でもいいなら、テレビに出てるアイドルとかじゃだめなのか？」

「これまではそうしてた。けど、いまは、エルフちゃんを見たときみたいなビビビーって感じが欲ほしい」

「それって、エルフがおまえの好みにストライクだったってこと？」

　もしかして、だからあいつの部屋をこっそり覗のぞいていたのか？　だとしたら、エロマンガ先生への認にん識しきを改めなくちゃいけないんだけど。

「わかんないけど、エルフちゃんはかわいいって思う。部屋から出ずに、部屋にも入れずに、間近で生ぱんつを見せてもらう方法を、いま必死で考えてる」

　おい、すごいカミングアウトを聞かされたもんだな。

「あくまで部屋から出るつもりはないんだな……」

　入れるのもイヤだってのは意外だ。俺は、たまに入れてくれるってのに。

「とにかく、エルフちゃん以外でも、ビビビーって娘こが見たいの！　かわいい新ヒロインのために！　和泉いずみ先生が、ぽわーんってなっちゃうような、すごいイラストを描くためにっ！」

「それを言われると、俺おれもおまえのイラストがないとさっぱり仕事が進まないし、なんとか協力しなくちゃいけないって思うが……」

「兄さんの知り合いとかに、かわいくて、おっぱい大きくて、ぱんつ見せてくれそうな娘こはいないの？」

「いるわけないだろ！」

　いたとして、そんなこと頼たのめるわけないだろ！　というかこいつ、イラストのことになると性せい格かく変わりすぎだろう。『エロマンガ先生モード』とでも呼よぶべきか。

「じゃ、じゃあ、なにか……代わりになるようなものを探さがして！」

「代わりになるようなものって、たとえば？」

「わかんないっ！　すっごくビビビーっていう女の子を求めている私を、満足させるようなものっ！」

「うーん…………わかった、なにか、考えてみるよ」




　エロマンガ先生からの依い頼らいを請うけ負おったものの……いいアイデアが思いつかない。

「ビビビーとか言われてもなあ……」

　人のことは言えないが、これだから感かん覚かく派はの言うことはわからない。

　腕うでを組んで悩なやんでいると、スマホに着信があった。

「はい、和泉いずみです」

『あ、おにーさん！　こんにちはーっ！』

　受話器から、元気はつらつな声が聞こえてくる。

　俺に電話をかけてきたのは、

「……めぐみか……」

　神じん野のめぐみ。友達作りが大好きな、紗さ霧ぎりのクラスの委員長。

　学校に行かない引きこもり少女を、なんとか引きずり出そうと画かく策さくする、エロマンガ先生の天てん敵てきである。

『はいはーい、みんな大好きめぐみんですよー。幽ゆう霊れい屋や敷しきの件けん、その後だいじょぶでした？』

「おう、心配かけたみたいだな。大だい丈じよう夫ぶだった。アレはただのお隣となりさんだったよ」

『なぁんだ。よかったですね、幽霊じゃなくて』

　ほんとだよ。エルフのやつめ、紛まぎらわしいことしやがって……。

『ところで、おにーさん……いま、あたしがぁ……どんなカッコしてると思います？』

「いや、わからんけど」

　そう答えると、めぐみは悪戯いたずらっぽい声でささやきかけてきた。

『は・だ・か♡』

「！」俺はドキッと一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくして、「は、はだ……っ」

　いま、こいつ、なんて……。

『えへへ、実はぁ、いまオフロに入ってまーす』

　ぱしゃり。水音が聞こえてくる。

　な、なんだ！　風ふ呂ろか……！

　ど、ドキドキさせやがって～！　いったい何事かと思っちゃったじゃねーか！

『あれあれ～？　おにーさんたら黙だまっちゃって……もしかしてぇ………………想像しちゃいました？』

「し、してないっ」

『またまたぁ……もぉ～、おにーさんの、えっち♡』

　めぐみは、ぱしゃ、ぱしゃ、とわざとらしく水音をこちらに聞かせながら、

『ところで、えっちなおにーさん？　なんで電話してくれないんですかぁ？　……待ってたのにぃ』

「な、なんでって……」

　確たしかにアドレスを交こう換かんしたっちゃしたが……。

　二回しか会ったことのない女子中学生に電話をかけるとか、ハードル高すぎるぞ。

「……用がなかったし」

『あ！　おにーさんてばつめたーい。約束したじゃないですかぁ』

「や、約束？」

　したっけ？　なんのことだ？

『ほーらぁ、アレですよ……ア・レ♪』

　めぐみは、色っぽくささやきかけてきた。

『あたしとおにーさんの…………同どう盟めいの話♡』

「約束ってそれかよ！」

　変な言い方すっから、なにかと思ったわ。

　俺おれとめぐみは、初めて会ったとき、『紗さ霧ぎりを更こう生せいさせるための同盟』を結んだのだ。

『で、和泉いずみちゃん。その後どうです？』

　めぐみは、ちょっと真しん剣けんな声になった。はちゃめちゃなやつだが、紗霧を心配してくれているというのは本当なのだ。妹と同じクラスにめぐみがいてくれるのは、心強い。

　いつか、紗霧が学校に行くって決めたときのために。

『お部屋から、出てきたり……しました？』

　一回だけ、一歩だけ……出てきたぞ。

　──とは、言わない。あれは、色々な意味で、特別だったからだ。

　代わりに、別べつ件けんを切り出す。

「そうさなあ……紗霧は……最近、友達ができたみたいだぞ」

『え？　また、インターネットで、ですか？』

「いや、リアルの話だ」

『ちょ、それ、詳くわしく！』

　めぐみが初めて見せるような剣けん幕まくで、食いついてきた。

「いま言ったろ？　幽ゆう霊れいの正体がお隣となりさんだったって──その娘こが紗さ霧ぎりの同年代だったんだよ。その娘も学校行ってない、紗霧と境きよう遇ぐう似にてるやつでさ。そんで……色々あったんだけど……いまでは一いつ緒しよにゲームをやる仲になった」

　スカイプ越ごしに、だけどな。

　もちろんこれは、エルフのことである。俺おれの話を聞いためぐみは、やや動どう揺ようした様子で、

『へ、へぇ……す、すごい進しん展てんじゃ……ないですか』

「ああ、すごい進展だ」

『むう…………あの、本音言ってもいいです？』

「おう、どうぞ」

　やや震ふるえ声になっていためぐみは、俺が許きよ可かするや、ばしゃーんと大きな水音を立てて、




『くやしー！　先を越こされたぁ！　あたしが和泉いずみちゃんの友達第一号になりたかったのに！』




　大声で叫さけんだ。

「……そっか」

　あまりにも感情がこもっていたので、本音で喋しやべってるんだなって伝わってきたよ。

「ありがとな」

　紗霧と友達になりたいって、そんなに思ってくれてさ。

『？　なにかおっしゃいました？』

「いーや、なんでもない」

『そですか？　うーん、でも……ゲームかぁ。そっちのがよかったのかなー』

「なんの話だ？」

『新たなるプランの話ですよう。あたしが和泉ちゃんと友達になるための』

　…………こいつ。

「学校行かせるとか、部屋から引きずり出すとか、言わなくなったな」

『それは後回しにしました。とりあえずは、お友達から、かな、と』

「ほう」

　前向きだ。めぐみのこういうところ、見習わなくちゃって感じるんだよな。

「……なぁ、俺も、本音言っていいか？」

『？　どうぞ？』

　すぅ、はぁ、と深しん呼こ吸きゆうしてから、俺おれは本音を口にした。

「俺も、悔くやしかった。紗さ霧ぎりに友達ができて……先を越こされたって、思った。おまえと同じだ」

『………………そーだと思いました』

　めぐみは、くす、と微び笑しようしたようだった。

『仲間ですね、あたしたち』

「そうかもな」

　同どう盟めいを組む、仲間だ。

　少しばかりの間があった。俺も、たぶんめぐみも、『どーしたもんかな』って考えてた。

　やがて、めぐみが先に口を開いた。

『あのう……おにーさん。いまから会えます？』

「……いまからか？」

　こいつにこんな台詞せりふをささやかれると、逆ぎやくナンでもされてるような気になっちまうな。

『はい、いまからです。ご迷めい惑わくじゃなければ──新プランのご相そう談だんをしたいなーって』

「ああ……そういうコトか」

　なら、断ことわる理由はない。色々と行き詰づまっていたところだったし。

　外を歩きながら考えるのも悪くない。

「いいぞ。どこに行けばいい？」

『そうですね。駅前の──たかさご書店って本屋さん、しってます？』

「もちろん、毎日行ってる」

　というか、同どう級きゆう生せいの家だし。ただ、どうして本屋さんで待ち合わせなのかな、とは思った。

『じゃあ、いまオフロ入ってるんでぇ……五十分後に、たかさご書店で、待ち合わせましょう』

　風ふ呂ろ、長っ。

「おう。そんじゃ、そんときにな」




『はい。よろしくお願いしますね──────和泉いずみせんせっ♪』




　ガチャ。

「えっ？」

　えっ？　えっ？　えっ？







　俺は、駅前にある本屋さん『たかさご書店』へとやってきた。

　めぐみとの待ち合わせ時間には、まだ早いが、いてもたってもいられなかったのだ。

「……和泉せんせ……か」

　あの呼よばれ方……悪くないな……。

　じゃなくて！　ど、どどど、どういうことなんだよ！　どうして俺おれの正体が、めぐみにバレちまっているんだ……！

「いや、ヒントはあった……のか」

　先月、めぐみがうちにやってきたとき、リビングに俺の著ちよ作さく『転てん生せいの銀ぎん狼ろう』のカレンダーが貼はられていた。あのときあいつは、カレンダーのことを気にしていた風だったし……。

　なにより俺は、ペンネームと本名が、ほぼ一いつ緒しよなのだ。

　和泉いずみ正まさ宗むねの家に、和泉マサムネの著作ポスターが貼ってあったら、そりゃあ……気づくよなあ。でも、言い訳わけをさせてもらえば……めぐみが、そこまでたどり着くとは思っていなかった。

　だってあいつ、漫まん画が好きなんですぅーとか言って、●ンピースくらいしか読んでないようなやつだし。ポスターに書かれていた俺のペンネームは、超ちよう小さかったし。

　まさか、バレるとは思わなかった。

「どうしよう……って、どうしようもねーか」

　俺は、早々にこの悩なやみについて考えるのを打ち切った。

　全力で十分悩んで答えが出ない問題については、ひとまず棚たな上あげにしておく。

　三年間この仕事をしてきて、我わが身に刻きざまれた教訓のひとつだ。

　できることからやるしかない。

「そうだな……せっかく本屋に来たんだし……エロマンガ先生に買っていく用の本でも見み繕つくろうか」

　かわいい女の子のぱんつか、それに代わるものを、探さがして来い。

　頼たよりになる相あい棒ぼうからの、究きゆう極きよくの無茶ぶり──しかし、これに応こたえることができたなら、ビビーっと電波を受信したエロマンガ先生が、超えろかわいい新ヒロインのイラストを描かいてくれることであろう。

　そんでもって、それを見れば、俺もまたこの前みたいに〝ひらめく〟という予感がある。

　だから、なんとかこのミッションを達成したい。したいのだが……

「そもそも三次元の女の子にぱんつ見せろとか、無む謀ぼうだからな」

　選せん択たく肢しとしては、二次元の女の子になるわけだが……。

　エロマンガ先生を満足させてくれるような二次元の女の子が、はたしてここで見つかるだろうか……。

　ちなみに紗さ霧ぎりの本ほん棚だなにも並ならんでいる、某ぼう超ちよう売れっ子作家様の著書はどうなのかというと、やっぱりロリ系ヒロインなので、意味がない。エルフがそういうヒロインばっか書くのって、やっぱりエロマンガ先生と同じ理由だったりするのだろうか。

　だとしたら……ほんと似にた者同士だな。

　前々から、そう思ってはいたけれども。

「あ、ムネくんだ。いらっしゃーい」

　本屋に足を踏ふみ入れた俺おれを、聞きなれた声が迎むかえてくれた。

　俺の同どう級きゆう生せいでもある彼女は、たかさご書店の看かん板ばん娘むすめ、高たか砂さご智とも恵え。

　趣しゆ味みは読書とスニーカー集め。今日もお店のエプロンに、黄色いハイテクスニーカーを履はいていた。

「おーす」

　軽い挨あい拶さつを返すと、彼女はライトノベルの新しん刊かんコーナーを手で示しめした。

「新刊でてるよー。どーぞ見てってくださいな」

　新刊がずらりと平ひら積づみされている。表紙のほとんどに、女の子が描えがかれていた。

　どれもかわいらしいのだが……。

「うーん」

「へいへい、お客さま、今日はどんな本をお探さがしで？」

　妙みようなノリで問われたので、俺は遠えん慮りよなく、率そつ直ちよくな質問を投げてみることにした。

「エロマンガ先生が、ビビーっとくるようなヒロインを頼たのむ」

「なんじゃそら」

　ぽかんとする智恵。ちょっと考えて、

「『円環少女サークリツトガール』とか『灼しやく眼がんのシャナ』とか？　そういうの？」

「そいつらは俺がビビーっとくるヒロインな」

　どっちも全ぜん巻かん持ってるわ。

「そうじゃなくて──」

　俺は智恵に、（エロマンガ先生の正体などを伏ふせた上で）事情を説明した。

「……ふむふむ、なるほどねえ」

　すると智恵は、あごを触さわりながらうなずいた。

「つまりキミは、あれかね？　エロマンガ先生にインスピレーションを与あたえるような、かわいくて、おっぱい大きくて、エプロンとスニーカーが似に合あう黒くろ髪かみ美少女を探していると」

「後半は別にいらないが」

「そこで思い立って、ここ、たかさご書店にやってきたと、そーゆーことかね？」

　聞いちゃいねえ。

「……まあ、そうだ」

　かわいいヒロインの出てくるライトノベルを買うためにな。

「へへへ、いやぁ、まいったなぁ」

「……なんでおまえが照れてるんだ」

「ん？　ボクをキミの新作のモデルに使いたいって話でしょ？」

　そんなこと言ったかな。

　俺おれは、改めて、マジマジと智とも恵えの全身を眺ながめてみた。

　ふくよかなふくらみがエプロンの胸むな元もとを押おし上げている。

　確たしかに、俺と同い年にしては、女の子らしい身体からだつきをしている。

　顔だって、まあ、かわいい。意い識しきしたことはなかったが、言われてみれば、エロマンガ先生の望む条じよう件けんに合がつ致ちしている──のか。

「え？　なに？　おまえ、ノリ気なの？」

「ん、まぁ、友達の頼たのみだからね！　べ、別に、自分が商業ラノベに登場するなんて素す敵てき！　ドリーム小説のハイエンドバージョンじゃん！　なーんて思ってないからね！」

　思ってるらしい。

　ドリーム小説ってのは、自分の名前を主人公につけられる（そしてたいていの場合、主人公が超ちよう活かつ躍やくする）ＷＥＢ小説のことだ。

　智恵……おまえ……そういう趣しゆ味みがあったのか。

「じゃあ、遠えん慮りよなく、頼んでもいいか？」

「おうっ！　まっかせとけ！」

　どん、と笑顔で胸むねを叩たたく智恵。

　胸が揺ゆれまくりで、一度意識してしまうとドキリとしちゃうな、これ。

　智恵は、そんな俺の動どう揺ようには気づかず、もしくは気づいていないふりをしつつ、

「で？　ボクは具体的に、なにをどうすりゃいいの？」

「エロマンガ先生に、スカイプでぱんつを見せてやってくれ」

「お安い御ご用ようだぜ！　ってオイ、そ、そそそ、そんなんだめに決まってんでしょ！　なにバカなコトゆってんのさっ!?」

　くわっ！　とすごい形ぎよう相そうであらぶる智恵。

「エロマンガ先生は、えろかわいいイラストを描かくために、かわいい女の子を見たいらしい。だから当然、えろいポーズを見せてあげる必要がある」

　真しん剣けんな顔で言った。そしたら智恵は、冷めた目で俺を、じぃ……と、見つめ、

「………………それ、キミが見たいだけじゃないの？」

「ち、ちげーよ！」

　なんでエルフといい智恵といい、似にたような勘かん違ちがいをしやがるんだ。

「ほんとにぃ？　友達づきあいをしているうちに、ボクに異い性せいとしての魅み力りよくを感じてしまい、青少年的な衝しよう動どうに目覚めてしまったんじゃないの？」

「ラノベの読みすぎだバカ」

　だいたい俺は、三次元の女の子のぱんつには、興きよう味みねーんだよ。

　なぜなら妹のぱんつを一年間洗あらい続けていたから。

　俺は智とも恵えの顔を指さし、はっきり言ってやった。

「いいか、智恵。あれは布だ」

「し、姉妹のいる男の子みたいな台詞せりふを……！　初心者兄あに貴きのくせに……！」

　智恵は、真っ赤になって胸むねを腕うでで隠かくす。

「と、とにかくっ……だめなものはだめ！　乙女おとめになんてこと聞いてくれてんのさ！」

「やっぱだめかー」

「あったりまえだろ！」

　なんて……俺おれが智恵に怒おこられていると、

「あ、おにーさんいた～」

　背はい後ごから、聞き覚えのある声が俺を呼よばわった。

　たたたっ──

　俺の視し界かいが急に暗くら闇やみに包まれる。誰だれかに目め隠かくしをされたらしい。

「だーれだっ♪」

「……………………めぐみか」

　答えると、目隠しが外され、声の主が軽やかに俺の前に現あらわれた。

「あったりぃ～♪」

　私服姿のめぐみは、輝かがやかんばかりの笑顔を浮うかべている。

　これがとんでもない破は壊かい力りよくなのだ。俺でなかったら、一いち撃げきで惚ほれてしまうだろう。

「お待たせしました、おにーさんっ。オフロ上がりのめぐみんでぇ～っす」

「はいはい。そういう余よ計けいな情報はいらないから」

　言葉どおり、めぐみからはシャンプーのいい香かおりがする。

　俺とめぐみのやり取りに、智恵がきょとんと首をかしげた。

「ムネくん、この美少女は？」

「ええっと、妹のクラスメイトで──」

「はじめましてっ、おねーさん！　神じん野のめぐみでっす！」

　あざといポーズで、めぐみは智恵に自じ己こ紹しよう介かいをする。

「めぐみんって呼んでください」

「お、おう……よろしくね、めぐみんちゃん」

　智恵は、かつての俺と同じような反はん応のうをしている。ちゃんとめぐみんと呼んであげるあたり、俺よりも度量のひろいやつだ。

　若じやつ干かん戸と惑まどっていた様子の智恵だったが、すぐにいつもの調子を取り戻もどした。

「ボクは高砂たかさご智恵。見てのとおりの書店員。ムネくんとは同どう級きゆう生せいで、友達ってとこかな」

「はいっ、よろしくお願いしますっ。ともちゃんって呼んでもいいですか？」

「と、ともちゃん？　いや、まぁ、構かまわないけどさ……すごいね、キミ」

「？」

　……智とも恵えとめぐみの会話は、ややめぐみ優ゆう勢せいといったところか。

　智恵もコミュ力ある方だと思うのだが、ひとりでこのスーパー委員長の相手をするのは、さすがに負ふ担たんが大きそうだ。

「なぁ、めぐみ、聞きたいことがあるんだが」

「あ、そうそう。きっと気になってますよね、和泉いずみせんせっ」

　そうだな……まずは、この件けんから聞いておこうか。

「その『和泉せんせ』って呼よび方──」

「ふふふ～、えっとですねぇ」

　悪そうな笑みを浮うかべやがって。

「新プランにも関連することなので、さっと説明しちゃいますけど。先日、上げていただいたリビングに、『転てん生せいの銀ぎん狼ろう』っていう本のカレンダーが貼はってありましたよね」

　あ、やっぱそれか。

　なんで俺は、本名とペンネームを同じにしちまったんだろう。変えときゃよかった。

「実はあたし、あれ、写メ撮とってて……ＬＩＮＥに、ちょろっと貼ってみたんですよ。知ってる子いるかなぁ～って。そしたら和泉マサムネ先生のファンで、サイン会で会ったこともあるって子が出てきて」

「えっ、マジで？」

　声に喜色が混まじってしまったのは、勘かん弁べんしてほしい。

　お、俺に、女の子のファン……？　えーどの娘こだろ。

　サイン会のときに一度会ってるはずなんだから、がんばれば顔も思い出せ──

「ちなみに男の子ですよ？」

「男かよ！」

　そうだろうな！　知ってたよ！　俺のサイン会、男ばっか来てたもんな！

　ライトノベルの読どく者しや層そうがそもそも少年メインだってのもあるんだろうが──

　俺の本の読者が男ばっかなのって、表紙に『エロマンガ』って書いてあるせいもあると思うんだ。恥はずかしくて普ふ通つうの女の子は手に取ってくれない。

「軽音楽部で、坊ぼう主ず頭あたまの子なんですけど、心当たりあります？　高一で、結けつ構こう背せが高くて……」

「ああ……あるなあ！　サイン会に、坊主頭のでかいやつ、いたなあ！」

　くっそ、バラしやがって、あの野や郎ろう。

　別に口止めしたわけじゃないから、しょうがないんだろうけどさ。

「てか高校生の男って……」

　おまえ中学生女子だよね？　と目線で問うと、めぐみは両手を大きく広げ、

「あたし、男友達ちょーイッパイいるんですよ！」

「……ああ、そう」

　もう、なにも言うまい。

「──って、わけで、その子に色々聞いて、たぶんそーなんだろうなって。わかっていただけましたでしょうかっ、和泉いずみせんせっ♡」

「ああ、俺おれの正体がバレた理由は、よーくわかった」

　さすがにエロマンガ先生の正体までは、バレていないと思うが、慎しん重ちように会話を進めていこう。

「じゃあ……本題に入ろうか。『俺の正体』にも関連することらしいけど──さっき言ってた紗さ霧ぎりと友達になるための『新プラン』ってのは？」

「はい。どこかの誰だれかに、先を越こされちゃっておいてアレなんですけど──」

　めぐみは指を一本立てて言った。

「友達になるコツって、まずはじめに、相手のことをよく知るのが大切なんです。好きなものだったり、好きな人だったり、趣しゆ味みだったり、そういうの、なんでも。できるだけ、たくさん」

「なるほどな」

　友達が五〇〇人いるというスーパー委員長のお言葉である。

　説得力があった。

「はい。で、ですね──あたしは考えたんですよ。和泉ちゃんとお友達になるために──」




「キモオタ小説を読もうって！」




　キモオタ小説を読もうって──読もうって──読もうって──

　めぐみのよく通る声が、店内に響ひびき渡わたった。

　そして静せい寂じやく。

　俺も、めぐみも、智とも恵えも………………三人ともが、しばし黙だまりこくった。
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　やがて俺が口を開く。

「紗霧と……友達になるために…………その……なんだって？」

「えっ？　聞こえなかったんですか？　ふふふ、しょーがないなぁー和泉せんせってば♪　じゃあ、もう一回言いますよぉ？」




「あたしっ、和泉ちゃんと友達になるために、キモオタ小説を読もうと思うんですっ！」




　……聞き間ま違ちがいじゃなかったか……。

　ラノベ作家本人を目の前にして、よくぞその台詞せりふが言えたもんだ。

　……しかし…………こんなん言われて、どう返事をしろと？

　俺おれがリアクションに困こまっていると、

「おい、小こ娘むすめ。もう一度言ってみろ」

　本屋の娘が、ドスの利きいた声で、ずずいと前に進み出た。

　あ、やべぇ。

「こ、小娘？」

　めぐみが目を丸くして、目前に迫せまる智とも恵えを見た。

　智恵は憤ふん怒ぬのオーラを全身から噴ふき出して、不ふ穏おんな笑みを浮うかべている。

「ほう、ほほぉう……ライトノベルコーナーの主を前にして……き、キモオタ小説と申したか…………ふふふ……」

　ぷちーん。

「いい度ど胸きようじゃおらあぁあぁぁぁぁ！　戦せん闘とう民みん族ぞく足あ立だち区民をなめるなよぉ！」

「待て待て待て待て！」

　俺は、仮かりにも客に突とつ進しんしていこうとする友人を、羽は交がい絞じめにして止めた。

「こら！　ムネくん！　邪じや魔ますんなっ！　放せぇ！」

「智恵！　ちょ！　落ち着け！　こいつに悪気はないんだって！」

「[image: ]～ん？　悪気がないだぁ～？　──余よ計けい悪いわ！」

　ごもっとも。

「客！　俺おれたち以外にもちょっと客がいるから！　な？　な？　落ち着こう？　な？　俺はいつもの、モブキャラみたいに穏おだやかな智とも恵えさんが好きだなぁ～」

　幼よう児じをあやす勢いきおいでなだめると、ようやく智恵は正しよう気きを取り戻もどした。

「ふー、ふー……なんかいまちょっぴり小バカにされたような気がしたんだけど」

「気のせい気のせい。どうどう、どうどう」

　俺は、首だけで背はい後ごのめぐみを振ふり返って、

「ホラ、おまえも謝あやまれ！」

「えへへ、ごめんなさーい。反省してマース」

「こいつ絶ぜつ対たい反省してないよ！　千せん住じゆ新しん橋ばしから荒あら川かわに叩たたき落としてきていいかな!?」

「やだ、こわーい。おにーさん、やっぱり足立区って、荒川区と違って治安悪いんですねっ」

「二人ともそのへんにしとけって！」

　足立区のイメージをいたずらに悪化させるんじゃない！

　俺にとってこの町は、親父とお袋ふくろ、そして母さんの思い出が残る、故こ郷きようなんだから。

　悪く言われるのは嬉うれしくない。治安だって、少しずつ改かい善ぜんしてきているんだぞ。

　さて、ようやく場が落ち着いてきたか。

　俺は気を取り直して、めぐみに言った。

「イラスト付きの小説を、キモオタ小説って呼よぶのはやめろ。怒おこるヤツがたくさんいるから」

「はーい。じゃあ、なんて呼べばいいんでしょうか？」

「ライトノベル……が、無ぶ難なんかな」

「では、次からはそう呼びますね」

「そうしろ」

　最初からこれだけで済すむ問題だったのに、遠回りをしたもんだ。

「で？　話を戻もどすけど……なんで紗さ霧ぎりと仲良くなるのに、ライトノベルを読むって結けつ論ろんになったんだ？」

「だって、和泉いずみちゃんのおにーさんが、ライトノベル？　を書いている小説家さんなんですよね？」

「おう、そうだぞ」

「だったら、和泉ちゃんだって、ライトノベル？　が、大好きだと思うんですよ」

「…………そう、かな？」

　確たしかに、紗霧の部屋には、俺の著ちよ作さくを含ふくめ、ライトノベルがたくさんあったけれども。

「絶対そーですって。このあたしが言うんだから、間ま違ちがいありません」

　めぐみは、自信満々に断だん言げんする。

「……なら、そう……かも……な」

　少なくとも、嫌きらいではないだろう。挿さし絵え描かくのを仕事にしているわけだし。

「なるほど、納なつ得とくした」

「しましたか。じゃあ、あたしがおにーさんを、ここにお呼よびしたわけも、わかってくれましたよね？」

「わからん」

「ありゃ」

　がくっとずっこけるめぐみ。気を取り直して、

「あたしも和泉いずみちゃんと同じ趣しゆ味みを好きになりたいんです。でも、どれを読めばいいのかわからないので、色々教えてもらえたらなーって」

「あ、そういうコト」

「です」

　……こいつ。


　──ワ●ピースとか大好きですっ。



　以前、そんなことを言ってやがったっけ。

　あれも、友達が好きなものを、自分も好きになりたいと願って──そうして好きになったのだろうか。胸むねを張はって、誇ほこれるくらいに。だとしたら……もうこいつには、にわかだとか、わかってねーとか、そんなことは言えないな。

　めぐみのことが、少しだけ理り解かいできた気がした。

「なら────」

　おすすめ小説を選んでやろうとしたら、智とも恵えが、俺の肩かたに、グイ！　と腕うでを回した。

「ムネくん！　ちょっとこっち来て！」

「なんだよ」

　胸が当たってるんですけど？

　智恵は、俺を店の隅すみっこに連れていくや、

「だいたい事情は把は握あくした。最近の若者にしては、この娘むすめさん、なかなか感心な心こころ掛がけじゃないか」

「何なん歳さいだ、おまえ」

「けど、さっきの暴ぼう言げんを許ゆるすことはできぬ」

「できぬって……どうするつもりだ？」

　店内で荒あら事ごとはやめてくれよ。

　智恵は、悪あく代だい官かんの顔つきで言った。

「やつをラノベにハメる」

「な、なに？」

「あのガキは、どぉーもラノベをバカにしている節ふしがある。──ので！　やつをラノベにどっぷりとハマらせて、改心させる」

「悪そうな顔で、けっこういいこと言うね、オマエ」

「でもって、めぐみんちゃんにラノベをクラスに布ふ教きようさせて、大量顧こ客きやくゲットだぜ」

「前ぜん言げん撤てつ回かい。悪あくどいこと考えるね、オマエ」

　わりといい作戦なんじゃないの？　あいつ友達超ちよう多いらしいし。

　智とも恵えは、俺おれから離はなれるや、にこやかな営業スマイルで、めぐみに向き直った。

「お客さま～♡　お話は聞かせていただきました♪　ライトノベル入門ということでしたら、このあんまり売れてない作家じゃなくて、わたくしにお任まかせください。必ずや、お客様に最さい適てきな本をご案内いたしまぁす♪」

「は、はあ……じゃあ、お願いします。……普ふ通つうに喋しやべってくれていいですよ？　ほんとに」

　智恵の気持ち悪い接せつ客きやくに、めぐみが若じやつ干かん引いている。てか、誰だれがあんまり売れてない作家だ。

　わけあって、智恵の『和泉いずみマサムネ』への評ひよう価かは、けっこう辛からい。

　しっかし……なんだか妙みようなことになってきたな。どうなることやら。

　まぁ、智恵のおすすめ本が面おも白しろくなかったことはないので、任せても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「じゃ、ふつーに喋るね。ではでは、こちらへどうぞー」

　智恵はめぐみを、ライトノベルコーナーに連れていくや、電でん撃げき文ぶん庫この棚たなから、一冊さつの文庫本を引き抜ぬいた。

「この『Hyper Hybrid Organization』ってのが超ちよう面おも白しろいよ」

　あ！　こ、こいつ！

「いくつかオススメを教えるから、あとは実じつ際さいに読んでみて、無理せず自分に合いそうなのだけ完読すればいいと思う。やっぱね、本ってのは、楽しく読まなきゃだからさ。ってわけで、次はこれ──『学校を出よう！』！　おおっと『マリアさまがみてる』も押おさえておかなきゃ、うちにはいまちょぉ[image: ～][image: ～]ど十巻かんの『レイニーブルー』までしかないんだけどね！」

　わりといいこと言っているし、ちゃんと名作を選んでオススメしている。

　いる……のだが。まあいいや、黙だまっておこう。

「そしてそして、ボクの一押し、『R.O.D』！　若者よ！　りーど・おあ・だぁーい！　だぜ！」

　……しかし智恵のやつ、いっつも、めちゃくちゃ楽しそうに本を選ぶよなぁ。

　自分が好きなものを人に伝える。

　俺が小説書いて、読者と面白さを共有するのと、同じような行こう為いなのかもしれない。

　智恵はその後、ラブコメやら学園ものやら、色んなジャンルの名作をバランスよく選び、次々とめぐみに手て渡わたしていった。

　めぐみは、本屋の勢いきおいに圧あつ倒とうされ、ぽかんとしたままになっている。

「あとはこの『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』ってのも超おすすめ！　ちなみにコレ、うちの一番の売れ筋すじでっす！」

「………………選ぶと思った。おまえ、その作家好きだもんな」

「うん、大ファン。アニメ二期も放ほう映えい中ちゆうだしねぇ。ラノベ入門ってんなら、いまはコレっしょ」

　いひひ、と、いたずらっぽく笑う。

　俺おれの妹と同じように、智とも恵えも、好きなものを語るときの笑顔が、一番魅み力りよく的てきだ。

　ただ──

「智恵、そのへんにしとけ。いきなりたくさんオススメされても、困こまっちゃうだろ」

「ありゃ、そっか」と、智恵。

「そんな！　ぜんぜんオッケーですよ！　和泉いずみちゃんと友達になるためですから！　あたし、何なん冊さつだって買っちゃいます！　文字ばっかりの本って、苦手なんですけど──友達が好きなものを、あたしが好きになれないわけないですから」

　気合入ってんな、こいつ。

　この場にエルフがいたなら、めぐみの特とく技ぎにも、仰ぎよう々ぎようしいスキル名を付けていたかもな。

「気持ちは嬉うれしいが、中学生にそんな大金は使わせられない。今日のところは五冊……いや、三冊くらいにしておけ。そんなに一日で読めないだろうし、面おも白しろかったらまた買い足せばいい」

　本当なら図書館を紹しよう介かいしたいところだが、本屋の娘むすめがいるからな。

「三冊ですかぁ……うーん、和泉いずみマサムネ先生の本は全巻買おうと思うんですけど」

「俺の本なら、あとであげるよ」

「ほんとですかっ？」

「ああ。だから、おこづかいは、自分が面白そうって思った本を買うのに使いな」

「……ありがとうございます。おにーさん、いいひとですねっ」

　めぐみは、にこ、と、魅み了りようの笑みで笑いかけてくる。

「えっへっへぇ～……ちゅーしてあげましょっか？」

「冗じよう談だんきついっての」

「あ、残念でしたぁ。いま『してほしい』って言ってくれたら、ほんとにしてあげたのにぃ」

「噓うそつけ」

　俺は、そっけなく吐はき捨すてた。くそっ……ちょっとだけ残念な気持ちを抱いだいてしまった。

　悔くやしい……こんなやつに……。

「んふふっ。じゃあ、最初におすすめされた二冊と……最後におすすめされたコレを買います」

「はーい、ありがとうございまーす」

　会計を済すませたあとで、智恵は意い味み深しんにこう言った。

「めぐみんちゃん、また明日ね」

「はい？　明日？」

「ん？　なんでもない。──ばいばい」

「？　──うん、ばいばい、ともちゃん」

　初対面のくせに、仲よさそうな別れの挨あい拶さつだった。




　たかさご書店から出たあと、めぐみに見み本ほん誌しをあげるため、二人並ならんで和泉いずみ家へと向かう。

　その途と中ちゆう、めぐみに問われた。

「おにーさん。ともちゃんが言ってた『また明日ね』って、どういう意味なんでしょう？　はぐらかされちゃいましたけど……」

「そのうちわかる」

　俺おれはそう答えるに留とどめた。




　その翌よく日じつ。めぐみから電話がかかってきた。

『おにーさんっ！　ともちゃんに紹しよう介かいしてもらった本、超ちよう面おも白しろかったんですけど！』

「お、そうか。そりゃよかった」

『キモオタ小説だなんて言って、ほんとごめんなさいでした！　まじやばすぎです！　面白すぎて全ぜん巻かん買ってきちゃいましたよ！　昨日ともちゃんが言ってたのって、こういう意味だったんですね！　やだなーもー、和泉せんせってばイジワルです。教えてくれればいいのに！　あ、せんせの本は、まだ一冊さつも読んでないです。最後のお楽しみっていうか』

「……好きなときに読んでくれればいいよ」




　さらにその翌日。再ふたたびめぐみから電話がかかってきた。

『ちょっと！　どういうことですか！』

「電話かけてくるなり、なに怒おこってるんだ」

『ともちゃんがオススメしてくれた小説、ぜんぶ超いいところで終わってるんですけど！　つ、続き！　続きはいつ出るんですか！』

「さあな」

『ちょー！　ええぇぇぇえ!?』

　耳元ででかい声出すなよ。おまえの声響ひびくんだから。

「俺もずっと続ぞく巻かんを待ってる」

『いや！　いやいやいやいやいや！　冗じよう談だんは顔だけにしてくださいよ！　続きが読みたすぎて、いますでに一日も待てない感じなんですけども！』

「俺も俺も」

　みんなそうだって。

『おにーさん小説家なんですよね！　直ちよく接せつ作家先生とお話しできるんですよね！　高たか畑はた京きよう一いち郎ろう先生に、サボってんじゃねー早く続き書けって言ってきてくださいよ！』

「無茶言うな！　他の作家先生に未完作品の続き書けなんて言えるわけないだろ!?　俺おれだって、デビュー作の続きいつ出るんですかって聞かれるといまだに苦しいもん！」

　続きが出ない作品には、それぞれ色んな事情があるんだよ！

　軽く話題にしただけでマジ切れする先生もいる程てい度どには、デリケートな問題なのだ。

　聞ける相手と聞けない相手がいるのだ。察さつして欲ほしい。

『じゃあ、じゃあ……この満たされない気分を、あたしはいったいどうしたらいいんですか！』

　……堕おちたな。

　完全に智とも恵えの思おも惑わくどおりにことが運んでいる。本屋おそるべし。

　名作の中には、こうして読者を飢うえさえ、呪じゆ縛ばくするタイプの本が存そん在ざいする。

『Hyper Hybrid Organization』、『マリア様がみてる』、

『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』、『十じゆう二に国こく記き』、『R.O.D』──エトセトラ、エトセトラ──

　種明かしをしてしまうと、ライトノベル入門用と称しようして智恵がオススメしたのは、ぜんぶその類たぐい──続きを読まずにはいられなくなる本なのだった。

　特にめぐみが選んだ三作は、どれも完結していない。

　どころか『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』にいたっては、アニメ放送中の大人気作品でありながら、刊かん行こうがストップしているという、色んな意味でおそろしい作品だったりする。

　超々々々面おも白しろいのに、すっげーいいところで終わってるのだ。

　だってのに、なかなか十二巻かんが発売されない。

　俺も含ふくめ、読者は、飢えて死にかけながら、続巻を待ち続けている。

　つまり、こうなることがわかっていて、智恵はめぐみに、あえて飢き餓が感かんを誘ゆう発はつする本を売りつけやがったのだ。

　鬼おにかよ。

「その症しよう状じようを緩かん和わさせる手しゆ段だんはただひとつ。別の面白い本を読みまくるしかない」

『くう……っ……そ、そんなぁ』

「でもさ……目的は達成したんじゃないか？」

『えっ？』

「そもそもおまえは、紗さ霧ぎりと友達になりたくって、共通の話題が欲しくって、ライトノベルを読み始めたんだろう？　どうだ？　本、好きになれたんじゃないか？」

　続きが読みたすぎて、大だい激げき怒どしてしまうほどに。

『あ！　そ、そういえば……』

　めぐみは、呆ぼう然ぜんとした声で呟つぶやいた。

『……あたし、本、好きになってる』

「だろ？　なら……練習は終わりだな」

『はいっ！』

　めぐみは元気を取り戻もどして、

『おにーさん、和泉いずみちゃんの好きな本、教えてください！』

「なぁ、いっそ、紗さ霧ぎりに借りるってのはどうだ？」

　俺おれはそう提てい案あんした。

「そっちの方が、仲良くなるきっかけになりそうじゃね？」

『お、おにーさん……』

　めぐみが漏もらした声には、感心の響ひびきがあった。

『それですよ！　ナイスアイデア！　おおぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]』

　金きん銀ぎん財ざい宝ほうを発見した盗とう賊ぞくのような声を漏らすめぐみ。

『うはぁ……いまちょっとおにーさんのことカッコいいって思っちゃいました』

「そりゃどうも」

『お礼しなくちゃですねっ。ねぇ……あたしのココロとカラダ……どっちがいいですか？』

「受話器に『ふーっ』ってやんのやめろ！」

　ぞくぞくしちゃうだろ。

　俺は慌あわてて話を戻す。

「じゃ、じゃあ、いまの作戦でいいな」

『もちろんです！　では、明日、放課後にうかがいますねっ！』

　小説家としては、読者にはちゃんとお金を払はらって本を買ってもらわなくちゃいけないんだけど。大切なことは他にもある。

　たとえば……自分が書いた本がきっかけになって、読者に新しい友達ができたなら。

　一いつ緒しよに語り合える仲間ができたなら。

　それは、どんなに嬉うれしいことだろう。

　読んで、楽しんでもらうのと同じくらい、価か値ちあることなんじゃないか。

　今回、紗霧とめぐみの絆きずなをつなぐのは、俺の本ではないかもしれないが。

　二人が、同じ本の話題で盛もり上がれるようになればいいなって、そう思った。

「ちなみに、めぐみ。俺があげた『転てん生せいの銀ぎん狼ろう』は、もう読んでくれたのか？」

『はい、微び妙みようでしたよっ！』

　ぶっ殺すぞ。台無しじゃねーか。

　……こいつ、紗霧が俺の本好きって言ったら、どうするつもりなんだろうな。

　ちゃんと好きになってくれるんだろうか。




　めぐみがうちに遊びにくる当日の朝。学校に行く前に、俺は、『開かずの間』へとやってきていた。紗霧と色々話さなくてはならないことがあったからだ。

「紗さ霧ぎりー、話があるんだ。開けてくれー」

　しばし待つと、きぃ……とゆっくり扉とびらが開き、白いワンピース姿すがたの紗霧が現あらわれた。

　目が合って──

「………………」

「………………」

　俺おれたちは、同時に固まった。紗霧はなんでかしらないが、俺は、妹がまたしても超ちようかわいい服を着て出てきたもんだから、意表を衝つかれてしまったのだ。

　くっ！　いかんいかんいかんいかん！　妹に対して、ドキドキするなどと……！

「に、兄さん……なに？　話って」

　なんでもないように振ふる舞まう紗霧。いや、実じつ際さい、なんでもなかったのだが──

　どうしてこいつは最近、家ん中でちゃんと私服に着き替がえるようになったのだろう？

　不意打ちでやられると、俺の心しん臓ぞうが、爆ばく発はつしちゃうんですけど？

　つーかその服はいったいどこから出したんだ？　もともと持ってたやつ？　通つう販はん？

　相変わらず、妹には謎なぞが多い。聞いても教えてくれそうにないし。

「えーっと、話ってのはだな……どれから言ったもんか」

　そうだな、順番に行くか。

「ええと……そ、その服……似に合あうな、どうしたんだ？」

「べ、べつにっ……着たいきぶんだった……から……」

　紗霧は、恥はずかしそうにうつむいてしまう。

「そ、そっか。かわいいぞ」

「！　ぅぅ……！」

　ぽすっ。ぽすっ。紗霧はうつむいたまま、俺のおなかにパンチを連打してくる。

　ちっとも痛いたくない。武ぶ器きを持たねば、紗霧の攻こう撃げき力りよくは低いのだ。

「お、怒おこることないだろ……」

「は、話ってなにっ。早く言ってっ」

「わかったわかった。この前、頼たのまれてた件けんだけど……」

「？　かわいくて、おっぱい大きくて、ぱんつ見せてくれそうな娘このこと？」

「そうそれ。俺の友達にダメもとで頼んでみたんだけど……」

「えっ？　……ぱんつ見せてくれって？」

「うん」

「……………………聞いたんだ……うわぁ」

「なんだその、『こいつ正気？』みたいな顔は」

　お、おまえのために聞いてやったんだぞ！

「だ、だって……ほんとにやるなんて思わなかったし……それに」

「それに？」

「…………………………そんな…………なんて…………」

　ぼそぼそ声で、まったく聞こえない。

　紗さ霧ぎりは下した唇くちびるを押おし上げて、みるみるうちに不ふ機き嫌げん顔がおになった。

「むーっ」

「さ、紗霧？　……さっきから、なに怒おこってんの？」

「しらないっ。兄さんなんてきらいっ」

　頰ほおをふくらませて、プイッとそっぽを向く紗霧。

　俺おれは大いに焦あせるのだが、怒ってる顔もかわいいなあという思いがどうしても浮うかんできてしまい、頰を緩ゆるませながら焦るというよくわからないことになっていた。

「機嫌直してくれよ。がんばって、なんとか説得してみるからさ」

　紗霧のためなら、智とも恵えに土ど下げ座ざしてでもぱんつを見せてもらう覚かく悟ごがある。

　紗霧は、慌あわてた様子で俺に向き直った。

「い、いいっ……それはもういいからっ。よけいなことしないでっ」

「そ、そうか？　超ちよう必ひつ死しに頼たのめばギリいけそうな感じだったぞ？」

「いいのっ！　もうっ、兄さんのえっちっ！」

　……俺はエロマンガ先生の『資し料りよう』を得るために、友達にぱんつ見せてくれなんて頼んできたはずなのだが……なんでえっちとか言われなくちゃいかんのだろう。

　納なつ得とくいかん。

「えーと、あとな」

「…………まだなにかあるの？」

　紗霧が扉とびらを閉しめたそうにしているので、俺は警けい戒かいを強めて先を続けた。

「めぐみが今日、家に来るってさ」

「……うえっ」

　紗霧は、ゴキブリを目もく撃げきしたような顔色になった。

　…………おいおい委員長、おまえ、めっちゃ嫌きらわれてんぞ……。




　俺は『開かずの間』の中で、妹と向かい合って座すわり、紗霧に、めぐみとのやり取りを話して聞かせた。

「……どうして兄さんは、いつもいつも余よ計けいなことばかりするの？　ぜったい会いたくないのに」

「そう言うなよ。めぐみはわりといいやつだぞ？　おまえの好きなものを、自分も好きになりたいっつってさ。口だけじゃないんだ。めちゃくちゃ積せつ極きよく的てきに行動してる」

「それは……そう、かもだけど……むぅ」

「本を貸かすくらいは、してやってもいいんじゃないか？」

　俺おれは紗さ霧ぎりの本ほん棚だなを眺ながめながら、

「マリみて全ぜん巻かん、『パラソルをさして』だけ抜ぬいて貸してやろうぜ」

「なっ、なんで兄さんは、そんな悪あく魔まみたいなことが思いつくの？」

　俺じゃなくて、本屋の娘むすめが悪魔なんだよ。この所しよ業ぎよう、あいつの発想だもん。

『マリみて』は完結作品なのだが、本屋の娘はめぐみに十巻（超いいところで終わっている）までしか売らないと言っていた。歯抜けで貸すのは冗談としても、全巻貸してあげたら、きっと喜んでくれるだろう。

「とにかく……会うのはイヤ」

　やっぱ、そこか──会うのはイヤ。紗霧の引きこもりには、法ほう則そくがある。

　家の中に『他人』がいるとき、部屋から出ることができない。

　他人を部屋に入れたくない（入れられないわけではない？）。

　お面めんをかぶって、声を変えて、インターネットを通じてならば、普ふ通つうに会話できる。

　紗霧と仲良くなろうと思ったら、これらの条じよう件けんを満たしたままでなんとかしなけりゃいけないわけだ。

「…………本を貸すだけなら……いい。……けど」

「けど？」

「………………じょ、条じよう件けん」

　紗霧は、親指をこすり合わせ、もじもじと恥はずかしそうにしている。

　熱い吐と息いきとともにささやいた。

「委員長って……………………………………………………………………かわいいんでしょ？」




　その日の放課後。学校から急いで帰ってきた俺が、客を出で迎むかえるために掃そう除じをしていると、例のごとく、インターホンが連続して鳴り響ひびいた。

　この委員長、いちいち言動がフリーダムなのだが、よくこの無む神しん経けいさで友達たくさんできるもんだ。ま、あんだけやる気ありゃ、多少空回りしても目標にはたどり着くってことなのかもな。俺が何なん冊さつも本を出し続けていられるんだから、それに比くらべりゃ不思議でもない。

「はーい、いま開けるよ」

　扉とびらを開けると、案あんの定じよう、私服姿すがたのめぐみが、ピンと天高く片かた手てを挙あげた。

「こんにちはーっ」

「おう、いらっしゃい。さ、上がってくれ」

　エルフといいめぐみといい、俺がエロマンガ先生の正体を知ってから、我わが家には女の子の来客が多くなった。これが紗霧にいい影えい響きようを与あたえてくれることを願っているぜ。

　俺は、めぐみをリビングに通すや、ソファに座すわらせる。寒天ゼリーとコーヒーを振ふる舞まったうえで、こう切り出した。

「さっき電話で話した件けんなんだけど……」

「はい、本を貸かす代わりに、交こう換かん条じよう件けんとして、あたしが絵のモデルになる──ってあれですよね」

　そう。今朝けさ、紗さ霧ぎりが持ち出した『条件』ってのがこれだ。

　めぐみは、紗霧と仲良くするために、本を借りたい。

　交換条件として、紗霧の描かく絵のモデルになる──というものだ。

「えへへ照れちゃうなぁ～、がんばっておしゃれしてきました！　どうですか、おにーさん！」

　めぐみはソファに座すわったまま、かわいく身体からだをふりふり揺ゆらす。

　ファッション誌しに載のっているような、おしゃれな服ふく装そうだ。

「……ああ……いいんじゃ、ないかな」

　めちゃくちゃ短いミニスカートが、気になって仕方ない。

「むふふ、あたしをモデルに絵を描きたいなんて……和泉いずみちゃん、もしかして脈みやくありですかね～？」

　たぶん、紗霧がこんな交換条件を出したのは、俺の企き画かく書しよ作りの役に立ちたいって気持ちが、強く働いているはずだ。

　あくまで渋しぶ々しぶ、という様子だったし──

『えっちなようきゅうはしない』

　きりっとした表情で、自みずからそんな配はい慮りよまで口にしていた。

　ほぼ初対面の女の子に、たくしあげポーズを要求する、あのエロマンガ先生がだ。

　そもそも紗霧は、めぐみの顔すら知らない。直ちよく接せつ顔を合わせたことがないからね。

　どう考えても乗り気じゃないだろう。生の女子中学生をモデルにして、少しでも新作の役に立てば……そんな健けな気げな思いに違ちがいない。

　二人の夢ゆめのためにがんばってくれているエロマンガ先生の気持ちを、利用してしまったようで、申し訳わけないぜ。

　それでも……企画書作りも、友達作りも……一歩、前に進んだのだと思いたい。

「やーん、おにーさんてば目つきがえっちぃ～。女の子にはちゃんとわかるんですからね？　男の子がどこを見ているかっ♪」

「え、えっちくねーよ！」

　なんでこいつ、俺が見ている場所がわかるんだ？　女の子、マジ怖こわいんだけど。

「これでもあたし、読モやったこともあるんですよぉ～、どんなポーズでもばっちこいです！」

　読者モデル、ね。

　かわいくて目立ちたがり屋のめぐみなら、そんなバイトをやっていても、不思議じゃないか。　もちろん、スカートたくしあげポーズは、頼たのんだってやってくれないだろうけども。

「で、あたしはこのあと、どーすればいいんでしょうか？　和泉いずみちゃん、部屋から出られないんですよね？」

「ああ、それなんだがな」





　──部屋から出ずに、部屋にも入れずに、間近で[image: ]モデルになってもらう方法──






　ついに、思いついたらしいのだ。

　俺おれは、紗さ霧ぎりからもらった黒い布とロープを、めぐみに手て渡わたした。

「あのう……これは？」

「目め隠かくしとロープだ」




　数分後。

「ちょ！　おにーさん!?　なんかコレ……！　えっちなビデオの撮さつ影えいみたいで恥はずかしいんですけども！」

「そんなもん見たことあるのかよ」

「な、ないですけど！　こ、このかっこ、なんかっ、いかがわしくないですかね!?」

「んなことねーってば」

　噓うそです。見た目、すごくいかがわしい。

　俺とめぐみは、『開かずの間』の前に来ていた。めぐみは黒い布で目隠しをして、両手をしばって、身動きできず、何も見えない状じよう態たいになっている。

　この状態のめぐみならば、中に入れてもギリギリおっけー……というのが、エロマンガ先生の言い分だった。

　目隠しなんてしちゃってたら、モデルとしてどうなのかとも心配していたのだが……。

「さすが読モ。どんな格かつ好こうをしても似に合あうな」

「えへへ、でっしょ～──じゃなくて！　撮影でこんなえっちぃかっこしないですよ！　な、なんの雑ざつ誌しだと思ってるんですか!?」

　めぐみは、縛しばられた両りよう腕うでをぶんぶんする。

「しょうがねーだろ。紗霧が、その状態のおまえとしか会わないってんだから」

「むう……会ってもらえるだけ一歩前進って喜ぶところなんでしょうけど……さ、さすがにコレは……恥ずかしいですようっ」

　めぐみがノリ悪くなってるところ、初めて見たかもしれん。

　女の子だから当然なのかもしれないが、ちょっと意外だ。めぐみなら、たとえ俺がぱんつ見せてって言っても、怒おこったりしないし、もしかしたら見せてくれそうなイメージさえあった。

「これから紗さ霧ぎりを呼よぶが……めぐみ、くれぐれも動くなよ。目め隠かくし外すなよ」

「こんな状じよう態たいでどうしろとっ!?」

　めぐみは、ぐいぐい、と縛しばられた両手を見せつけてきた。

「よし」

　俺おれはその様子を確かく認にんし、『開かずの間』へと向き直る。

「紗霧、連れてきたぞ」

　扉とびらに向かって、そう声をかけた。すると、

　……きぃ。ほんのわずかに扉が開き、隙すき間まから紗霧が顔をのぞかせた。

　紗霧は、めぐみのひどい有あり様さまを確認してから、扉をもう少しだけ開けてくる。

　そしたら、めぐみがその気け配はいを察したらしく、声を出した。

「こんにちは、和泉いずみちゃん。そこにいるの？」

「！」

　びくっ、と紗霧は身体からだを震ふるわせて、部屋の奥おくに引っ込こんでいってしまう。

「おい、刺し激げきするな。臆おく病びような小動物だと思って優やさしく慎しん重ちように接せつしろ」

「挨あい拶さつしただけですよ!?」

　そういうやつなんだからしょうがねーだろ。

　我わが妹ながら、筋すじ金がね入いりの人見知りっぷりである。俺は片かた手てをメガホンにして、『開かずの間』に呼よびかけた。

「紗霧ー、大だい丈じよう夫ぶだぞー。目隠しさせたし、動けなくさせたし、怖こわくないぞー」

「……あのう……あたし、猛もう獣じゆうかなにかみたいですね」

　根こん気きよく呼びかけていると、再ふたたび、きぃ……と扉が開き、紗霧が顔をのぞかせる。

　そしたら────




「ふわっ！」




　紗霧が、めぐみを見て、メッチャびっくりしたような声を出した。

　……なに驚おどろいてるんだ、紗霧のヤツ。おまえが目隠しして縛れっつったんじゃねーか。

「…………ふわぁ………………ふわぁ…………」

　紗霧は、どきどきと胸むねに手を当て、頰ほおを紅こう潮ちようさせている。

　アイドルと対面したファンみたいな表情だ。

　紗霧は、そうやってしばし陶とう然ぜんとしていたが……やがて、

「！」

　ハッと気づいたように身体を震わせた。そして、

「こっちっ」

　紗さ霧ぎりは、めぐみの手をぎゅっと引き、部屋の中に引きずり込こむ。

「きゃ」と、めぐみが小さな悲鳴を上げる。

「お、おい……紗霧？」

　う、ウソだろ？　あの紗霧が、こんなに積極的に、他人を部屋に入れるなんて……！

「……！」

　紗霧は俺おれの声などまったく聞こえないような様子で、部屋の中に立たせためぐみを熱っぽく見つめる。

「よしっ」

　その場でしゃがんで、絵を描かき始めてしまった。

　腕うでを大きく動かす、ダイナミックな筆ふで遣づかいだ。

「……！　……！」

　紗霧は、これ以上面おも白しろいことなどないとばかりに、口こう角かくを吊つり上げた笑みを浮うかべている。

　……ああ、こりゃ、ダメだな。

「……すまん、めぐみ。紗霧のやつ────完っ全に、絵を描くことに集中しちまってる」

「や。それは……いいんですけどぉ。……和泉いずみちゃん、ほんとにそこにいるんですよね？　さっきの声が録音で、あたし、おにーさんに騙だまされて、こんな無む防ぼう備びなカッコで部屋に連れ込まれちゃったわけじゃないですよね？」

「そんなわけないだろうが！　人聞き悪いことを言うんじゃない！」

　確たしかに傍はたから見たら、どんな状じよう況きようだよって絵え面づらではあった。

「なぁ、紗霧、俺があらぬ疑うたがいをかけられているから、もう一度喋しやべってやってくれないか？」

「……………………………………」

「……さ、紗霧？」

　ううむ……やっぱり無理か。

　俺が促うながしても、紗霧はまったく反はん応のうしない。妹は、床ゆかにかがみこみ、タブレットを構かまえて、ローアングルからパンチラを狙ねらうカメラ小こ僧ぞうみたいなポーズになっている。

　はぁはぁ息を荒あらくして、むちゃくちゃ真しん剣けんな表情をしていた。

　おっさんが同じことをやってたら、即そく逮たい捕ほものの光景である。

　しかしいまの紗霧──エロマンガ先生は、妙みようにかっこよく、俺の目に映うつった。

　そんなかっこいい紗霧の姿すがたは、もちろんめぐみには見えやしない。

「あのっ……お、おにーさん？　和泉ちゃんからの返事がないんですけども！　えっちなおしおきが始まるんじゃないかって、超ちよう不安になってきたんですけども！　ビデオカメラとか回ってないですよね！　あたし無事に帰れるんですよね！」

「妹の前で下品な発言は控ひかえてもらおうか。紗霧は絵を描くために集中してるから、返事ができないんだ」

「…………ま、まぁ、ここまで来たら信用しますけどぉ。もしも……おにーさんがあたしに変なことしようとしても、逃にげられないっぽいですし。か、覚かく悟ごを決めました！」

「どんな覚悟だ。いや、言わなくていいからな？」

　俺おれたちがそんなやり取りをしている間も、紗さ霧ぎりは、ズバババババっと、イラストを描かきまくっていた。

　あやしい挙きよ動どうで床ゆかを這はいまわり、あらゆるアングルからめぐみを観察している。

　完全にトランス状じよう態たい──えろかわいいイラストを完成させることしか頭にない例の『エロマンガ先生モード』に入っている。

「……し、視し線せんがっ！　太ももとおっぱいにえっちな視線がぁっ！　首くび筋すじと背せ筋すじがゾクゾクぅ！」

「言っておくが、俺じゃないからな？」

「お、女の子がこんなえっちな視線を送ってくるわけないじゃないですかぁ！　恥はずかしいのでほんとやめてください！」

「さっきからおまえ……妙みように恥ずかしがっているな」

「え、えっ？　そっ、そですか？」

「ああ……まるでえっちな視線に慣なれていないような……」

「あ、あったりまえ──じゃなくってっ！　別にっ、こ、こんなの慣れっこですケド？　あたし、モデルとかやってますし？」

　そう言いつつ、めぐみは、縛しばられた両手で、なんとか胸むな元もとを隠かくそうとしている。

　言動とは裏うら腹はらに、余よ裕ゆうがまったくなさそうに見える。

　おかしい……こんな初心うぶな乙女おとめみたいなリアクション……俺の知ってるめぐみんと違ちがう。

　俺の知ってるめぐみんは、男友達がちょーイッパイいる、おちんちん大好きな腐くされビッチだったはず。これはいったいどういうことだ。

「…………めぐみ……おまえ、おまえ……まさか……」

「な、なんですか？」

「さてはおまえ────ファッションビッチだろ！」

　俺は、ビシリとめぐみを指さし、決定的な指し摘てきをしてやった。

「な、な、な……」めぐみはひくひくとえくぼを震ふるわせ、「なんのことです？　ふぁっしょんびっちって……」

「ほんとはえろいことなんかやったことないくせに、かっこつけて、えっちな女の子ぶっているやつのことだ」

「…………」

　かあぁぁ[image: ～][image: ～]っ、と、めぐみの顔が赤く染そまった。

　……図ず星ぼしだな、こりゃ。

　ああよかった、えろいことに精せい通つうしている中一女子は、いなかったんだね。

「ち、ちちち、違ちがいますよ？　あたしは、そのっ、経けい験けん豊ほう富ふで……男友達もイッパイいて……お……」

「お？」

「おちんちんだって見たことあるもん！」

　……………………いや。

　ひとんちで、そんなカミングアウトすんなよ。

「ほ、ほんとだもん！」

「どうせお父さんのとかだろ？」

「ち、ちがいますぅ！」

　えっ、ウソ!?　違うの!?

「だ、誰だれのか言ってあげましょうか!?」

「やめろ！　紗さ霧ぎりの前で破は廉れん恥ちな話をするんじゃない！　わかった！　わかったから……！」

「ふ、ふん……わかればいいんですよ……」

　やや興こう奮ふんを残した赤い顔で、めぐみは唇くちびるを尖とがらせる。

　……おっかしいなぁ。絶ぜつ対たいファッションビッチだと思ったんだけど……。

　俺おれの勘かん違ちがいだったのだろうか。めぐみは、真なるビッチだったのだろうか。

　俺がもやもやしている前で、めぐみが何か言い返そうとしている。

「い、いいですかっ、おにーさんっ！」

　目め隠かくしされているせいで、明後日あさつての方向に怒おこっているが。

「あ、あたしはっ、その、〝ふぁっしょんびっち〟とやらじゃなくってですね！　ほんとに──────」




　ずるっ！




「──────えっ？」

　…………………………………………………………………………………………。

　……………………………………………………。

　時が凍こおり付いていた。

　たったいま、俺の目の前で、〝とんでもないこと〟が起こったのだが──ていうか紗霧のやつが人じん為い的てきに起こしやがったのだが──

　めぐみも、俺も、事じ態たいを把は握あくするまでに、数秒以上の時間を要ようした。

　………………その……なんというか…………ええと……言いにくいんだけど………………
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　紗霧が、めぐみのぱんつを、思いっきり脱ぬがした。




　俺の目の前では、ぱんつを足首までずり下おろされためぐみが、凍とう結けつしている。

　そんでもって、俺の、めぐみを挟はさんだ反対側では、しゃがみこんだ紗霧が、めぐみのぱんつを脱がした体たい勢せいのまま固まっていて──

　ぼそりと、凍り付いた時を動かす……最悪の一言を呟つぶやいた。

「………………………………かわいい縞しまぱん」

「っっ！」

　次の瞬しゆん間かん。
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『開かずの間』に、乙女おとめの絶ぜつ叫きようがとどろき渡わたった。







　数分後──

「……ぐすっ……うっ……ひっく……」

　俺と紗霧の目前には、ぺたんとしゃがみこんで、両手で顔を隠かくし、しゃくりあげるめぐみの姿すがたがあった。

　そこには、破は廉れん恥ちな言動を大声で叫さけぶビッチの面おも影かげはどこにもない。

　ぱんつを脱ぬがされて泣いちゃった、中一女子がそこにいた。

　めぐみは、俺おれの提てい案あんで、ここに連れてきたわけで……。

　……ざ、罪ざい悪あく感かんが……。

　おい、エロマンガ先生……どうすんだよ、コレ……。

　妹に甘あまい俺も、さすがに非ひ難なんの眼まな差ざしを紗さ霧ぎりに向ける。

「…………ぅぅ」

　どうやら、すでに『エロマンガ先生モード』ではなくなっているらしい。

「あわ……あわわ……」

　紗霧は、青い顔でおろおろしている。

　自分はなんてことをしでかしてしまったんだ……とでも、言いたげな表情だ。

　紗霧は、めぐみから脱がした縞しまぱんを、ぎゅっと片かた手てに握にぎり締しめたまま、震ふるえ声で言った。

「……やばいと思ったけど、よくぼうを抑おさえきれなかった」

　シャレになってねーよ！

　この事じ件けんが世間に発覚したら、おまえのイラストレーター生命終しゆう了りようだぞ！

　おまえのスレッドも大だい炎えん上じようしちゃうよ。

【パコり手】エロマンガ先生15【捕つかまってみた】

　などと……正体は女の子なのに……。

　そのときは俺が妹をかばってやらねば──と、そんな最悪の想像までしていたときだ。

「……ぅぅ…………ぅ～」

　なにかをこらえるように唸うなっていた紗霧が、重い鎖くさりを断たち切るようにして、しゃがみこんでいるめぐみに駆かけ寄よった。

「……？」

　物音に反はん応のうし、めぐみが顔を上げる。彼女は律りち儀ぎにも、いまだ目め隠かくしをしたままだ。

　……ど、どうするつもりなんだ……？　ま、まさか……。

　はらはらと見守っていると、紗霧は、なんと、めぐみの目隠しを外した。

　涙なみだを流す瞳ひとみがあらわになり、その視し線せんが紗霧をとらえる。

「……あ」

「……ぅ」

　びくっ、と、紗霧の肩かたが震える──他人と顔を合わせるのが、怖こわいから。

　めぐみと変わらないくらいに涙目になって、かわいそうなくらいにおびえている。

　それでも紗霧は、勇気を振ふり絞しぼるようにして、めぐみとまっすぐ目を合わせた。

「ぅ……ぅぅ……ぅ……っ」

　そして──




「ごめんなさいっ」




　勢いきおいよく、頭を下げて詫わびたのだった。

　エロマンガ先生は、イラストのことになると、とんでもない変へん態たいだが──

　悪いことをしたら、ちゃんと自分で謝あやまれる子なのだ。

　……でも、はたしてめぐみが紗さ霧ぎりのことを、許ゆるしてくれるかどうか。

　俺おれも一いつ緒しよに謝あやまろう──そう思ったとき。

「話せるじゃん」

　とうのめぐみから、意表を衝つくような台詞せりふが飛び出した。

　涙なみだを流したまま、鼻先を赤くしたままで、びっくりしたような声を出す。

「和泉いずみちゃん！　話せるじゃん！　あたしと！　目め隠かくしなくても！」

『それがいま一番大事なことなんだ』と──そう言わんばかりの剣けん幕まく。

　強きよう烈れつな言葉をぶつけられた紗霧は、「う？　え？」と戸と惑まどいつつこう返す。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ……じゃ、ない、けど………………謝らなきゃ、だから」

　……ごめん、ね。

　紗霧は、もう一度めぐみに詫びた。すると、めぐみは、ごしごしと袖そでで涙をぬぐって、

「許ゆるす！」

　にかっと笑顔でそう言った。

「もうあたしたち友達だよね！　ぱんつまで見られちゃったんだから！」

　いや、その理り屈くつはどうだろうか……。

　めぐみの顔は、いまだにすっげー真っ赤だし、恥はずかしさで、ちょっとおかしく──というか、やけくそになってるっぽい節ふしがある。

　そんでも、めぐみの優やさしさと気合は、ビリビリと伝わってきたよ。

　友達宣せん言げんをされた紗霧はといえば、両目をぱちくりとさせて、

「ちがう」

「ええ──ッ！」

　この状じよう況きよう下かですら、きっぱりとお断ことわりする紗霧。頑がん固こな妹なのだ。

「ひどいっ！　ぱんつまで脱ぬがされたのに！　お、弟にだって見られたことなかったのに！　ひどすぎるよ和泉ちゃん！」

「許すって言った」

「言ったけども！　他に言うコトあるんじゃない!?　ほら、友情が芽め生ばえた的な！」

「えっと…………………………ごちそうさま？」

「お粗そ末まつさまでしたよちくしょう！　お代を払はらってもらおうか！」

　耳をふさぎたくなるような会話だった。

　けれど、刮かつ目もくせざるを得ない光景でもあった。

　あの紗さ霧ぎりが…………面めんと向かって人と話しているのだから。

　この俺おれは、妹の声を再ふたたび聞くまで……一年もかかったのに。

「……お代……あ」

　紗霧は、なにかを思いついたとばかりに口を開け、くるりとめぐみに背せを向ける。

「……和泉いずみちゃん？」

「………………」

　とことこと歩いて行った紗霧は、本ほん棚だなからいくつかの文庫本を抜ぬいて、めぐみのそばまで戻もどってきた。

「……これ」

「えっ？」

「友達は無理だけど……約束の報ほう酬しゆう」

「あ──」

　めぐみが、思い当たったとばかりに声を出す。

「そうだった。そういう約束、だったっけ」

「うん。だから……これ」

　紗霧は、両手で、そぉっと本を差し出した。まるで、ラブレターを渡わたす少女のように。

「私の……好きな本。ど、どうぞ……」

「──────」

　……がんばったな、紗霧。

　俺は、心の中で、妹を称しよう賛さんした。

　ぶっきら棒ぼうで、口くち下手べたで……ぜんぜんそうは見えないだろうが──

　たったあれだけのやり取りが……どれだけ紗霧の精せいいっぱいだったのか……俺は、誰だれよりも知っていたから。

　めぐみが本を受け取るまでに、なぜか、少しばかりの間があった。

「これが……和泉ちゃんの好きな本、なんだ」

「うん……世界で一番、好きな本」

「そっか、なら──あたしも好きになろうっと」

　紗霧が選んだ本のタイトルは、あいにく、俺の位置からでは見えなかった。

「読み終わったら、また違ちがうの、貸かしてくれる？」

「…………うん」

「よし、じゃあ、約束！」

　さて──はたしてめぐみは、エルフに、追いつけたのかどうか。

　追い抜ぬくことができたのかどうか。

　いずれにせよ。

　俺おれが一年間歩き続けてきた道に、並ならんで走るヤツがもう一人やってきた。

　そんなふうに感じたよ。




「和泉いずみちゃん。ってわけで、さっきしれっとポケットに入れたぱんつを返してくれるかなっ？」

「……い、イラストが完成するまで待って」
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　数日後。平日の放課後。

　俺おれは、『開かずの間』の中で、妹と会っていた。

「兄さん……今日は、どうしたの？」

　今日の紗さ霧ぎりは、いつもどおりヘッドセットを付けている。

　かわいらしい花はな柄がらのパジャマの上に、クリーム色のカーディガンを羽は織おっていた。

　家の中で、なぜか私服を着るようになった紗霧だが、このように、ときおりパジャマを着ていることもある。

　──妹が、おしゃれになった気がする。

　会うたび違ちがう服を着た紗霧と会えるのは、俺にとって嬉うれしいことだったけれど……不思議だ。

　エルフとめぐみ。

　友達ができたから……だろうか？　でも、家ん中で私服を着るようになったのって、エルフと友達になるちょっと前からだったしなぁ。……わからん。

　まあいいか。少なくとも、悪いことじゃない。

「ふっふっふっふ……実はな、おまえに報ほう告こくがあるんだ」

　俺は、タブレット型に変形させたノートパソコンを後ろ手に隠かくし、含ふくみ笑う。

「えと……それって、長くなる？」

「いや？　すぐに終わる」

「そうなんだ。じゃあ、そっちから言って」

「そっちから？」

　まばたきして問うと、

「……んふふ」

　対面に立っている紗霧もまた、俺と同じように含み笑った。

「……私も、兄さんに、見てもらいたいものがあるの」

　ほう……そりゃあ、奇き遇ぐうだな。

　妹が俺に、見てもらいたいもの……か。いったいなんだろう。ドキドキするな。

　紗霧が、むっと目を細めて言った。

「…………兄さん、またえっちなこと考えてる」

「か、考えてないって！」

「……そ、そういうのじゃ、ないから」

　頰ほおを赤らめ、唇くちびるを尖とがらせ、とがめてくる。

「わ、わかってるっての。えっと、じゃあ、俺からな！」

　俺は無理やり話を戻もどし、後ろ手に隠していたノーパソを取り出して、画面を見せてやった。

「じゃーん！」

「あ……それって……」

「そう！　企き画かく書しよだ！　ついに完成したぜ！」

　俺おれが掲かかげたノーパソの画面には、ワープロソフトで作った企画書が表ひよう示じされている。

　エロマンガ先生のイラストをふんだんに使った、見た目からして贅ぜい沢たくなものだ。

　内ない容ようも、既き出しゆつの問題点を改かい善ぜんし、新ヒロインも増ふやして、シリーズもの用に作り直してある。

　イラスト付きのキャラクター設せつ定てい資し料りように特に力を入れているから、どっちかというと漫まん画がの企画書っぽいかもな。

「我われながら自信作だ。こんなにちゃんとした企画書が作れたのなんて、初めてなんだぜ。ひひー、エロマンガ先生のおかげだな」

　俺は、妹にノートパソコンを渡わたし、指で鼻をかいた。

　紗さ霧ぎりは、受け取った企画書に目を落としながら、

「……そ、そんな名前の人はしらないもん」

　おまえが知らなくても、おまえのおかげだ。

　エロマンガ先生の生いけ贄にえとなった、エルフとめぐみのおかげでもある。

　あいつらのおかげで、エロマンガ先生の創そう作さく意い欲よくはおおいに沸わき立ち、俺に素す晴ばらしい、えっちでかわいい新ヒロインのイラストを描かいてくれた！

　それを見た俺も、いままでの苦戦がなんだったのかってーくらいバンバン〝ひらめき〟──バリバリ仕事がはかどって──ついにこうして企画書を完成させることができたってわけ！

「あとはこれを、担たん当とう編へん集しゆうに送って──結果待ちだ！」

　この前、神楽かぐら坂ざかさんと電話で話したのだが、『いまなら、企画が通ればすぐに出しゆつ版ぱんできるわよ！』とのことだったので……うまくいけば、かなり早く新シリーズをスタートさせることができるかもしれない。

「ごくっ」

　紗霧が、緊きん張ちようの面おも持もちで喉のどを鳴らした。

　ま、あれだけ『死しに神がみとの闘たたかい』だぁー、なんつって煽あおったからな。

「二人で作った企画書なんだ。担当編集に送る前に、おまえも確かく認にんしてみてくれ」

「……ん、わかった。あとで、ちゃんと見ておく」

　紗霧は頷うなずき、優やさしい声で、ノーパソを胸むねに抱だいた。

「きっとへいき。あんなに、がんばったんだから」

「ああ、そうだな」

　胸に、ぐっとくるものがあった。

　幸せになるために、夢ゆめを叶かなえようとしている俺たちだけど。

　夢に向かって駆かけ出したいまこそが、こんなにも楽しくて幸せだ。

「俺の用よう件けんは、それだけ。おまえの『見てもらいたいもの』ってのは？」

「……うん。あの……ね」

　紗さ霧ぎりは、ノーパソをベッドの上に置くや、部屋の隅すみから、半はん透とう明めいの収しゆう納のうボックスを引きずってきた。押おし入れにぴったり収納できる、キャスター付きのアレである。

　前回入れてもらったときは、この部屋にあんなものはなかったはず。

　俺おれがいないときに、他の部屋から持ってきたものだろうと察せられた。

「その──箱は？」

「衣い装しよう入れ」

　紗霧は、ボックスのフタを開けた。

「兄さん……これ、見て」

　妹が、ちょっと頰ほおを赤らめながら、衣装入れから取り出したのは──




　白いキャミソールだった。




「うえっ？」

　意表を衝つかれた俺は、間ま抜ぬけな声を出してしまう。

　想像の斜ななめ上の代物が出てきたからってのもあるし。

　──な、なんだこのえろい服……スケスケじゃねぇか……！

　ついつい、このえっちな衣装を紗霧が着ているところを、想像してしまったからだ。

　大人おとなびたデザインなのに、明らかに少女用で、そのギャップが実に淫いん靡びな雰ふん囲い気きを醸かもしている。

　……ごくっ。

「さ、さささ、紗霧──これは？」

　震ふるえる声で尋たずねてみる。すると紗霧は、どうだとばかりの得意げな口調でこう言った。

「似に合あうと思うんだけど──どう？」

「ど、どどど、どう……って」

　どう答えたものか。疑ぎ問もんが多すぎる上に、混こん乱らんしていて考えがまとまらない。

　ええっと、えっとえっとえっと──

「に、似合うけどっ……！　おまえはまだ着ちゃだめだって！　そんなえっちなの！」

「なっ……ふわ」

　紗霧は激はげしく反はん応のうした。

　かぁぁ～っと耳まで真っ赤っかになって、嚙かみつくような勢いきおいで言う。

「ふぁ、ふぁぁ……ふぇんたいっ！　に、にに、兄さんはっ……！　ど、どうしていつもいつもえっちなのっ！　この服はっ、イラストの資し料りようっ！　私じゃなくてっ、兄さんの小説に登場する女の子に着せるものっ！」

　モデルを生で〝見て〟、描かくというのがエロマンガ先生のこだわりだ。

　資し料りよう用ようの衣い装しようを持っているのは、当たり前で──いやっ、しかしっ！

「でも、このスケスケのえっちな服を自分で着て、それを見て描かくんだろ？」

「そうだけどっ！　言わないでっ！」

　紗さ霧ぎりは、握にぎりこぶしで俺おれのおなかをどんどん叩たたいて、

「私はえっちじゃないもん！　頭の中でわたっ……妹に着せてえっちなことした兄さんの方がえっちだもんっ！」

「確たしかにその服を着たおまえは想像したけども、えっちなことはまだしてない！」

「ま、まだって言ったぁ！」

「言葉の綾あやだろうが揚あげ足取るなよ！」

　ああもう、ったく、この妹は[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！

「だいたいその服、どっから出してきたんだ？　買ったのか？　通つう販はんとかで」

　この件けんに限かぎらず、『紗霧の着ている服』については、俺の管かん理りするところではなかったし、前々から気になってはいたのだ。

　いい機会だから、ダメ元で聞いてみたのだが──

「お、お母さんがっ、買ってくれた……！」

「えっ……か、母さんだと？」

「……そ、そう」

　あの世からアマゾンは使えないぞ、と、一いつ瞬しゆんだけ不ふ謹きん慎しんなことを考えてしまったが、普ふ通つうに考えて、生前に買ってくれたという意味だろう。

　いやっ……でもっ……やっぱおかしいよ！

「まるでおまえがちょっぴり大人おとなになったような、超ちよう美少女だったあの人が？　清せい楚そで優やさしくていつもニコニコ笑っていた、あの女め神がみのようだった母さんが……？　こ、こここ、この、えっちな服を買ってくれたの？　ローティーンの娘むすめに？」

「そうっ！」

「……さすがに噓うそだろ？」

　まったく想像できないんだが？　イメージと違ちがいすぎる。

「う、うそじゃないもん！　お母さんとお揃そろいの服だよって、こっちのは、おっきくなったら一いつ緒しよに着ようねって、色んなサイズの服を、色んな種類、たくさんたくさん、買ってくれたんだもんっ！」

「えっちな服を？」

「え、えっちじゃないやつもっ！　この前のニットワンピースとかっ！」

　いや、あれもえっちだったけどね。

「う、うーん」

　俺は頭を抱かかえてしまう。

　紗さ霧ぎりは、信じてもらえていないと思ったのか、むきになってもう一度繰くり返す。

「う、うそじゃないもん……」

「いや、それはわかってる。紗霧は俺おれに、噓うそをついたりしないよな。ただ、その、ちょっと……あまりにもショックでな……すぐ立ち直るから、一分間だけそっとしておいてくれ」

　あぁ……うぅ……ぐぬぅ。そんなことが………あるんだろうなぁ。

　考えてみりゃ、それで色んな謎なぞが解とけて、つじつまが合うっちゃ合うんだよ。

　紗霧が、あんなにたくさん服を持っている理由。

　エロマンガ先生が描かく、バリエーション豊ほう富ふな、えっちな衣い装しよう。

　その秘ひ密みつは……母さんが、えっちな服を、紗霧に買ってあげていたから。

　母さんがえっちな服を着て、紗霧に見せていたから。

　か、母さん……

　あんた、あんなにかわいい顔して、なんという素す敵てきな趣しゆ味みをお持ちだったんだ……！

　俺は天を仰あおいで、無言でメッセージを送った。

　もしかしたら、俺たち兄妹を見守ってくれている母さんは、いま、えろえろな秘密を暴ばく露ろされ、天国で悶もだえ苦しんでいるのかもしれなかった。

　紗霧＝エロマンガ先生のルーツに、母さんは深く関わっていそうだ。

　エロマンガ先生はえろい。

　エロマンガ先生のママもえろい。

　俺は、ついに世界の真実にたどり着いた。

　親父のことを改めて尊そん敬けいする。本当にすごい男だ。

　俺も将しよう来らい、こんなえっちでかわいいお嫁よめさんが欲ほしい。

「──すまん、取り乱した。もう大だい丈じよう夫ぶ……」

「……あんまり大丈夫じゃなさそう」

「正直、まだちょっとフラフラする。でも、事情はわかった。……話を戻もどしてくれ」

「う、うん……じゃあ、改めて……こほん」

　紗霧は、再ふたたびキャミソールを高く掲かかげ、力強く言う。

「この服、エルフちゃんをモデルにしたキャラに着てもらおうと思うんだけど──どうっ？」

　本当に楽しそうに笑うのだ。そんなふうに話しかけられたら、俺はもう……！

「そうだなあ……その色なら、メインヒロインの方が似に合あうんじゃないか？」

「そうかなっ。じゃあ、これは妹ちゃん用にして……」

　ごそごそ。紗霧は衣装入れから新たなる服を取り出す。

「これはどうっ？」

「な、なにそれ？」

　いや、見りゃわかるのだが……アレぇ～……目がおかしくなったかな。

「艦かんこれの島しま風かぜちゃんっ！　すっごい私好みの衣い装しようでしょ！」

「母さぁ──────ん！」

　俺は、超ちようきわどいコスプレ衣装を遺のこしやがった天国の母さんに向かって、高らかに抗こう議ぎの叫さけびをあげるのだった。




　その後、自分の部屋で仕事をしていると、スカイプにエロマンガ先生から着信があって、

「企き画かく書しよと、修しゆう正せい版ばんの新作小説、読んだ。えっとっ……………………すごく面おも白しろかった」

　最高の褒ほめ言葉をいただいた。

「ほんとか！　じゃあ、さっそくこれを編へん集しゆう部ぶに送るぜ！」

　自信満々、メールで企画書を提てい出しゆつすると、担たん当とう編集から『お待ちしてました！』と、すぐに返事があって『明日編集部に来てください』──ってことになった。

　そしていま、俺は編集部の打ち合わせブースにて、担当編集と向き合っている。

「………………」

「………………」

　俺の提出した企画書を前に、重苦しい沈ちん黙もくが続く。

　神楽かぐら坂ざかさんは、一言俺に挨あい拶さつをしたのち、企画書をぺらぺらめくり続けている。

　ぺらり、ぺらり、ぺらり。最後まで読み終わると、またはじめから、ぺらり、ぺらり。

　にやにやと薄うすい笑えみを浮かべている。

　いまにも「ボツでーす」と明るい声で言い出しそうな、馴な染じみ深い、おそるべき表情である。

　ただ企画書を読まれているというだけなのに……目の前のこの人から、地じ獄ごく行いきを告げる閻えん魔ま大だい王おうのような圧あつ力りよくを感じてしまう。

　見ろよこの顔…………命を刈り取る形をしてるだろ？

「和泉いずみ先生──」

　死しに神がみが、口を開いた。

　ごくっ、と、俺は生なま唾つばを飲み込こむ。

　神楽坂さんは、企画書をぱさっと机つくえに放り置く。

　でもって嫌いやがらせのように、さんざん焦じらしまくったあげく──

「──これで行きましょう」

「えっ……ほ、ほんとですか？」

　ボツじゃないの？

「ほんとほんと、なんでバトル小説じゃないのとか、色々言いたいことはあるけれど、熱意はすごく伝わってくるし、このヒロインの魅み力りよくは読者の心に届とどく、確たしかな力があります。なにより和泉先生も、エロマンガ先生も、揃そろってノリノリになってるのに、止めたらもったいないでしょ」

　神楽かぐら坂ざかさんは、いつものいい加か減げんな態たい度どを引っ込こめて、きりっとまじめな顔で言う。

「あなたの担たん当とう編へん集しゆうとして、約束するわ。この企き画かく、必ず成せい功こうさせるって」

「おお……おお……」

「実は、昨日メールで企画書を送ってもらった後、すでに編集長にも話を通してあって……」

「と、通してあって？」

「和泉いずみ先生！　おめでとうございます！」

「えっ、じゃ、じゃあ」

「はい！　この企画の出しゆつ版ぱんが、決まりましたよ！」

「や……」

　ぐっ、と、こぶしをにぎり──
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　編集部に、俺の歓かん喜きの叫さけびがとどろいた。

　やったぜ！　見たかっ、紗さ霧ぎり！　エロマンガ先生！

　俺たちのやり方は、間ま違ちがっちゃいなかった！

「やりましたね、和泉先生！」

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　担当編集と、熱く握あく手しゆを交わす。俺たちのやり取りが聞こえた編集さんたちも、ぱちぱちと拍はく手しゆを送ってくれる。やがて拍手の波が広がっていき──

　────わぁぁ──パチパチパチパチ────

　おめでとう！　おめでとう！

　祝福の音が、波は濤とうのように降ふり注いだ。

　俺は、後頭部に片かた手てを当てて「ども！」「あざーっす！」とペコペコする。

「本当におめでとうございます、和泉先生」

　拍手の音が鳴りやんだあと、神楽坂さんが、もう一度繰くり返した。

「はい！」

　うさんくさい死しに神がみにしか見えないにやけ面づらも、今日だけは天使に見えるぜ。

「じゃあ、来年の五月に向かってがんばりましょう」

　んっ？

「えっ……？　いま、なんて？」

　今日って、六月だよな？　俺の新作の発売日が……先月？

「和泉先生の新作の発売日は、来年の五月です！　ちょうど一年後くらいですね！」

「………………………………」

　このときの俺の顔は、さぞかし見ものだったろうよ。

　無表情のアスキーアートみたいになってたと思う。

　視し界かいがぐにゃりと歪ゆがんでいた。俺おれは、いま、いったい何を言われたんだ……？　わかっているはずなのに、脳のうが理り解かいを拒きよ絶ぜつしている。

　一方で、担たん当とう編へん集しゆうは超ちよう楽しげに祝福してくる。

「本当におめでとうございます、和泉先生！　いや～、やっぱり一シリーズをきちっと完結させた実じつ績せきっていうのは、強いですよ！　こうやってすぐに新しん企き画かくをスタートできるんですから。私の担当作家の中でも、すっごくがんばってらっしゃいましたしね！　おめでとうございます！　おめでとうございます！」

　おそらくこの人は、本当に、言葉どおりに俺を祝福している。

　うちの出しゆつ版ぱん社しやから本が出せるなんて、本当にすごいです。おめでとう。

　本気でそう思っているのだろう。悪わる気ぎなんて、かけらもないのだろう。

「……………………」

「というわけで、修しゆう正せいの締しめ切りもかなり余よ裕ゆうがありますから──そうですね、新作の打ち合わせは、半年後とかでどうでしょう？」

　それまでおまえの仕事はないよ。

　そういう意味の台詞せりふだった。

「………………………」

　仕事がなければ、当然、収しゆう入にゆうはゼロである。

　なにこのクソ職しよく業ぎよう。こーやってすぐに実質無職化するから、底てい辺へん職しよくって言われんだよ。

　しかし、この展てん開かいは……実のところ初めてではない。

　一昨年おととしもそうだった。当時の俺はなかなか企画が通らず、ようやく通ったと思ったら……発売日は来年です、おめでとう。

　本が出せるだけありがたい話じゃないか。そう思うやつもいるだろう。

　だがな、このコンボ、貯ちよ金きんがなく、コネもなく、実じつ家か暮ぐらしでもない専せん業ぎよう作さつ家かなら、即そく死しさせる威い力りよくがあるのだぞ。これでジョブチェンジを余よ儀ぎなくされた作家だって何人もいるはずだ。

　まずい……まずい……実にまずい。

　ショックを受けてる場合じゃねえ！　なんとか……なんとかしないと！

「あ、あの……」

「はい？　なにか？」

「どうしてそんなに先なんです？　発売日」

「他の作家さんたちがすごくがんばっていらっしゃるので、出しゆつ版ぱん枠わくがずーっと先まで埋うまっちゃってるんですよ。和泉先生の本を出す余裕がないくらいぱんぱんなんです」

　ほんとかよ。でも、そう言われてしまったら、どうしようもない。

「えーと……あのう……出版枠、俺のぶんを確かく保ほしてくれてるって言ってませんでしたっけ」

「あの枠わくは、ちょっと前に埋うまっちゃったんです」

「なっ、なんでですか!?」

「いやぁ、すみません。あのあとすぐに新しん作さく原げん稿こうを送ってきた人気作家さんがいらっしゃいまして、そっちを優ゆう先せんしちゃいました」

「か……」

　確かく保ほしてくれてないじゃん！　よっぽどそう言おうかと思ったが、踏ふみとどまった。

　こういうときこそ冷静にならなければ……。冷静に……冷静に……。

　人気作家さんが先に新作原稿を……ね。

　ふ、ふん……なるほど？　そういうこともあるだろう。

　……いや、待てよ。この流れ……覚えがあるぞ。

　俺おれは、内心キレかけていたが、かろうじて冷静を装よそおって聞いた。

「ち、ちなみに誰だれなんです？　その人気作家とやらは」

「我わがレーベルの若き看板作家エース、ムラマサ先生です」

「……………………む、」

　バンッ！　俺は勢いきおいよく立ち上がり、頭を抱かかえて天てん井じようを見上げ──




「ムラマサぁぁあぁぁぁあぁぁ！　やはり！　またあいつか！　またしても！　俺の……俺の出版枠があああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　編集部に、和泉いずみマサムネの断だん末まつ魔まがとどろいた。







「…………兄さん、また無む職しよくになったんだ」

「む、無職ってゆーな！」

『小しよう卒そつ』呼よばわりされたときのエルフみたいなリアクションをする俺。

「仕事がない小説家のことを、無職と呼ぶのはやめてください」

「かっこつけても無む駄だ。いまの兄さんは無職……私と一いつ緒しよ」

「……そう、だな」

　いま、俺は妹の部屋──『開かずの間』の中で、紗さ霧ぎりと向かい合って座すわっている。

〝封ふう印いんが緩ゆるんだ〟とはいえ、紗霧がここまであっさりと部屋に入れてくれるのは珍めずらしい。

　そのくらい俺が持ち込んだ議ぎ題だいは、俺たち兄妹にとって重大なことなのだ。

　俺の妹・紗霧は、俺の相あい棒ぼう・エロマンガ先生なわけで──

　俺の新作が出ないと、エロマンガ先生の収しゆう入にゆうもまた、ゼロになってしまう。

　ヘッドセットをつけて小さな声を拡かく張ちようした紗霧が言う。

「その……兄さんがいま言ったムラマサ先生って……あの？」

「千せん寿じゆムラマサ先生。俺おれと同じレーベルの看板作家エースだよ」

　紗さ霧ぎりはちらりと本ほん棚だなを見る。そこに並ならんでいるのは、二度もアニメ化された超ちよう人にん気きライトノベルシリーズ『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』。

「そう、あの本の作者だ」

「それはしってる……けど。そんなにすごいの？」

「すごい」

「……どのくらい？」

　俺は少し考えて、紗霧にわかりやすいよう、こう答えた。

「お隣となりに住んでる山やま田だエルフ大先生よりもずっと人気がある……っていえば、わかるか？」

「……そ、そんなに？」

　紗霧が驚おどろくのも無理はない。俺が比ひ較かくに使った山田エルフ先生は、最近アニメ化が決定した、いまもっとも勢いきおいのあるライトノベル作家なのだ。俺の十倍くらい売れてるし、人気もある、超すごいやつだ。

　山田エルフ──一〇〇万部以上売れている、自じ称しよう『大小説家グレーター・ノベリスト』。

　だが、ムラマサ先生は……売上こそが作家の戦せん闘とう力りよくだとうそぶくエルフ風に言うならば──

　累るい計けい発行部数一〇〇〇万を超こえる『偉大なる小説家アーク・ノベリスト』。

「文字どおり、桁けたが違ちがう」

「…………そんなにすごい人が、兄さんが狙ねらってた出しゆつ版ぱん枠わくに、割わり込こんできちゃったんだ」

「ああ。一昨年おととしとおんなじだ。あのときも……何度もボツを乗り越こえて、ようやく新しん作さく企き画かくが通ったと思ったら、あいつが……！」

　ぎり、と、こぶしを床ゆかに押おし付ける。

「めちゃくちゃ売れてるシリーズがあるってのに、バンバン新作出しやがって～！　おとなしく『幻想妖刀伝』の続き書いてろよ！　新しん刊かん楽しみにしてるんだからさあ！　アニメ放送中なのに他の本出してんじゃねーよ！　ぐぬううう、ムラマサめぇ……！　俺が座すわるはずだった椅い子すを……出版枠を……！　俺を押しのけて奪うばいやがってぇぇぇえぇぇぇ！」

「…………逆さか恨うらみ」

「ぐうっ!?」

　俺は胸むねを押さえて苦しんだ。紗霧め……痛いたいところを衝ついてきやがる。

「いや！　だってさ！　聞いてよ！　あいつ、あいつ……俺よりもむちゃくちゃ人気あるくせに──────俺と色々かぶってるんだぜ!?」

「……かぶってる？　って？」

「まずペンネームがちょっと似にてる」

　和泉いずみマサムネ。千寿ムラマサ。

「……言われてみれば、似にてるかも」

「だろ？　作風だってモロかぶりだ」

「バトル系で、ちょっと和風テイスト入ってて……うん、確たしかに、そっくり」

　作品の雰ふん囲い気きやら、キャラのネーミングセンスやらまで似てるんだよな。

　俺おれの好みドストライク。ムラマサ先生は、忘ぼう年ねん会かいにも授じゆ賞しよう式しきにも来ないから、一度も会ったことはないけれど……正直他人とは思えない。

　ムラマサ先生の小説を読んでいると『まるで自分が書いた作品のように面おも白しろい』のだ。

　まるで……俺が、自分自身のためだけに全力で書いた自じ己こ満まん足ぞく小説を──記き憶おくを消して読んでいるかのような、そんな気分になる。

「かなりの〝速そく筆ひつ〟で、そんでもって〝俺よりも若わかい〟学生作家らしい」

　以前言っていた『俺よりも若いうちのエース』ってのが、このムラマサ先生だ。

「な？　かぶってるだろ？」

「かぶってる、というか…………むしろ」

「むしろ？」

「……上じよう位い互ご換かん？」

「…………………………い、妹よ……いま、なんつった？」

　ひどくクリティカルな単語が聞こえたよーな気がするが。

「ポケモンでたとえると、ガブリアスムラマサ先生がいるから、フライゴンマサムネ先生はスタメンに入れてもらえない、みたいな話？」

「俺にもわかるようなたとえで言ってくれ」

「メラメラの実を食べた兄さんは、マグマグの実を食べたムラマサ先生には勝てない、みたいな話？」

「わかりやすいたとえをありがとよ！　あー！　あー！　もうヤダ！」

　俺は耳をふさいで、その場に倒たおれこんだ。

「よく言われたよ！　デビュー当時！　『ムラマサ先生の偽にせ物もの』とか、『劣れつ化かムラマサ』とか、『フォロワーにしてもひどい』とかさあ！　あれで俺、エゴサーチできなくなったんだよ！　くそっくそっ！　ＦＦならマサムネの方が強えーのによぉ[image: ～][image: ～]！」

　足をばたばたさせてわめく俺。当時の悔くやしさがよみがえってきてしまったのだ。

　そんな俺を見て、紗さ霧ぎりが一言。

「…………兄さん、うるさい。見苦しすぎ。だまって」

「……………………」

　黙だまった。

「……発売日がずっと先になったのは残念だけど…………こほん」

　紗霧は、咳せき払ばらいとともに口く調ちようを改める。

「来年、本にしてもらえるんだろ？　なら、一歩前進だ。おめでとう、和泉いずみ先生」

「……エロマンガ先生」

　とても嬉うれしい言葉だった。さっきとは違ちがう意味で、涙なみだが出そうだ。けど……

　俺おれはゆっくりと身体からだを起こす。

「残念だけど、そういうわけにはいかねぇんだ」

「？　お金……困こまってるの？」

　紗さ霧ぎりは、再ふたたびいつもの口く調ちように戻もどる。

「もしそうなら……兄さん、大だい丈じよう夫ぶ、安心して」

　悩なやむ俺に、紗霧が母さんそっくりの優やさしい声色で、はっきりとこう言った。




「私が、兄さんを、養ってあげる」




「……………………………………」

　こ……この優しい言葉に、どう反はん応のうしていいのかわからない……！

　妹に思われて嬉しいと喜ぶべきか。はたまた俺って情けねえと哀かなしむべきか。

「ずっと、そうしようって、思ってた」

「……紗霧」





　──『引きこもりの妹を、養ってやろうって思ってたんだ』──






　こいつ……俺と、同じことを考えてたのか。

「兄さんも学生なのに仕事をしていたから……話すようになってからも言い出せなかったけど」

　紗霧は、菩ぼ薩さつのような微笑ほほえみをたたえている。

「無む職しよくになっても大丈夫。兄さんの代わりに、私が……え、えっちなイラストを描かいて、お金を稼かせぐから」

　妹にえっちなイラストを描かせて、養ってもらっている兄。

　なんともきつい字じ面づらだった。嬉しいけど超ちようきつい。

　それに──

「い、いや、紗霧……気持ちは嬉しいけど、ちょ、ちょっと待ってくれ」

「なに？」

「俺が悩んでるのは、ただお金に困っているからってわけじゃないんだ。俺は、親父と母さんがいなくなったあと──叔母おばさんと約束したんだよ」

　叔母さん──親父の妹。

　俺たち兄妹の、いまの保ほ護ご者しや。

「俺おれが、小説家の仕事で、自立できるくらいに稼かせぐから、『いまの生活』を続けさせてくれって」

「────」

　紗さ霧ぎりが、目を見開いて固まる。

　紗霧には……言わずに済すませたかったんだけどな。

　母さんと親父がいなくなり、『一年前の事件』があって──

　そのあとに、俺たちの保護者になってくれた叔母おばさんと、いくつかの約束をした。

　約束は他にもあるが、大まかに説明すると──

　──学業と仕事を両立させ、一定の成果を出し続けること。

　──紗霧の現げん状じようを改かい善ぜんさせること。

　それがいまの生活を続ける条じよう件けんなのだ。『俺の主しゆ導どうで、現状を打開する』ための条件なんだよ。約束を破やぶれば、そのときは……『叔母さんの主導で、現状を打開する』ことになる。

　俺は、紗霧と一いつ緒しよにはいられなくなるし、あの叔母さんのことだ。以前、ひどい形で失敗しているとはいえ──再ふたたび強引な方法で紗霧を部屋から出そうとするに違ちがいない。

　それは、嫌いやだった。どうしても、嫌だった。

　だから、俺は一年前から、必死こいて仕事をやってきたし、学校の方もおろそかにせずやってきた。いまさら一昨年おととしの仕し事ごと状じよう況きように、逆ぎやく戻もどりするわけにはいかないのだ。

　それが俺の悩なやみだった。

「……兄さんも、叔母さんと約束をしてたんだ」

「兄さん『も』ってことは……紗霧も？」

「うん。イラストレーターの仕事のことで、約束した」

　なるほど。考えてみりゃ、中学生が仕事をするのに、大人おとなが介かい在ざいしていないわけがねーわな。

　……待てよ……てことは……。いや、いまはいいか、後回しだ。

「そっか。詳くわしい内ない容ようは聞かないけど……問題ないのか？」

「うん、問題ない」

「ならいい。──やっぱ、問題あるのは、俺がした約束だな」

　作家として、一定の成果を出し続けること。

　一年間も出しゆつ版ぱん──収しゆう入にゆうが途と絶だえたら、破ったことになっちまうだろう。

「……どうするの？」

「うーん」

　他の作家さんだったら、こういうとき、どうするんだろう。

　唯一の取引先での仕事が一年後までなくなってしまって、収入が途絶えてしまったとき。

「他の出版社で……もっと早く出してもらう、とか」

　アイデアを出したのは、紗霧だった。

「それって……いわゆる『持ち込こみ』をするってことか？」

「うん……ど、どう？」

「……やったことねぇけど」

　正直、自信がない。具体的にどうすりゃいいのか、さっぱりわからん。

　こういうのって普ふ通つう、他の出しゆつ版ぱん社しやに知り合いがいて、その人づてに編へん集しゆう者しやを紹しよう介かいしてもらう──とか。『知り合いの知り合い』をたどって会わせてもらう──とか。

　そんな感じなんじゃねぇかと思うんだけど。

「他の出版社に、知り合いなんていねぇしなぁ……どーしたもんか」

　ガラッ！




「わたしがいるじゃない！」




　とんでもないところから、聞き覚えのあるでかい声が聞こえてきた。

「うわ!?」「ふぁ!?」

　俺おれと紗さ霧ぎりが、同時に声のした方──ベランダへと振ふり向いた。

　そこに悠ゆう然ぜんと立ち、腕うでを組んでいたのは、ロリータファッションの美少女、山やま田だエルフ大先生だ。
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　紗霧は、大おお慌あわてでベッドの上に逃にげ込んで、頭から布ふ団とんをかぶってしまう。

　一いつ緒しよにゲームをやる仲になったとはいえ、人見知りは健けん在ざいだ。

　俺は、ベランダから侵しん入にゆうしてきたエルフに、声を投げかける。

「お、おまえっ！　なんてとこから……！」

　というか、そもそもこいつはこの前、締しめ切りブッチしたせいで編集者にとっ捕つかまり、カンヅメにされていたはずなのだが。

「我われは山田エルフ！　闇やみの牢ろう獄ごくより帰き還かんせしものなり！」

　エルフは腕うでを組んだまま、高らかに名乗りをあげる。

　くっふっふっふ、とニヒルに笑って、

「和泉いずみマサムネ……わたしがここにいるのが不思議なようね？」

「お、おう……原げん稿こう終わったの？」

「超ちよう必死になって終わらせてきたわよ！　早く家に帰りたい一心で！　あれからず──っと編集部に監かん禁きんされてたのよ！　なる早で助けに来てねって言ったじゃない！　何度もメールを送ったのに！　なんで助けに来ないのよ！」

「なんでって……行くわけねぇじゃん。俺もおまえの新しん刊かん、早く読みたいし」

「姫ひめが王子様の助けを待っていたのに！　お姫様のキッスが欲ほしくないの!?」

「いらねえよ！　つーか誰だれがお姫様だよ！　あ、脱だつ稿こうおめでとう」

「ありがと──じゃなくって！　ああもうっ！　話を戻もどすわよ！」

　びしっ！　エルフは、真まっ直すぐ俺おれの顔を指さして、

「マサムネ、エロマンガ先生──わたしの力が必要みたいね！」

「なんで？」

「くっ……察し悪いわね！　この超ちよう天才美少女作家様のコネなら、あんたの原げん稿こうをうちの担たん当とう編へん集しゆうに読ませるくらいわけないっつってんのよ！」

「姫！　本当ですか!?」

　がしっ！　俺は、超速度でひざまずき、エルフの手を両手で摑つかんだ。

　するとエルフは、さっきの怒いかりの余よ韻いんか頰ほおを赤くして、

「ほっ、本当よ……。きょ、協力できるのは、あくまで……担当編集に読ませるところまでだけど──」

「じゅうぶんです姫！　ありがとうございます！　ありがとうございます……！」

　俺は、涙なみだを流さんばかりに喜んだ。

「今日の姫は、いつにもまして美しいなあ！　後光が差して見えるなあ！」

「み、見え見えのおべっかはやめて頂ちよう戴だい……。ていうか、その、姫って呼よぶのやめてくれる？　自分で言い出しておいてなんだけど、実じつ際さいに言われてみたらキモかったわ」

　ひどい言いぐさだが──いまだけは許ゆるしちゃう！

　そのくらい、エルフの申し出に感かん謝しやしているのだ。

　なにしろこれで、これからも妹と一いつ緒しよに暮くらしていくための、算さん段だんがついたのだから。

　どんなに感謝しても足りないくらいだ。

「ねぇ……エルフ様♡　このお礼は、俺のココロとカラダ、どっちがいいですか？」

「キモすぎほんとやめて」

　ばしっ、と、俺の手を振ふり払はらうエルフ。

「…………………………」

　めぐみんの真似まねは、俺には無理だったらしい。

　一方、紗さ霧ぎりは、なんでか知らんけども、

「ん──────っ！　ん──────っ！」

　ドンドンドンドンドンドン！

　頭から布ふ団とんをかぶったままで、怒りの床ゆかドンをぶちかまし始めた。

「……さ、紗霧？　ど、どうした？」

「しらないっ！　ばかっ！　うわきものっ！」

　床ドン言語に精せい通つうする俺でも、妹が怒おこった原げん因いんはわからなかった。




　翌よく日じつの放課後。

　俺おれは飯いい田だ橋ばしにある出しゆつ版ぱん社しやへの道のりを、エルフとともに歩いていた。

　エルフがコネを持っているフルドライブ文庫編へん集しゆう部ぶ、ではなく──俺がいつもお世話になっている出版社に向かっているのだ。

　昨日、あのあと、エルフはその場で担たん当とう編へん集しゆうに連れん絡らくを取り、事情を説明した上で、電話を代わってくれたのだが。

『話はわかった。原げん稿こうを読ませてもらう前に、もう一度、君の担当編集と相そう談だんしてください』

　そう言われてしまったのだった。

　俺が出版したい原稿＝持ち込みたい企き画かくは、一度神楽かぐら坂ざかさんに提てい出しゆつしたものなわけで、他の出版社に持ち込みたいなら、話を通しておくのが筋すじだ──というのが向こうの言い分だ。

　なるほど、言われてみればそうだよな。

　もっともだと思ったので、俺は先せん方ぽうの提てい案あんどおり、自分の担当編集に会いに行くことにしたってわけ。

「……いまさらだけど、なんでおまえまでついてきたんだ？」

　おまえのかっこが派は手ですぎて、めちゃくちゃ目立ってるんだけども。

　ちなみに今日のエルフは、赤いロリータ服を着ている。いつもと色調が違ちがうのは、なんらかの意味があったりするのだろうか。

　俺の隣となりを、足取りも軽く歩いていたエルフは、ちらりと俺を見上げて言った。

「あんただけじゃ心配だから、わざわざついてきてあげたんじゃない」

「心配って……たんに他の出版社で仕事するからって報ほう告こくするだけだぞ？」

「そう簡かん単たんには行かないと思うけどねえ──兄あに貴きの受け売りだけれど」

「ん？　兄貴？　誰だれのことだ？」

「昨日電話したじゃない。わたしの担当編集」

「え！　あのかっこいい声の人、おまえの兄貴だったの!?」

「そうよ」

「マジか！　なんだそりゃ……！　兄妹きようだいで一いつ緒しよに仕事してるとか、どんな偶ぐう然ぜんだよ……！」

「別に偶然じゃないし、あんたはひとんちのこと言えないでしょ」

　まあね。

　偶然じゃないってことは、エルフがフルドライブ文庫で仕事をしている件けんについて、兄貴が関わっているとか、そういうことなんだろうな。

　ていうか、こいつ、家に一人で暮くらしているっぽいんだけど、両親とか、そのあたりどーなってるんだろうか。兄貴はあんなに常じよう識しき人じんっぽいのに、どうして妹はこうなんだろうか。

　等々──エルフの家族について、いくつかの疑ぎ問もんが湧わいたが、わざわざ問い質ただしたりはしなかった。デリケートな話題だからだ。自分がされて嫌いやなことを、するわけにはいかない。

　こいつのことだ。話したきゃあ、勝手に話してくるだろう。

「ま、このわたしがいれば百ひやく人にん力りきよ。感かん謝しやしなさい」

「もちろん、感謝してるよ」

　心配してくれる人がいるってのは、それだけで心強い。

「そ、そうっ……ならいいわ！　……え、えっと……そうだっ、約束の時間よりも早く着きすぎたみたいだから、カフェに寄よっていきましょう！　ケーキおごってあげる！　わたしの口に合うレベルのお店を調べっ……もといたまたまこの前見つけたの！　あくまでたまたまっ！　──あっ！　いま、まるでデートみたいだなって思ったでしょ？　光栄だなって喜んだでしょ？　ふふっ、しょーがないわねぇ～これだから思し春しゆん期きの男の子は！　自じ意い識しき過か剰じようなんだから！　決してそんなんじゃないんだけど！　ちっともデートとかじゃないんだけど！　特別に妄もう想そうくらいなら許ゆるしてあげてもいいわ！」

　ひたすら上じよう機き嫌げんなエルフだった。




　時間を潰つぶすべく、俺おれたちはおしゃれなカフェに入り、向かい合わせに座すわった。

　店内にはクラシックが流れている。エルフの派は手でな服ふく装そうが浮うかないくらいに、高級感あふれる内装。英字で書かれたメニューには、見み間ま違ちがいじゃないかと疑うたがうくらいの金きん額がくが並ならんでいた。

『ここは俺が持つ。やっぱ、年下に払はらわせるわけにはいかねえよ』

　そう言おうと思ってたのに……

「……お、おごってくれるんですよね？」

「………………かっこ悪い台詞せりふねえ」

「金が足りないんだよ！　それとメニューが読めないから、注文はおまえに任まかせていいか？」

「うわぁ、小説家のくせに英語も読めないとか……よくもまぁそれで、このわたしを『小しよう卒そつ』だなんてバカにできたものね。──ちなみにこのわたしは、八か国語をマスターしているわ」

「マジか……すげぇな」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんという見てくれからして、英語はできてもおかしくないと思っちゃいたが、そこまでの教養をお持ちとは意外だった。

　……足し算できないくせになあ。

「……やっぱりおまえって、いいとこのお嬢じよう様さまだったりすんの？」

「あら、わたしのことが気になるの？　……くすくす」

　片かた手てを口元に持っていって、嫣えん然ぜんと笑うエルフ。

　その仕し草ぐさには、一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは身に着けられないだろう気品がある。

　彼女は、その白い指先を一本立てて、片目をつむった。

「……乙女おとめの秘ひ密みつよ。どうしても知りたいなら……ふふっ、わたしと深い仲なかになることね」

「別にそんなに知りたくもない」

「なんでよっ！」




　数分後──




　注文したケーキが来てからも、俺おれたちはそうやって雑ざつ談だん（例のごとくほとんどがエルフの自じ慢まん話ばなしだ）を続けた。

　そんな最さ中なか、エルフがふと、忌いま々いましいタイトルを口にする。

「〝幻げん刀とう〟二期のＢＤ売上は、どのくらいになるかしらね！」

〝幻刀〟というのは、千せん寿じゆムラマサ著ちよ作さく『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』の非ひ公こう式しき略りやく称しようである。

「ちなみにわたしの予想では、原作売上にしてはビミョーってところに落ち着くと思うわ。第一期のときもそうだったけれど、原作者がちっとも協力してないっぽいのが──」

　俺は、ややあきれ声で言った。

「さっきからおまえ、売上の話ばっかな」

　しかも他人の作品の。

「どんだけ好きなんだよ、その話題」

「えっ、だって、興きよう味みあるでしょ？」

「いや、別に」

「他の作家と自分とで、売上を比ひ較かくして、勝ったとか負けたとかやるの、楽しくない？」

「いや、別に」

　俺は同じ台詞を繰くり返した。

　他人のと比くらべたって、どうしようもねえし。

　作品の売上については、仕事で嫌いやでも考えなくちゃいけないから、プライベートでまで話したくない。っつーか、他人を気にする余よ裕ゆうがない。

「俺は、ファンレター読んでるときの方が楽しいかな」

「そう、珍めずらしいわね。他の作家さんは、っていうか、売上の話で誰だれよりも盛もり上がっているのは業ぎよう界かい人じんよ」

　出たよいつもの決めつけが。

「アニメの脚きやく本ほん会かい議ぎで、プロデューサーたちはいっつも『今期はアレが覇は権けんｗ』とか『よぉしっ！　糞くそ回かい乙おつ！　売上勝ったな！』とか、『あのアニメ、スケジュールまじやばいっすよｗｗｗ』とか、俗ぞく物ぶつ丸出しの話ばっかりしてるわよ」

「そんな内部事情を教えないでくれ！」

「なに怒おこってるのよ。あ、あんたって『作家が売上を意い識しきするのは恥はずかしい』とか言っちゃうタイプ？　ん～、そういうの理り解かいできないのよね──せっかく世界一面おも白しろい対戦ゲームをやっているのに、スコア見ないでどうやって遊ぶわけ？」

『遊びで仕事をやっている』エルフは、そういう考え方をするらしい。

　小説家という職しよく業ぎようには、他にもたくさん、面おも白しろいことも大切なこともあるだろうに……

　ってか、こいつだって知らないはずがないだろうに。

　どうしてそーゆう露ろ悪あく的てきなことばっか言いやがるのか。

　まぁ……調子こいてるエルフに勝って凹へこませたら、さぞかし面白かろうなとは俺おれも思う。

「そういうおまえは『読者にツンデレしちゃうタイプ』だよな」

「な、なにそれ？」

　俺は、にやにやしながら、エルフの口くち真ま似ねで言ってやった。

「『勘かん違ちがいしないでよねっ。興きよう味みあるのは売上と絶ぜつ賛さんだけで、読者は全員わたしの下げ僕ぼくなんだからねっ』」

　エルフの顔が、かぁっと赤くなった。

「へ、変なこと言わないで頂ちよう戴だい！　つ──ツンデレとかっ！　このわたしが、そんなかっこ悪いことするわけないでしょ！　プロとして読者と距きよ離りを置いているだけなんだから！　べ、別に読者のことなんか好きじゃないんだからね！　勘違いしないで頂戴！」

　完全に素すでやってるんだよなあ……。

「はいはい。山やま田だエルフ先生がむちゃくちゃかわいいのは、もうじゅうぶんにわかったよ」

「なっ！　か、かわ……」

　むぐっ、と一いつ瞬しゆん口ごもって、真っ赤な顔で呟つぶやく。

「お、覚えてなさいよ……！」

　俺は、テーブルに頰ほお杖づえをついて、

「ちなみに、エルフ大先生は、例のムラマサ先生に、大好きな売上で負けている件けんについて、どう思ってんの？」

　ちょっと意地悪に聞いてみた。

　悔くやしがるだろうと思いきや、エルフはつまらなそうにこう言った。

「ふん……あんなやつと張はり合ってもしょうがないわ」

「どういうことだ？」

「勝負が成せい立りつしないってコト。あいつは……なんか……なんていうかね……きっと、わたしたちとは違ちがう一人用のゲームをやってんのよ。そんな感じがする」

「よくわからないが……ムラマサ先生と会ったことがあるみたいな言い方だな」

「会ったことはないけど、あいつの本を読んだことはあるわ」

　エルフは、片かた目めにチョキを持っていって、

「──我わが〝神眼ゴツドアイ〟は、本ほん質しつを見通すスキル。書いた本を読めば、そいつがどんなやつかくらいわかるのよ」

「………………」

　エルフがよく言うスキル云うん々ぬんの妄もう言げんは、もちろん鵜う吞のみにするようなものじゃないんだが──一定の真実を含んでいるっぽいんだよな。

「たとえば……マサムネ、あんた、わたしに売上で負けたり、読者からエルフ先生の本の方が面おも白しろいですって言われたりしたら、」

「そりゃあ泣くほど悔くやしいよ！」

　みなまで言わせず答えた。想像するだけではらわたが煮にえくり返る。

「ふーん、それで？　そのあとは？」

「……悔しがって……悔しがって……しょうがねえから小説を書く……かな？」

　なにを意図した質しつ問もんなんだろうか？　思い浮うかんだとおりに答えると──

　がたっ！　エルフはテーブルに手をつき、身を乗り出して、輝かがやかんばかりの笑顔で言った。

「だから、あんたのこと大好きっ！」

「………………」

　……………………。

　俺おれとエルフは、ぱちくり、と、まばたきした。

　鼻先が触ふれ合う距きよ離りに、お互たがいの顔がある。状じよう況きようを把は握あくするまでに、数秒の時を要ようした。

「っ」

　かぁ、と、エルフの顔が耳まで赤く染そまった。

　慌あわてて顔を離はなし、ぶんぶんと握にぎりこぶしで否ひ定ていする。

「す、好きって言っても、そういう意味じゃないからね！」

「お、おう」

「いまのはっ……そのっ……あんたみたいに心の底から超ちよう悔くやしがってくれるやつに勝つのが、いっちばん面白いってコト！」

　ばっ！　と大きく手を広げて、よだれが垂たれそうな蕩とろけた笑みを浮うかべる。

「あ～ん、いまごろあいつ悔しがってるんだろうなぁー♪　わたしに超嫉しつ妬として、歯をギリギリしてるんだろうなぁー♪　って想像すると、むっちゃくちゃ楽しくて、にやにやが止まらないのよっ！」

　いい性せい格かくしてるよ、ほんと。

　ここまで言い切られると、いっそすがすがしいぜ。

「逆ぎやくにムラマサ──あいつはぜんっぜんダメね！　ぜんっぜんダメ！　断だん言げんするけど、あいつ、わたしが売上でぶち抜ぬいてやろうが、自作のアニメが爆ばく死ししようが、微み塵じんも悔しがらないわよ。目の前で顔を指さしてプギャーってやってやっても、けろっとしてそう。──そんなつまんねーやつと勝ち負け競きそって、なにが楽しいっての？」

　むきになってくれないやつとは、勝負できないのよ──と、エルフは片かた手てをひらひらさせる。

　会ったこともない相手に、言いたい放題だな。

「そういえば、俺の担たん当とう編へん集しゆうも言ってたよ。ムラマサ先生は、住んでる世界が違ちがうっつーか、俗ぞく世せに興きよう味みがない、仙せん人にんみてーに穏おだやかな人で、怒ったところを見たことがない──ってさ」

　エルフが決めつけた人じん物ぶつ像ぞうと、さほど離はなれてはいない。

　千せん寿じゆムラマサ。

　俺おれよりもさらに若い、累るい計けい部数一〇〇〇万オーバーの怪かい物ぶつ。

　三年前、俺にトラウマを植え付けた、和泉いずみマサムネの天てん敵てき。

　……いったいどんなやつなんだろうな？

　ま、考えたってしょうがない。

　三年作家やってて会わなかったんだ。一生会うこたぁないだろう。




「よっし、そろそろ行くか」

　神楽かぐら坂ざかさんとの約束の時間に近づいてきたので、俺たちはカフェを出て、改めて出しゆつ版ぱん社しやへと向かった。

「編へん集しゆうとの話が終わったら、晴れてあんたも我わがフルドライブ文庫の一員ってわけね」

　俺たち作家は、あくまで個こ人じん事じ業ぎよう主ぬしであって、出版社や編集部に所しよ属ぞくしているわけじゃないんだが、こいつみたいに帰き属ぞく意い識しきのあるやつもいるようだ。

　もっともエルフの場合、編集部を『自分の所有物』みたいに思っていそうだが。

「そしたらあんた、わたしが新しく立ち上げる派は閥ばつに入るのよ。同じ編集部の偉い大だいなる先せん輩ぱいであるこのわたしに、絶ぜつ対たい服ふく従じゆうするんだからね？」

「偉大なるエルフ先輩が問題起こしたとき、俺まで炎えん上じようしそうだから嫌いやだよ」

　バカ話をしているうちに、出版社のビルに到とう着ちやくした。

　そこで俺たちは、奇き妙みような光景を目もく撃げきする。

「あら……あれって」

　エルフも俺と同じものに気づいたらしい。

　着き物もの姿すがたの女の子が、入口の前にぽつんと立っていた。手て提さげ袋ぶくろを片かた腕うでにかけ、両手で持った地図を眺ながめている。ときおり顔を上げ、ぽけ[image: ～][image: ～]っとビルを見上げていた。

「うわ、すごい格かつ好こうね」

「おまえが言うなよ。──あの子も、出版社に用があんのかな」

　俺の台詞せりふが終わる前に、エルフが着物少女に駆かけ寄よっていく。

「ねぇねぇ、あんたもこのビルに用事？」

「！」

　女の子がびくっと硬こう直ちよくする。エルフがいきなり背はい後ごから話しかけたせいで、びっくりさせてしまったらしい。その拍子に──

　どさどさどさっ……。バッグの中から、何かがこぼれ落ちてしまった。

「……あっ」

　着物少女は慌あわてて、落ちたものを拾おうとする。

「うわっ……ごめん」「おいっ、なーにやってんだよ」

　俺おれとエルフも、一いつ瞬しゆん遅おくれてそれを手伝った。

「って、これ……」

　少女のバッグから零こぼれ落ちたのは、何なん冊さつものノートだった。ノートの種類はさまざまで、小学校の授じゆ業ぎようで使うようなものも含ふくまれている。

　その他、何故なぜか『スーパーのチラシ束たば』や『学校で配られるようなわら半ばん紙しのプリント束』を、クリップで留とめたものが散らばった。

　……な、なんだぁ？

　そう思ったが、拾っているうちに気が付いた。

　チラシの裏うらや、わら半紙いっぱいに、びっしりと鉛えん筆ぴつで文章が書きこまれている。

　おそらくは、ノートの中身も同じだろう。

　これは……このノートと紙束は──小説の手書き原稿だ。

「……あんた、小説家？」

　エルフが言った。

「！」

　バババッ！　着物少女は、俺たちから原げん稿こうを取り戻もどすや、ぎゅっとそれを抱だきしめた。

　そして──

「────────」

　彼女は、目を見開いて硬こう直ちよくする。

　ここで俺は、初めて少女の顔を見た。

　つんと吊つり上がった大きな瞳ひとみは、いかにも強気そう。

　その眼まな差ざしが、『俺』を真っ直ぐとらえていた。

「……………………」

　少女は、無言で俺を見ている。

　……あれ……初対面、だよな？　……なんでこの娘こ、俺を見てびっくりしてるんだ──いや、そう見えるだけで、エルフの問いかけに固まっているだけか？

　エルフは、もう一度問うた。

「ねぇ、どうなの？　小説家なんでしょ？」

「…………………………」

「ちょっと！　無視してんじゃ──あいたっ」

　後頭部にチョップしてやった。

「いきなり大声出すなよ。ほら、びっくりしてるだろ。──ごめんな」

　俺は、少女に優やさしく笑いかけた。妹に対してそうするようにだ。

　少女は、それでようやく正気に立ち返ってくれたらしく、軽くかぶりを振ふって、赤くなる。

「……いや、もう大だい丈じよう夫ぶ。恥はずかしいところを見せた。拾ってくれて、ありがとう」

　凜りんとした、かっこいい声だ。

　年下っぽい外見なのだが…………もしかしたら年上なのかもしれない。

「いきなり声をかけちゃって、こっちこそ、悪かった。ええと──」

　俺おれは、少女に声をかけようとしたのだが、

「ははぁん、わかったわ！　さては持ち込こみの新人さんでしょ！　いま地図見てたし、手書き原げん稿こうなんて持ってくる理由、他に考えらんないもの」

　すかさずエルフが割わり込んでくる。

　この着物の女の子については、俺もエルフと同じ見立てだ。

　出しゆつ版ぱん社しやに提てい出しゆつする原稿を、いまどき手書きなんてありえない。そんな基き本ほん的てきなことも知らないこの子は、少なくとも俺たちの同業者ではないだろう。

「きっと、初めて書いた小説を、編へん集しゆう者しやに読んでもらおうと思って、田舎いなかからはるばるアポなしで来ちゃったとか、そんなとこでしょ！　たまにいるのよねー、そういう素人しろうとさん。言っとくけど、どこの出版社も、実績ない人の小説持ち込みなんて受け付けてないわよ。このまま一人で入っても、受付で門もん前ぜん払ばらいになっちゃうでしょうね」

　そうなんだよなあ。

　小説家って、資し格かくとかいらないから、誰だれでも、極きよく端たんな話小学生でも、なるだけならいますぐなれる職しよく業ぎようなんだけど……。

　仕事をもらうためには、『実績』と『コネ』と『コミュ力』が必要なのだ。

　一シリーズを完結させた『実績』。著ちよ作さくがアニメ化した『実績』。新人賞を受賞した『実績』。ＷＥＢ小説で大人気になった『実績』──ってな感じで。

　そういうのがないと、仕事はもらえないし、あっても少ないと、いまの俺みたいに『発売日は一年後ね』みたいなことになる。

　だから、かわいそうだけど、この娘この持ち込みが成せい功こうする見込みはないだろう。

　なんて考えていたら、エルフがこんなことを言い出した。

「ま、でも、せっかくだから、わたしたちについてきなさいよ。ぶつかっちゃったお詫わびに、編集部の見学くらいはさせてもらえるよう頼たのんであげるわ」

「お、おまえ……」

　なんでそんなに我わが物顔なの？　この出版社となんの関係もない人なのに。

　というか俺ら、いまから『別の出版社で仕事するから』っていう、悪い話をしにいくところなのに。

　エルフの言葉を受けた着物少女は、否ひ定ていも肯こう定ていもせずにビルを見上げ、それから改めて俺たちに向き直った。

「あなたたちは……小説家なのか？」

「そうよ！」

　エルフが胸むねを張はって答えた。

「なら、ここの出しゆつ版ぱん社しやから……本を出している？」

「本を出してるのは、別の出版社！　あんた、山やま田だエルフ先生って知ってる？　当然知ってるわよね？」

　この切り出し方！

『もちろん知ってます！　あの超ちよう人気作家の──はっ！　ま、まさか！』

『ふっ、わたしよ！』

　これがやりたいんだろうなあ……。

　着物の女の子は、少しの間をあけて、首を横に振ふった。

「いや、知らない」

「……えっ？」

　こんときのエルフの表情は、永えい久きゆう保ほ存ぞんしておきたいくらいに素す晴ばらしかったよ。

「い……いい、いま……なんて？」

　一いち縷るの望みをかけて問うも、返ってきたのは、最近よく聞くあのフレーズだった。

「そんな名前の人は、知らない」

「────」

　ずががーん！　とショックを受けて青ざめるエルフ。

「ぷっ」

　俺おれは思わず吹ふき出してしまった。愕がく然ぜんとするエルフの背せを叩たたいて、

「おまえなんか知らないってさ！　売れっ子作家も形かた無なしだな、ハハハ！」

「くっ……う、うるさいわね！　笑うなぁ！」

　エルフは、ぎろりとこちらをにらんでくる。

　彼女は、着物少女に向き直って、かっこいいポーズで名乗りを上げた。

「わたしが超有名美少女ラノベ作家、山田エルフよ！　覚えておきなさい！」

「………………」

　ぽかーんとされてしまった。

「ぐぬぬ……反はん応のうが薄うすい……っ」

　こいつ、全人類が自分の名前を知っていて当然って思っていやがるからな。

　実じつ際さいは、こんなもんだろう。

「いくら売れっ子作家だっつっても、知らない人は知らないよ。──君も気にすんな」

　着物少女は、無言でうなずく。

　エルフは、少女に、勢いきおいよく顔を近づけて、

「私の作品を読んだことがないなんて、人生損そんしてるわよ！　もうすぐアニメ化するし、超ちよう々々々～面おも白しろいから、絶ぜつ対たい読みなさい！　すぐに読みなさい！　そうしたら、きっとわたしの名前を、神としてあがめたくなるわ！」

「本当にそんなに面白いのなら、ぜひ読んでみたい。タイトルを聞いても？」

「『爆ばく炎えんのダークエルフ』よ！　どう？　超カッコいいタイトルでしょう！」

　エルフが、嬉き々きとして口にする。

「……」

　着物少女は、はてと首をかしげた。しばし沈ちん思しし……ぽん、とこぶしで掌てのひらを叩たたく。

「その本なら、持っている」

「！　も、もうわたしの本を読んでたってコト!?　じゃあなんで作者──否いな、神であるわたしの名前を知らないのよ！」

「それは…………」

「なに!?　早く言いなさいよ！」

「だからそのへんにしとけって、な？」

　俺おれは、怒いかれるエルフ先生から、（未来の）新人作家さんを守るため、間に割わり込こんだ。

「ふんっ」

　と、エルフは腕うでを組んでそっぽをむく。

　着物少女は、エルフの剣けん幕まくがおそろしかったのか、うつむいてしまっていて──




「……から」




　ぼそっと呟つぶやきを漏もらした。

「──────」

　俺は絶ぜつ句くしてしまう。

　本当なら、誰だれも聞き取れないくらいに小さな呟きだったのだが。

　妹で慣れている俺には、彼女が超小声でなんと言ったのか、聞こえていたから。

　いまの……聞き間ま違ちがい……だよな？

　一方、エルフは自分の中でこう結けつ論ろんを出したらしい。

「いいわ！　どんなに面白い小説を読んだって、『作者の名前』まで気にしない人もいるってことでしょう！　それなら、このわたしの偉い大だいさを、これからたっぷりと教えてあげる！　ほら、行くわよ！」

　ビルの玄げん関かんを指さし、元気よく俺たちを促うながしたのだった。




　とまぁ、そんな騒さわがしいやり取りを経へて、ようやく俺たちは、着物少女を引き連れて、ビルの入口へと入っていった。

　受付で入にゆう館かん証しようを受け取り、エレベーターホールへと向かう。

　エレベーターに乗って十四階へと向かい、広い待合室で担たん当とう者しやを待つ。

　ちなみにその間、ずーっとエルフが着物少女に、自じ慢まん話ばなしをしまくっていた。

　わたしは累るい計けい二〇〇万部を超こえる超ちようすごい作家であり、アニメ化も決まった超すごい作家であり、アイドル顔負けの美び貌ぼうを持つ超すごい作家であり、云うん々ぬんかんぬん……。

「わかった？　ようするに売上ってのは、作家の戦せん闘とう力りよくみたいなものなの！　わたしの戦闘力は二二〇万ってことなのよ！　すごいでしょ？　ねぇねぇ、すごいでしょ？　尊そん敬けいした？」

　なるほど。これがエルフの言う、むきになっているってやつか。

「やめとけって、困こまってるだろ？」

「黙だまりなさいよ戦闘力二十二万！　二〇〇万部売れてるんだから、わたしはあんたたちに、なにを言ってもいいの！　売上に一〇〇万以上の差があるというのは、そういうコトなの！　オーケイ？　わかった？」

「……………」

　誰だれかこいつを、痛いたい目に遭あわせてやってくれねぇかな。

　俺おれは苦笑して、着物少女に言った。

「悪いな、いつもはここまで意地悪なやつじゃないんだが……今日はちょっと、虫の居い所どころが悪いみたいだ」

　着物少女は、首を横に振ふった。

「いいコトを聞いた」

「……？」

　なーんかこの娘こ、よくわからんな。

　最初はキリッとクールで大人おとなびた女の子なのかなと思ったのだが、どうも違ちがうっぽい。

　というのも、さっきからこの娘、エルフが一いつ生しよう懸けん命めい自慢話をしている間中、ぼーっと違うことを考えている様子なのだ。そんなときは、俺が話しかけても、三回に一回くらいしか返事をしてこない。

「…………うーむ」

『人の話を聞いてないときがある』ってのは、『アイデアがひらめいた』ときの俺もそうだから、あんまり人のこと言えないんだけど。

　この俺が！　妹と話している最さい中ちゆうだってのに！　不覚にも！　頭の中で執しつ筆ぴつに没ぼつ頭とうしてしまったこともあるくらいなのだ。治そうと思っても治せない、どうしようもない性質だった。

　この娘も、小説家志望の新人さんなのだろうから、もしかしたら小説執筆に夢む中ちゆうになりすぎる──『俺と同じ病気』なのかもしれない。だとしたら……他人とは思えないな。

　俺は、彼女に、奇き妙みような親近感を抱いだいていた。

　そうやって着物少女と話していたら、エルフがいちゃもんをつけてきた。

「うっわぁ、さっきからデレデレしちゃって……。あんたって、そういう娘こが好みなんだ？　……サイテー、あーあ、これだから男は……」

　カチカチカチカチ。エルフは、俺おれを流し目でにらみながら、スマホを指でいじっている。

「？　おまえ、なにやってんだ？」

　エルフの手元を覗のぞき込こむと、ツイッターに、こんな書き込みをしてやがった。

　──『マサムネが、かわいい持ち込み新人さんをナンパしてるなう』

　後頭部をひっぱたいた。

「いったいわね！　なにすんのよ！」

「たちの悪いウソ書き込みをするんじゃない！　ってか、なんだよこの一個前のツイートは！」

　──『和泉いずみマサムネ先生とデート中なう♡』

「こ、このバカ女……っ！　コレ紗さ霧ぎりに見られて変な勘かん違ちがいされたらどうするんだ……！」

「もう振ふられてるんだから別にいいでしょ？」

「ちっともよくねえ！　かっこいいお兄ちゃんというイメージを作りたいの！　俺は！」

「大だい丈じよう夫ぶ、どうせ無理だから。もう手て遅おくれだから」

「そんなことないっ！　ないったらないっ！」

　ちなみに──

　俺はまだ、着物の少女に自じ己こ紹しよう介かいをしていない。

　彼女がコミュ障しよう気ぎ味みで、自分からちっとも名乗ってくれないってのもあるし──

　さっきのエルフとのやり取りを、聞いてしまったからだ。

『和泉マサムネ？　誰だれ？』とか言われたら、超ちよう傷きずつく自信があるもの。

　それに──

　さっき彼女が、『なんで本を持っているのに、作者である山やま田だエルフの名前を知らないのか』と聞かれたときに、超小声で呟つぶやいた台詞せりふ。

　ひどく哀かなしそうな声で──





　──つまらなかったから。






　ちらりと横目で、少女の顔を盗ぬすみ見ていたときだ。

「おっまたせー」

　待合室に、俺の担たん当とう編へん集しゆう・神楽かぐら坂ざかさんがやってきた。

「メール見たけどォ、他の出しゆつ版ぱん社しやで仕事したいんですって？　あーもーダメダメダメダメ！　この前出してもらった企き画かく、すっごく面おも白しろかったんだから！　ある程てい度ど戦力として期待してるんだから！　先方には、私から電話して、ちゃ～んと話をつけておいたわ！　これからも一いつ緒しよに、二に人にん三さん脚きやくで頑がん張ばっていきましょうよ！　ねっ！」

　死しに神がみにふさわしい登場台詞せりふだった。遭そう遇ぐうした瞬しゆん間かんにこちらの首を狩かり取るとは……。

「………………」

　俺おれは、ぽかんと口を開けてしまう。

　隣となりのエルフは「ほら見たことか」みたいな顔だ。

　神楽かぐら坂ざかさんは、俺たちのすぐそばで足を止めるや、笑顔で言った。

「それに私、このあとすぐに、超ちよう人気作家さんとの打ち合わせが入ってるからさァ、忙いそがしいのよね。だから──」

「お、俺だって！　これからもここで仕事したいですよ！」

　色々とすっとばして、俺は、魂たましいの叫さけびをぶつけた。

「でもっ……！　俺は……！　邪じや魔ましないでください！」

「え？　邪魔なんかしてないでしょ？」

「してますぅ！　めっちゃしてますぅ！　なに俺の仕事潰つぶしてんですか！」

「潰してません～。一年後にうちから出してあげるって言ったじゃないですかぁ～」

「ぐぬぬ……い、一年後じゃダメなんです！　メールでも説明したとおり──」

　そこで俺たちの会話に、割わり込こんできたやつがいる。

「はいはいはいはい、そこまでそこまで」

　エルフだ。

「こうなると思ったから、ついてきたのよねー。マサムネ、ここはわたしに任まかせなさいって」

　あとから考えると、この発言がまずかった。




「──────────────────────────────」




　この場で俺の名前を出さなけりゃあ……『あんな展てん開かい』には……ならなかったんだ。

　ここまで一緒に来て、いまもすぐそばにいるのに、いっさい喋っていないやつのことなんて、このときは気にも留とめていなかった。見てのとおり、それどころじゃなかったからだ。

「あ、山やま田だ先生、いたんですか？」

　神楽坂さんの嫌いや味みを、エルフは完全にスルーして、俺に向かって語り始める。

「いい？　マサムネ、このオバサンはね、わたしたち若者とは時間の感覚が違ちがうのよ。年を取るごとに、どんどん一日が短くなるってよく言うでしょ？　きっと、ババアにとっての一年はあっという間なのよ。わたしたちにとっての一年とは、重みが違うわけ。だから平気で、発売日は一年後ねーとか言えるの。──こんな編へん集しゆう部ぶなんて、さくっと見み限かぎってうちに来なさいよ。ねっ？　うちはいいわよぉ～、超ちよう美び人じんで優やさしい年下の先せん輩ぱいがいるし、小説書いたらすぐに発売してもらえるし、家事万能でかわいい同業者に面めん倒どう見てもらえるし、締しめ切りは融ゆう通ずう利きくし、アニメのＢＤをボッタクリ価か格かくで売ったりしないし、年下の彼女だってできるかもしれないわよ！」

　うさんくさい雑ざつ誌し広こう告こくみたいだな。

「……『年下の先せん輩ぱい』という単語には、ちょっぴり心こころ惹ひかれるものがあるが」

　たとえ相手がエルフ先輩だとしてもだ。

「そうでしょう？　そうでしょう？」

　だってこの出しゆつ版ぱん社しやでは、俺おれがほぼ最年少だから、いるのは年上の先輩＆後輩ばかりなのである。俺にとって『年下の先輩』というのは、けっこう憧あこがれの存そん在ざいだった。

「やれやれ、それにしても、このわたしは仕事多すぎて泣かされてるってのに──泣くほど仕事が欲ほしい人もいるわけで。なんつーか、ままならないもんね」

　まったくだよ。世界ってのは公平じゃねえよな。

「ともあれ、わたしが言いたいのはね。この人が何をわめこうが、あんたの選せん択たく肢しは潰つぶされちゃいないってこと。あんたには、何よりも大切な──夢ゆめがあるんでしょう？」

　エルフは、優やさしい笑顔で俺に問うた。

　……そうだな。そうだ。

　俺がやりたいこと、俺がやるべきこと。

　そんなのは、もうとっくの昔に決まっているのだ。

　あとは、そいつをお世話になった担たん当とう編へん集しゆうにちゃんと伝えて──話し合おう。

　今日は、そのために来たんだから。

「神楽かぐら坂ざかさん」

「う、うん。なに？」

「俺、この前提てい出しゆつしたラブコメ小説を、絶ぜつ対たいに本にしたいんです。今年中に、なるべく早く、作家としての成果を出さなくちゃいけない。どうしても」

　だから。

「──相談に、乗ってください」

　誠せい意いをこめて、頭を下げた。

　俺は、虫のいいことを言っている。そいつを承しよう知ちの上で、一番頼たよれる大人おとなに、相談したのだ。

　少しばかりの間があって、神楽坂さんが口を開く。

「和泉いずみ先生。あのね、人の話を最後まで聞きなさい。勝手に悪者にしないでよ」

「えっ？」

「私だって、昨日メールもらったあと、びっくりして色々考えたんですから。なんとか和泉先生に仕事をあげられないかな──ってね」

　そ、そんな雰ふん囲い気きじゃなかったような。

「どういうことなんです？」

「ふっふっふ、感かん謝しやしてくださいよ。今回だけ、特別なんですからね」

　神楽かぐら坂ざかさんは、恩おん着きせがましく前置きをした上で、ニッと笑ってそれを取り出した。

「じゃーん！　これを見てください！　我わが編へん集しゆう部ぶが開かい催さいする小説競技コンペテイシヨン！　その名も『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』っ！」

　バインダーに挟まれたプリントだ。

「「『ラノベ天下一武闘会』？」」

　俺おれとエルフの返事が重なった。神楽坂さんは、得意げな口く調ちようで説明する。

「そう！　新しん進しん気き鋭えいの作家さんたちが、雑ざつ誌しに読み切り短たん編ぺんを掲けい載さいして、読者投票で出しゆつ版ぱん枠わくを争う──という新プロジェクトです！」

　富ふ士じ見み書しよ房ぼうでやってるやつのパクリじゃねーか。

「どう、和泉いずみ先生。この大会に、エントリーしてみません？」

　神楽坂さんは、バインダーに挟はさまれたプリントとペンを差し出した。

　プリントは、こんな内ない容ようだった──





『ラノベ天下一武闘会』概がい要よう（社内用）





　・出場条件：デビュー二年以内の、未アニメ化作家。

　・出場枠：５

　・掲載雑誌：『月刊ラノベジャンプ』七月一〇日発売号。

　・掲載作品：短編読み切り小説（文庫換かん算さん、六十ページ以内）

　・原げん稿こう料りよう：原稿用紙１枚まいあたり２５００円（４００字詰め原稿用紙換算）

　・選考方法：読者投票（アンケートはがき）で優ゆう勝しよう作さく品ひん一作を決定し、即そく日じつＷＥＢで発表する。

　・担当編集各位：若じやつ干かんきつめのスケジュールになりますので、対応できる作家さんを選出するようお願いいたします。






　★優勝作品は、加筆修正し長編小説として、九月に文庫として発売します。






　一ページ目には右記の内容が記しるされており、ページをめくると『五枠の空くう欄らん』があった。

　俺も知ってる新人作家の名前が、三名分記入されている。

　エントリー枠は、残り二枠──そして……

「優勝作品は九月に文庫として発売します……だと……！」

「そう。優勝した暁あかつきには、三か月後、九月の出版枠を獲かく得とくできます。もちろん原稿料も出ますよ。新人作家さんのための大会なので、和泉いずみ先生は、ほんとは出ちゃだめなんですけど──そこは私の権けん限げんでごり押おししてあげます！　私の権限で！　和泉先生のために！　特別にね！」

　あくまで恩着せがましい言い方も、気にならなかった。それどころじゃなかったからだ。

「つまり、俺おれが、これに出て、優ゆう勝しようすれば……」

「はい、そういうコトです。それで『作家としての成果』とやらを、出したことになりますか？」

　原げん稿こう料りようだけだと、叔母おばさんの説得は厳きびしいかもしれないが──

　出しゆつ版ぱん枠わくがもらえるなら、話は別だ。

「……はい！」

　俺は元気よく返事をし、エントリー枠の空くう欄らんに、自分のペンネームを書き込こんだ。

　よぉぉし！　いけるっ！　この大会で出版枠を勝ち取れば……！　これからも紗さ霧ぎりと一いつ緒しよに暮くらせるし、エロマンガ先生と一緒に仕事をしていけるぞ！

　神楽かぐら坂ざかさんは、俺が返したプリントとペンを受け取って、

「はい、確たしかに。和泉マサムネ先生、『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』参加を受け付けました！　がんばってくださいね！」

「ありがとうございます……！　神楽坂さんに相談してよかったです！」

　担たん当とう編へん集しゆうの手を、両手で握にぎり締しめて言った。

　ちなみにとなりのエルフは、白しらけた目でそれを見ていた。

「喜ぶのは早いですよ？　四人のライバルを倒たおさないと、出版枠は手に入りません」

「望むところです！　元より、こんなところで負けてられません」

　いまの俺ならできると思った。

「『俺たちの夢ゆめ』の、第一歩なんですから！」

　エロマンガ先生と一緒に作り上げたあの作品に、めちゃくちゃ自信があったから。

「勝ちますよ、絶ぜつ対たい！」




「そうはさせない」




　俺の思考を、鋭するどい言葉が切り裂さいた。

「「──────!?」」

　俺、エルフ、神楽坂さんの三人が、同時に声の方に振ふり向いた。

　そこには──

「和泉マサムネ君。『君の夢』は叶かなわない。──いや、叶えさせはしない」

　厳きびしい顔で俺をにらむ、着物少女の姿すがたがあった。

　元の顔が整っていて綺き麗れいなだけに、異い様ような迫はく力りよくだった。

「な、き……おまえ──」

「…………」

　着物少女は、声を発した俺おれではなく、なにかを言いかけていた神楽かぐら坂ざかさんの口を、右手でふさいだ。そうして神楽坂さんを黙だまらせてから、ピッと、その手でプリントを奪うばい取る。

「なぜなら」

　冷然とそれに目を落として、

「出しゆつ版ぱん枠わくを懸かけたコンペティション──私も出ることにしたからな」

　いまさら気づいた。

　こいつ……こいつは……『小説家志望の新人』なんかじゃない。

「おまえ……誰だれだ！」

　俺の誰すい何かに、彼女は、横目で俺を一いち瞥べつするや、エントリー枠の空くう欄らんに、ペンネームを書き込こむことで返事とした。

　見み惚ほれるほどの達筆で、




　千せん寿じゆムラマサ、と。




「甘あまったるい君の夢は、『私の夢』の邪じや魔まなんだ。だから、私が、必ずここで潰つぶす！」
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「────────」

　むき出しの憤ふん怒ぬをぶつけられた俺おれは、返事すらできなかった。

　デビュー以来、ずっと棚上げにしていた大荷物。

　三年前のトラウマの元げん凶きよう。和泉いずみマサムネの天てん敵てき──

「千せん寿じゆ、ムラマサ……」

「呼よび捨すてはよくないな、後こう輩はい」

　ムラマサは、むっつりと口をへの字にし、ずいぶん遅おくれた自じ己こ紹しよう介かいを、こう締しめくくった。

「私のことは、ムラマサ先輩と呼びなさい」
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[image: 第四章]







　あれから数時間が経たっていた。

　とうに日は落ちて、窓まどの外は真っ暗だ。

　俺おれとエルフは和泉いずみ家のリビングで、ぐったりとしていた。

　俺はソファに沈しずみ込こんでおり、エルフはローテーブルに突つっ伏ぷしている。

「…………………………………………………………」

「…………………………………………………………」

　帰り道からずっとこの調子で、会話はなく、お互たがいに死体のような有あり様さまだ。

　あのあと、こんなことがあったのだ──。




　着物の少女が、正体を明らかにした、そのとき。

　ムラマサの発言に気け圧おされ、動くことのできなかった俺に代わり、エルフがずずいと前に出て、チンピラみたいなメンチを切った。

「はあ？　なによあんた、いきなり割わり込んで来て、潰つぶすとか、なんとか──意味わっかんない。なにが年下の先せん輩ぱいよ、引っ込んでいなさい」

　どっから『年下の先輩』なんてワードが出てきたのか謎なぞだが、不気味な圧あつ力りよくを放つ相手に対し、まったく怯ひるんでいないのはさすがだった。頼たのもしい。

　いや、むしろ俺が……因いん縁ねんの深いムラマサ──先輩──と、いきなり遭そう遇ぐうしたせいで、ビビりすぎなのかもしれない。

　ともあれ。俺は動かず、エルフは動いた。その結果──

「山やま田だエルフ先生……だったか。あなたこそ、引っ込んでいてもらおうか」

　ムラマサ先輩は、俺よりも先に、エルフと対たい峙じする。

「これはマサムネ君と、私の、『二人の問題』なんだ」

「ふた……！　な、なんですって？」

「あなたは、二〇〇万部以上売れていて、今度アニメ化も決まった、超ちよう売れっ子作家だ。合っているな？」

　エルフが自分で自じ慢まんしたことだ。間ま違ちがっているわけもない。

「そうよ！　崇すう拝はいなさい！」

　エルフは胸むねを張はって答える。

「……………………ふむ」

　あごを触さわって、沈ちん思ししたムラマサ先輩は、さほど間を開けずに後ろを振ふり向き、神楽かぐら坂ざかさんに話しかける。

「あなたは確たしか、私の担たん当とう編へん集しゆうの──」

「神楽坂よ、ムラマサ先生。…………名前、覚えてくれてなかったのね……」

　神楽坂さんは、諦あきらめたような口調で返す。ムラマサ先輩は、ちょっとバツが悪そうな顔で、

「……はい」

「ほとんど会ったことないんだし、久ひさしぶりだし、しょうがないか。そのうち覚えてくれればいいわ。待ってるから、先にそっちの用事を済すませてください。二人の担たん当とう編へん集しゆうとして、私も気になるわ。止めたって、聞かないでしょうしね」

「そうします」

　いまのやり取りを聞くに、さっき神楽かぐら坂ざかさんが言っていた『これから人気作家と打ち合わせがある』ってのは、ムラマサとの約束だったようだ。

　いや……それよりも……こいつ……。

　……自分の担当編集の名前を覚えていなかっただと？

　いったい、どういう仕事のやり方してるんだ？　少なくとも普ふ通つうじゃありえない。

「その前に……神楽坂さん。私の本の売上を教えてください」

「……自分で、把は握あくしてないのね？」

「………………」

　図ず星ぼしを衝つかれたとばかりに、赤くなるムラマサ先せん輩ぱい。

　し、知らないのか？　自分の本の売上を？　自分の収しゆう入にゆうを？　い、嫌いや味みとかじゃなくて？

　確たしかにこの先輩は未成年だから、以前の俺おれと同様、印いん税ぜいやら原げん稿こう料りようやらの収入は、保護者が管かん理りしているのだろう。

　それにしたって……ありえるのか？　そんなこと……。

「自分の売上を把握してない作家……自分の本の評ひよう判ばんを検けん索さくしない『誰だれかさん』を思い出すわね。もっとも、こいつはさらに徹てつ底ていしているようだけれど」

　エルフはぼそりと感想を漏もらした。

　こんなところまで、俺の上じよう位い互ご換かんかよ。

　どうでもいいことなのに、劣れつ等とう感かんを刺し激げきされてしまうな。

「ムラマサ先生の売上、累るい計けい発行部数は──」

　神楽坂さんが、ゆっくりと答える。




「一四五〇〇〇〇〇部です」




　自分の作品の売上部数を初めて聞いたらしいムラマサ先輩は、

「………えっ……………一四五〇部？」

「万部、です」

「な……に……」

　むちゃくちゃびっくりしている。愕がく然ぜんと両手の指を折って、数を数え始めた。

「そんな……バカな……私のお小こ遣づかいは月に四五〇〇円だというのに……」

　山やま田ださんちと違ちがって、しっかりした御ご両りよう親しんらしい。

　うちも以前は、俺おれが仕事で得た収しゆう入にゆう、全部親が管理していたっけ。

「ねぇ、なにこの茶番？　新手の嫌いや味みかなにか？」

　うんざりしたエルフの声で、ムラマサ先せん輩ぱいがハッと我われに返った。

「そ、そうだった。ええと──山やま田だ先生、改めて言うが、引っ込こんでいてもらおうか」

　こほん、と軽い咳せき払ばらいをして、

「『一〇〇〇万部売れてるんだから、私はあなたに、なにを言ってもいいんだ』『売上に一〇〇万以上の差があるというのは、そういうコトなんだ』──あなた自身の台詞せりふだぞ」

　どうやらこれが言いたいがための、前フリだったらしい。

　その後の驚おどろきっぷりからすると、『たぶんエルフには売上勝ってると思うんだけど、ちょっと確かく信しんが持てないな』って感じだったのだろう。

　実じつ際さいは、超ちよう大たい差さで勝っていたわけだが。

「……ぐぬっ……！　うぐぐぐぐぎにににに…………！」

　ぎりっ、と歯を食いしばり耐たえるエルフ。

　言い返すことはできない。完全にカウンターを決められた形である。

「さて、邪じや魔ま者ものは消えた。本題に入ろうか、マサムネ君」

　エルフを撃げき退たいした上で、ムラマサ先輩は、改めて俺に向き直った。

「──────」

　そしてこの眼まな差ざしだ。先まであったお茶ちや目めさが、俺を見た瞬しゆん間かん、消え失せている。

　好都合だった。ちょうど俺も、コミカルなやり取りをする気分じゃない。

　先輩は言った。

「怒おこっているようだな、後輩」

「先輩が『俺たちの夢ゆめ』をバカにしたからだ。潰つぶすとも言った」

「ああ、言ったとも」

　これで怒らなきゃ、俺じゃない。

「訂てい正せいしてくれ。先輩でも許ゆるさないぞ」

　相手をにらみ返した。すると彼女は、がらりと表情を変えて、ふっと微笑ほほえみを返してきた。

「君の小説の主人公みたいな台詞を言うな。想像どおりの人ひと柄がらで、たいへん結けつ構こう。なら、私も悪役らしく、もっと怒らせてみるとしよう。──今回、君が提てい出しゆつした企き画かく、発売日が一年後に伸のびたのは、私が意図的に出しゆつ版ぱん枠わくを奪うばったからだ」

「──な」

　この人が、俺よりも早く新しん作さく原げん稿こうを提出したせいで、俺が狙ねらっていた出版枠を埋うめてしまったせいで、俺の企画の発売日は、来年の五月──一年後まで伸びてしまった。

　それが、いま俺が四し苦く八はつ苦くしている、そもそもの原げん因いんだった。

「君の動向は、担たん当とう編へん集しゆうを通じて、逐ちく一いち教えてもらっていたからね。君の企き画かくに、私の企画をぶつけて出しゆつ版ぱん枠わくを奪うばうのは、そう難むずかしいことではなかった」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、ゆっくりと告げる。

「私が、悪意をもって、君の企画を潰つぶすためにやったことだ」

「ちょ！　ムラマサ先生──」

　神楽かぐら坂ざかさんが割わり込こんでくるが、それをムラマサ先輩は、視し線せんだけで止めて──

　しぃ、と唇くちびるに人差し指を触ふれさせた。『黙だまっていろ』の仕し草ぐさ。

「俺おれの企画を、わざと潰したってことか……？　なら、まさか、一昨年おととしのアレも……」

「一昨年？　なんのことだ？」

「俺は一昨年、先輩と企画内ない容ようが被かぶっていたせいで、先輩がずっと俺と同じタイミングで似にた内容の新作小説を書き続けたせいで……何度もボツを食らい続けて、小説が一冊さつも出せなかった。まさか────あれも、わざとか？」

「──────────────────────────」

　ムラマサ先輩は、両目を大きく見開いた。

　俺からそんな台詞せりふが出てくるとは、思わなかったとばかりに。

　俺たちの間に、ピリッと張はり詰つめた空気が横たわった。

　……………………。

　かなりの間があってから、彼女は、すぅ……と大きく息を吸い込こんで、

「そうだと言ったら？」

「俺が、先輩のことを大だい嫌きらいになる」

「…………」

　ムラマサ先輩は、俺から顔をそむけた。そのせいで、表情がわからなくなる。

「……ちなみに、当然、今日、この時間、この場所に君が来ることも、私は知っていた。打ち合わせはついでだよ。私は、君に会うために、ここに来たんだ」

　俺の夢ゆめを潰す。そう宣せん告こくするために、初めて編へん集しゆう部ぶへとやってきた。

　さっぱりわからない。

「どうしてそこまで俺を目の敵かたきにするんだよ」

　絶ぜつ対たいにむきにならない。怒おこらない。俗ぞく世せのことなんか興きよう味みない。仙せん人にんみたいなやつ──じゃなかったのかよ。話が違ちがうじゃねーか。

　俺の問いに、ムラマサ先輩は、再ふたたび俺をにらみつけ、答えた。

「君が嫌いだからだ。和泉いずみマサムネ──私は、つまらない夢を抱く君が大っ嫌いだ。『私の夢』の邪じや魔まをする、つまらない小説を書く君、が、大嫌いだ」

　だから潰す。

　ムラマサ先輩は、もう一度、はっきりと『目的』を繰くり返した。

　……ああ、そう。そうか──そうかよ。

　過去の苦い思い出のせいで、ずいぶん遅おくれちまったけど…………認にん識しきしたぜ。

　こいつは『俺おれの敵てき』なんだな。競きそい合うライバルですらない、ただただ潰つぶしあうだけの敵。

「……なんでも相手の命令をきくってのはどうだ？」

　俺は目を細めて言った。

「『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』で勝った方が、負けた方になんでも命令ができるってことにしよう」

「ちょ、ちょっとマサムネ……」

　となりのエルフが心配そうに俺の腕うでをつかむが、無む視しして続ける。

「そうでもしないと勝負がつかない。言っとくけど、俺は、一回負けたくらいで夢ゆめを諦あきらめたりはしないぜ。何度潰されようが必ず夢を叶かなえてみせる」

　逆ぎやくに、ムラマサだって、俺に一回くらい負けたからって、目的を諦めたりはしないだろう。

「一発勝負で決めようじゃないか。俺が勝ったら、二度と『俺たちの夢』を邪じや魔まさせない。俺が負けたら……好きにしろ」

「願ってもない条じよう件けんだが。……いいのか？」

　ムラマサはきょとんと問い返してくる。

『えっ、マジで？　絶ぜつ対たい私が勝つのに、そんな約束しちゃっていいの？』

　当然のようにそう思っているんだろう。

　なにせ山やま田だエルフ大先生ふうにいうならば、

　戦せん闘とう力りよく一四五〇〇〇〇〇と戦闘力二二〇〇〇〇だ。

　どう考えてもおまえに勝ち目なんかない──そう思っているんだろう。

　上等じゃないか。こっちはさっきからずっと、ハラワタが煮にえくり返っているんだよ──

「当たり前だ！　俺たちの夢は──つまらなくなんてない！　おまえになんか負けない！」

　俺は、でかい声で言ってやる。

「勝負だムラマサ！　俺たちの夢で、おまえに『超ちよう面おも白しろい』って言わせてやるぜ！」




　──と、いうことがあったのだ。

　そして俺たちは、二人して黙だまりこくったまま電車に乗って和泉いずみ家に帰り、エロマンガ先生に報ほう告こくすることもなく、そろってリビングでぐったりしちまっているってわけ。

「…………ごめん、マサムネ。わたしのせいで、変な約束させちゃった」

　ローテーブルに突つっ伏ぷしたまま、エルフが数時間ぶりに、しょんぼりした声を出した。

「？　なんでおまえのせいになるんだ？」

「だって……愛いとしいわたしがムラマサにいじめられたから……怒おこって、あんな無む謀ぼうな啖たん呵かをきっちゃったんでしょ？　ほんとなら……もっとうまい切り抜ぬけ方があったかもしれないのに……」

「は？　なにそれ。違ちがうんだけど」

　がばっ！　エルフは勢いきおいよく顔を上げて、

「え！　違うの!?」

「違うよ。なに言ってんだ」

「じゃ、じゃあ！　あんたなんでっ……」

「そんなに落ち込こんでるのかって？　……なんつーか、上手うまく言えないんだけど」

　俺おれはソファに座すわったまま、頭を押おさえた。

「あいつに勝負を挑いどんだこと、俺、ちっとも後こう悔かいしてないんだ。おまえの言うとおり、もっとうまい切り抜ぬけ方があったかもしれないって、わかっているのにだ。たとえタイムスリップしてあの場面をやり直すことができたとしても、きっと同じようにすると思う」

　だってあいつは俺たちの夢ゆめを『つまらない』ってバカにしたのだ。

　読んでもいねーくせに、決めつけやがったのだ。

　絶ぜつ対たいに許ゆるせねえ。

　ただ…………

「ちっとも後悔してないのが、申し訳わけなくて、さ」

「？　どういうこと？」

「俺は、『俺たちの夢』を──勝手に賭かけちまった。それなのに、一人でスッキリして、後悔も反はん省せいもしていなくて……。一いつ緒しよに企き画かく書しよを作ってくれたエロマンガ先生に……俺を信じて送り出してくれた妹に、申し訳ない」

　それが、俺が落ち込んでいる理由だった。

「妹に、なんて言ったらいいか────わからない」

　だから帰き宅たくしたのに二階に上がれず、こうしてリビングでぐだっていた。

　のだが……

「なにそれ、ばっかじゃないの？　勘かん違ちがいして損そんしたわ」

　エルフは、あっさりとそう言って、立ち上がった。

　ちょっと前までしょぼくれていたってのに、そんな様子はもうかけらもない。

「あんた、妹好き好き言ってるわりに、妹のこと、ちっともわかってないのね──」

「えっ？」

　言われた意味を問い返そうした俺の手を、エルフがぎゅっと引っ張ぱって、立たせた。

　そこで──




　どんどんどんっ。




　俺を呼よばわる床ゆかドンが鳴り響ひびく。

　エルフは天てん井じようを仰あおぎ、それから俺おれの背せを叩たたいた。

「ほら、お呼よびよ。いってらっしゃい」







　リビングから叩き出された俺は、階段を上り、『開かずの間』の前へとやってきた。

「……紗さ霧ぎり、来たぞ」

　軽くノックをしてみるも……返事がない。

「……あれ？」

　紗霧に呼ばれてきたはずなのに……

　しばらく待ってみるも、『開かずの間』の扉とびらは、微び動どうだにしない。まるでエロマンガ先生と出会う前に、戻もどってしまったかのようだ。

「さ、紗霧？」

　ダメ元でノブを回してみる──と、鍵かぎがかかっていなかった。

　俺は、躊ちゆう躇ちよしながらも扉を開ける。部屋の中は薄うす暗ぐらく、人の気け配はいがない。

「入るぞ……」

　心配になって数歩踏ふみ入り、部屋の中を見回す。

　すると──

「……あ」

　ベッドの上の掛かけ布ぶ団とんが、こんもりと盛もり上がっていた。

「さ、紗霧？　……ね、寝ねてるのか？」

「……ふんっ」

「うわ」

　盛り上がった掛布団の山──ではなく、パソコンデスクに乗っているスピーカーから、不ふ機き嫌げんな声がした。……どうやらヘッドセットをつけたまま、布団にもぐりこんでいるらしい。

「起きてるじゃないか。どうしたんだ、いったい」

「ふんっ、うわきものの兄さんなんて、しらないもん」

「ええっ……？」

　な、なんのことだよ。どうして紗霧は、いきなり機嫌悪くなってんだ？

　今日、家を出てから、一言も喋しやべっていないのに。

「デートは楽しかった？」

「は？」

「………………デートは楽しかった？　って聞いたの」

「なにそれ？」

「……ど、どうせ……外に出られない女の子なんかより、一いつ緒しよに外で楽しく遊んだり、一緒にケーキ食べたりしてくれる娘この方が、好きなんでしょ……」

「えっと…………もしかして、エルフがツイッターに書いたあれのことを言ってんのか？」


　──和泉いずみマサムネ先生とデートしてるなう♡



「…………………………」

　当たりっぽい。

「いや、あんなんエルフの冗じよう談だんに決まってるじゃねーか。あいつと一いつ緒しよに編へん集しゆう部ぶに行ってくるって、言っただろ？　そりゃ、ケーキはおごってもらったけども、別にデートとかじゃないって」

「………………ふーん」

「ほんとだって！　信じてくれよ！」

　俺おれはどうして妹相手に、不ふ倫りんした言い訳わけみたいなことをしているのだろう。

「でも、エルフちゃんをリビングに連れ込こんでるでしょ。あれはなに？」

「ちょ、部屋から一歩も出ずによくわかるな！」

「ふんっ、そんなの、気け配はいでわかるもん」

　すげえ。ヒッキー奥おう義ぎその二ってとこか。

「で……なんでリビングでエルフちゃんといちゃいちゃしてたの？」

「だからしてねーって！」

　必死で『エルフとデートしてない』し『いちゃいちゃもしてない』ことを主張し続けると、やがて紗さ霧ぎりは、布ふ団とんにくるまったまま、ぼそっと呟つぶやいた。

「………………兄さんは、一生女の子とデートしちゃだめ。わかった？」

　……とんでもない命令が飛び出しやがった。

「い、一生と来たか」

「そう……一生。だって……」

「だって？　なに？」

「な、なんでもないっ！　なんで帰ってきたのにすぐこっち来ないのっ？　仕事がどうなったか、気になってたのにっ！」

「それは────」

　俺は、正直に言った。

「おまえに、申し訳なくて……さ」

「え……？」

　掛かけ布ぶ団とんが、ちょっとだけめくられ、紗霧がちょこんと顔をのぞかせた。

「どういうこと……？」

　俺は、ベッドの前にしゃがみこみ、紗霧と目を合わせ……深しん呼こ吸きゆうをしてから、語り始めた。

「実は──」




　数分後──




「──と、いうわけなんだ」

「………………………………」

　紗さ霧ぎりは、布ふ団とんから出てきて、俺おれの話をおとなしく聞いていた。ピンクのパジャマ姿すがたで、俺の目の前の床ゆかにぺたんと座すわっている。

　表情に変化はなく、なにを考えているのか……わからない。

「……すまん。勝手に、俺たちの夢ゆめを──賭かけちまった」

「？　なんで謝あやまるの？」

　きょとん、と紗霧が首をかしげる。

「え……？　いや、だって、俺が勝手に決めていいことじゃないだろ。それに、もっと安全なやり方だってあったかもしれないし……」

「他のやり方って？　言わせておいていいの？　そんな人に、私たちの夢を、ばかにされたままでいいの？」

「よくない」

　即そく答とうした。それだけは、たしかなことだったから。

「なら、いいじゃん」

　紗霧は──いや、エロマンガ先生は、無む邪じや気きな笑みを浮うかべて言った。

「なんも気に病やむこたぁない。やる前から負けたときのことなんか考えてどーする。オレたちの夢を笑ったそいつは──オレたち二人の敵てきなんだ。二人で一いつ緒しよに、やっちまおうぜ」

「エロマンガ先生……」

　……バカみたいだ、俺。

　エルフの言ったとおりじゃないか。

「そうだな、エロマンガ先生。俺たち二人が揃そろったら、一〇〇〇万部なんか敵じゃねえよ。そう思ったから──喧けん嘩かを吹ふっかけてきたんだ。悩なやむことなんて、なにもなかった」

　紗霧は俺の妹なのに、エロマンガ先生は、俺の兄あに貴きみたいだ。

『彼』の正体が、こんなにも華きや奢しやな女の子だって知っているはずなのに、頼たよりになる兄貴という印象が、以前よりも強まっていた。

「二人で一緒に、やっちまうか」

「うん………………ふふ」

　紗霧は満足そうにうなずき──嬉うれしそうに、にやにやしている。

　はっ、と、気づいて、

「そ、そんな名前の人はしらないっ……」

　ぎゅ、と、両手を床ゆかにつき、うつむいてしまう。

　そんな紗さ霧ぎりの姿すがたを見ていると……ドキドキして、心しん臓ぞうが爆ばく発はつしてしまいそうになる。

　絶対に勝たなくちゃいけない、必ず守らなくちゃいけないって、闘とう志しが湧わき出てくる。

　紗霧がいるから、エロマンガ先生がいてくれるから、俺おれはがんばることができるのだ。

　だからだろう──

「なぁ……紗霧」

「な、なにっ？」

「…………頭、なでてもいいか？」

　──こんな台詞せりふが口をついて出てきたのは。

　紗霧はちょっと慌あわてた口調で、問うてくる。

「えっ……な、なんで……」

「すっげー、やる気、出そうだから」

　かぁ、と、紗霧の顔が赤くなった。

「…………兄さん……ずるい……そんなの……」

「だめか？」

「………………………………」

　紗霧は、かなり長い間葛かつ藤とうしていた様子だったが、やがて……

　俺の目を見ず、ぽつりと言った。

「……ちょっとだけ、なら」

「じゃあ、ちょっとだけ」

　俺は、妹の銀ぎん色いろの髪かみに、片かた手てを乗せた。そうして、ゆっくりと……なでる。

「……ぁ……ぅ……」

　なでられている紗霧の顔は、風邪かぜを引いたみたいに、どんどん真っ赤になっていく──ものだから、こっちまで顔が熱くなってきてしまった。

「そ、そんなに恥はずかしがるなよ」

「だ、だってっ」

　紗霧は、怒おこったように俺を見るが、結局なにも言わずにうつむいてしまう。

「……………………」

「……………………………………………………」

　…………………………。

　無言の時間が続く。身体からだ中じゆうが、燃もえるように熱い。

「……ぅ……ぁ…………ぅ……」

　紗霧は、身体をかちかちに固くして、俺のされるがままになっているが──

　白い肌はだをほてらせて、羞しゆう恥ちで耳先まで真っ赤に茹ゆで上がってしまっている。

「っ」

　な、なんでこいつ……っ……こんなっ、胸むねを触さわられているみたいな顔すんだよ！

　ただ、頭をなでなでしているだけなのに！　決していかがわしい行こう為いではないはずなのに！

　こんなっ、痴ち漢かんされてる真まっ最さい中ちゆうみたいな反はん応のうをされると……！

　その……くそ！　……なんか、いけないことをしているような気分になってきたぞ……。

　いや、手を放せばいいだけだって、わかってるんだけど……。

　俺おれの掌てのひらは、吸すい付くように妹の頭をなで続けている。

「…………ぅぅ」

　知らなかった。『頭なでなで』が、こんなにえろい行為だったなんて……。

　くらり。めまいを覚えたところで、

「……に、兄さん……あのっ────」

　紗さ霧ぎりが、半泣きの声で何かを言いかけ、




「遅おっそ──────い！」




　闖ちん入にゆう者しやの叫さけびが、それを完全に打ち消した。
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　紗霧は、声の主を確たしかめることさえなく飛び上がり、布ふ団とんの中へともぐりこんでいく。

　俺は、妹の感かん触しよくが残る掌を一いち瞥べつし、それから闖入者──エルフへと向き直った。

「……毎回毎回、絶ぜつ妙みようなタイミングで登場するよな、おまえは」

　あのままなで続けていたら、なんとなく取り返しのつかないことになっていたんじゃないかという気がするので、エルフの闖入はよかったのかもしれん。

　エルフは、さっきの落ち込みっぷりが噓うそのような快かい活かつさで、腕うでを組んだ。

「こらあ、マサムネ！　このわたしを何年待たせるつもりなのよ！　エロマンガ先生への報ほう告こくは終わったの!?」

「……ああ、終わった。俺たちの夢ゆめを笑ったあいつを、二人で一いつ緒しよに、やっちまおう──ってことに、なったよ」

「三人よ」

「えっ？」

　ビッ！　エルフは親指で己おのれの顔を指して、

「あんたたち兄妹の化ばけ物もの退たい治じに────このわたし、山やま田だエルフも協力してあげるわ！」

　自信満々な笑みを浮うかべた。




　エルフは、「作戦会議をするわよ！」と、そのまま堂々と『開かずの間』へと入ってきた。

　そのせいで紗さ霧ぎりは依い然ぜんとして、布ふ団とんから出てこようとしない。掛かけ布ぶ団とんをチラッと端はしだけ持ち上げて、顔をわずかにのぞかせている。

　紗霧自身も嫌いやがっていたし、妹の部屋に他人を入れたくない──のだが。

　もうエルフに対しては、怒おこるのもバカらしくなってくるな。

「……紗霧、こいつ、部屋から追い出そうか？」

「……いい。このまま話した方が……早いし。……今回だけ、特別」

　スピーカーから、返事の声が聞こえてくる。

　……そういうことなら、エルフの提てい案あんどおり、ここで作戦会議と行こうか。

　俺おれたちは、向かい合わせに腰こしを下ろす。

「まずは状じよう況きようを整理しましょう」

　エルフは自分のバッグから、タブレットを取り出した。

「二人とも、これを見て頂ちよう戴だい」

「なんだそりゃ？」

「わたしたちの『ステータス表』よ！」

　エルフが俺たちに見せてきたのは、ええと、どう表ひよう現げんすべきだろう……

『ログ・ホライズン』とか、『ダンジョンに出会いを求めるのは間ま違ちがっているだろうか』などのライトノベルに掲けい載さいされている、いわゆる『キャラクターステータス表』だった。

　エルフの手作りなのだろう、タブレットの画面に表ひよう示じされているそれは、イラストもテキストも鉛えん筆ぴつで書いたものを取り込んであって、どちらかというと中学生男子が作る『黒歴史ノート』みたいだ。

　和泉いずみマサムネ、山やま田だエルフ、千せん寿じゆムラマサ──三人の小説家のステータスとスキルが表記されている。

「スキル名がパクりくさ……」

「なんか言った？」

「いやなんでも。おまえって、けっこう絵ぇ上手うまいのな」

「本ほん職しよくのイラストレーターに披ひ露ろうするのは、お恥はずかしい限かぎりだけれどね。同じものをエロマンガ先生にもいますぐメールで送るわ──さて、見てのとおり、この『ステータス表』は、公表されている数すう値ちに、我わが〝神眼スキル〟によって看かん破ぱした情報を加えて完成させたものよ。彼ひ我がの戦力差が一いち目もく瞭りよう然ぜんでわかるでしょう」

「…………………………まぁ、うん、そうね」

　この表を見ると、俺たち三人の中で、ムラマサのステータスだけが異い様ように突とつ出しゆつしている。

　Ａ級スキルが山やま盛もりになっているあたり、ＷＥＢ小説でよくあるチート主人公みたいだ。

　ちなみにムラマサがラディッツだとすると、エルフの戦せん闘とう力りよくは当時のクリリンくらいで、俺は銃じゆうを持った地球人のオッサン四人分くらいしかない。

　やっぱ売上＝戦せん闘とう力りよくのたとえは、色んな意味でだめだよ。

　しょんぼりするだけである。

　あとたぶんなのだが……このステータス表、エルフはかなり真しん剣けんに作っているんだと思う。

　こいつの性格からして、冗じよう談だんで作るなら、自分のステータスを一番高くして、チートスキル満まん載さいに設せつ定ていするはずだからだ。

　相手の実力をきちんと認みとめている──勝つために。

　そんなエルフの話なら、聞くだけの価か値ちがあるはずだった。

「で……この表がどうしたんだ？　戦せん況きようが不ふ利りって言いたいのか？」

「そうよ。勝負の舞ぶ台たいとなる『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』とやらは、読どく者しや投とう票ひようで勝敗を決めるんでしょう。人気のある有名な作家の方が、圧あつ倒とう的てきに有利。千せん寿じゆムラマサのファンは、偉い大だいなる山田エルフわたしの六倍以上いて、そいつらは、よっぽどのことがない限り、大好きなムラマサ先生の書いた小説に、票を入れるでしょうから」

「だよなぁ」

　それは仕方ない。小説競技コンペテイシヨン──なんつっても、完全に対等な勝負なんてのはありゃしない。

　売れてるやつは、なんだかんだ有利なのである。うらやましいこった。

「よって、あんたがあの女に勝つためにはね──超ちよう面おも白しろい小説を書いて、ムラマサのファンを奪わなくちゃいけない。千寿ムラマサの小説を読みたくって雑ざつ誌しを買った読者たちに、和泉いずみマサムネの小説の方がずっと面白いって思わせなくちゃいけない」

「そう……なるな」

　他にも参加する作家はいるが、ムラマサのファンが間ま違ちがいなく一番多いだろうし。

「これはなかなかの難なん関かんね」

　和泉マサムネの上じよう位い互ご換かん──そう呼よばれているあいつに、俺おれは、圧あつ勝しようしなくちゃいけないわけだ。アウェイ戦みたいなもんか。ＫＯで勝たないと、自動的に、判はん定てい負まけになってしまう。

「上等だ──やってやるぜ」

「いい覚かく悟ごよ」

　エルフは上じよう機き嫌げんでうなずいた。

　紗さ霧ぎりが、布ふ団とんをかぶったまま、スピーカー越ごしに話しかけてくる。

「……そもそも、なんでそのムラマサとかいうひとは、兄さんのことを目めの敵かたきにしているの？」

　そいつは、俺もずっと気になっているんだが。

「さあな……まったく身に覚えがない。あいつとは今日が初対面だったはずだ」

「本当に？　忘わすれているだけじゃないの？　どうもそんな様子じゃなかったわよ」

　と、エルフ。俺は首を横に振ふった。

「いや、間違いなく初対面だ」

　けっこう好みのタイプだったし。前に会ったことがあるなら、忘れるわけない。

「ふーん。ま、なんでもいーわ」

　エルフは、にやぁ……と超ちよう嬉うれしそうな笑みを浮うかべる。

「くっふっふ……面おも白しろくなってきたわ。すっごく楽しくなってきたわ。絶ぜつ対たいにあいつとは勝負なんて成立しないって諦あきらめていたのに。ふふふ……あいつってば、あんなにむきになっちゃって！　あんなに本気で怒おこっちゃって！　負かしてやったら、さぞや悔くやしがるでしょうね！　心の底から悔しがるでしょうね！　想像するだけでああんもう！　たまらないっ！　よだれが出ちゃう！　じゅるっ！」

　ムラマサとエルフ、どっちが性せい格かく悪いかな。けっこういい勝負なんじゃねえのかな。

　エルフは、ばんばん！　と、俺おれの背せ中なかを叩たたいてくる。

「頼たのんだわよ！　わたしの王子様！　姫ひめのカタキを討うって頂ちよう戴だい！」

「協力を申し出てきたのは、そういう理由かよ」

　……まぁ、勝つけどさ。

　ドンドンドン！　紗さ霧ぎりが布ふ団とんをかぶったまま、いらだたしげに足をばたつかせた。




「──というわけで、俺はさっそく『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』用の短たん編ぺん執しつ筆ぴつに取り掛かかろうと思うんだが」

『開かずの間』の中で、状じよう況きようの整理を済すませるや、俺はエルフを見て言った。

「俺たちに協力するって、どうするつもりなんだ？」

　当然の疑ぎ問もんである。小説執筆は、個人作業なのだから、『一いつ緒しよに書く』というわけにはいかない。『複ふく数すう人にんで小説を書く』スタイルの作家もいるっちゃいるが、あれは例外だろう。

「その質問に答える前に、逆ぎやくに聞くけど。あんたは、どうやってあのムラマサに勝つつもりなの？　なにか策さくがあるの？」

「ないよ。普ふ通つうに書いて、普通に勝つさ」

　ばたばたばたばっ！　布団をかぶったままの紗霧が『そのとおり！』の床ゆかドンを打ち鳴らす。

「それができないようなら、もとより、夢ゆめを叶かなえることなんてできない」

「────」

　エルフは、なぜか目を大きくして俺を見ていた。ぷいっとそっぽを向いて、

「そ、そうっ。『普通に書いて、普通に勝つ』──ね。い、いいんじゃないのっ？　わたし好みの回答よ」

「具体的には、すでに書きあがってある妹モノの長編小説を、『ラノベ天下一武闘会』のフォーマットに合わせて、『短編に書き直す』つもりだ」

　バシッと六十ページでケリがつく、読み切りバージョンにするってこと。

「ああ……わたしを負かしたラブレター小説の、改かい稿こう版ばんね」

「そ、その呼よび方はやめてくれ」

　史上最強に恥はずかしい記き憶おくを、思い出しちまうだろ。

「ま、あの小説なら確たしかに、勝ち目がある、かも。ってか、それしかないでしょうね。つーか、わたし、例の企き画かく書しよとやらも改かい稿こう版ばんの原げん稿こうも、まだ読んでないんだけど」

　どんどんどん。

「──エロマンガ先生が、『いま企画書をメールで送る』ってさ」

「…………もはや以い心しん伝でん心しんね。あとでちゃんと読ませてもらうわ。んで──わたしがあんたに、どうやって協力するか──って話だったわね」

　エルフは、自分のステータス表のスキル欄らんを指さして言った。

「あんたの修行を手伝ってあげる。わたしの〝神眼スキル〟を使ってね」

「修行？」

「そう、『面白い短編小説を書くための修行』よ。知り合ったあとで、あんたの作品を一通り読ませてもらったけれど、あんたの書いた短編小説は、長編と比べて、どれもつまんなかったわ」

「う…………」

「率そつ直ちよくに言うけど、あのザマじゃムラマサどころか他の新人作家にも勝てないんじゃない？」

「ぐぐぐ…………」

　言葉に詰つまる俺おれに向かって、エルフは指を突つきつけ、決定的な一言を放つ。

「ぶっちゃけ、あんた、短編苦手でしょ」

「そのとおりだよ悪かったな！」

　小説を書き始めてからずっと、いまだに短編は超ちよう苦にが手てだったりする。

「俺、書き終わってみるまで、どのくらいの長さの話になるか、自分でもわからないんだよね。短編小説を書こうと思って短編小説を書くとか、できないんだよ」

「……じゃあ、いつもどうやって短編小説の仕事をこなしていたのよ」

　エルフは目を細めて問うた。俺は正直にこう答える。

「偶ぐう然ぜん、短編小説が生まれるまで書く」

「バカ丸出しの回答をありがとう。なまじ速そく筆ひつで、そのやり方で仕事をこなせちゃってたのが、いつまでも上達しなかった原げん因いんね──ってわけで、あんた、修行しなさい」

　エルフは腕うでを組んで言った。

「漫まん画がでも、アニメでも、ラノベでも──強きよう敵てきと戦う前には、修行パートがあるものでしょう」

「『面白い短編小説を書くための修行』──それを、おまえが手伝ってくれるってのか？」

「ええ、わたしのことはこれから『エルフ先生』と呼よびなさい」

「そうは言うがな、エルフ先生。これは漫画じゃなくて現げん実じつの話なんだぜ。バトルじゃなくて小説の修行なんだぜ。『精神と時の部屋』とか『地獄昇柱ヘルクライム・ピラー』みてーに、短期間でパワーアップできるような、都合のいい修行なんてあるはずが──」

「あるってばよ」

「はい？」

　エルフ先生は、ニッと笑みを浮うかべ、両手で『多た重じゆう影かげ分ぶん身しん』の十じゆう字じ印いんを結んだ。

「漫まん画がでたとえるなら、『NA●UTO　─ナ●ト─』の修行法に近いわね。あの漫画では、多重影分身をしたままで修行をすることによって、効こう率りつを上げていたのだけれど──あんた、似にたようなコトできるでしょう」

「できねーよ！　俺おれ、忍にん者じやじゃないもん！」

「常じよう人じんの二倍速で執しつ筆ぴつすれば、分身しているようなものじゃない」

「────な」

　そ、そうきたか！

　いやっ、でもっ、その理り屈くつはおかしいって！

「ま、まさか……おまえ…………」

「ご明めい察さつよ。あんた、確たしかマックスで一日二百ページくらい書けるんでしょ？　なら、六十ページ程てい度どの短編を、一日二作──いえ、十作ずつ書きなさい。その都つ度どわたしが読んで、神のごときアドバイスをしてあげる」

　ババッ！　エルフは、むちゃくちゃ慣なれた手つきで『火か遁とん・豪ごう火か滅めつ却きやく』の印を結んだ。

「名付けて、『エルフ式・短編小説修行法』！　これでムラマサなんか楽勝よ！」

「たいそうな名前付けてるわりに、超ちよう普ふ通つうの練習法じゃねえか！」

　だって『エルフ式・短編小説修行法』ってさ──


　①一いつ生しよう懸けん命めい、短編小説を書く。

　②書きあがるたびに、見る目のあるやつに読んでもらう。

　③アドバイスを聞いて、書き直す。



　──ようするに、こういうことだろ？　単なる『計画・実行・反はん省せい』の繰くり返しでしかない。

「面白い短編小説を書くためには、短編小説を書いて練習するのが一番手っ取り早いに決まっているじゃない。──超普通？　ふっ、それがいいんでしょ」




「超強敵に、普通にやって、普通に勝つのが、世界で一番かっこいいのよ」




「でっかい夢ゆめを、叶かなえるんでしょう？　わたしの王子様なら、やってみせなさい！」

　どん！　と、エルフは俺の胸むねに、こぶしを真まっ直すぐ突つき入れた。

「……………………」

　まったくそのとおりだった。訂てい正せいの余よ地ちは、なにひとつなかった。

　いや、あるわ。

「一日十作はさすがに無理だぞ。２００[image: ]６０で、１０にはならねーからな」

「わ、わわわ、わかってるわよ！　そのくらいの気合でやれってコト！　わ、割わり算ができなかったわけじゃないんだからね！」

　サンキュー、エルフ先生。

　具体的な方ほう針しんが決まって、より『やってやろう』って気になれたよ。

　俺おれは、口には出さず、心の中だけで、かわいいライバルに礼を述のべた。




　それから俺の──

『エルフ式・短編小説修行法』をこなす日々が幕まくを開けた。




「ちょ！　こら！　百ページ超こえてんじゃないバーカ！　短編だっつってんでしょ！」

「いい、マサムネ。今回は、雑ざつ誌し掲けい載さいの短編による勝負よ！　文庫と違ちがって、読者の見る目が厳きびしくなるってコト！」

「あんたの小説を読むために雑誌を手に取る人なんて、ちょっとしかいないんだから、気を抜ぬくと、あっという間に読み飛ばされちゃうんだからね！」

「構こう成せいが悪っるーい！　超ちよう面おも白しろいシーンからスタートしろぉーっ！　つーか面白いシーンしか書いちゃダメ！　六十ページしかないんだからね！　大事に使いなさい！」

「変な語ご尾びを付けただけで、ヒロインのキャラ付けしたつもりになってんじゃないわよ！　ラブコメなめんな！」

「だーかーらぁー、ヒロインがデレるの早すぎだってば！　告白なんて、一回しか使えない切り札なんだから、必殺技をぶっぱなすのはクライマックスまで取っておきなさいよ！」

「こ、こここ、このヒロイン！　な、なんかわたしに似にてるんですけど!?　し、しかもサービスシーン担たん当とうっぽいんですけど!?　ど、どど、どういうコトよ！　ハッ！　あんた、やっぱりわたしのことを……！」




　そうやって──

　エルフ先生に、何度も何度も怒ど鳴なられながら、ひたすらに短編小説を書き続ける。

　一日二作ずつ、あるいは三作ずつ……六十ページの小説を完成させ続ける。

　頼たよりになるライバルに読んでもらい、思いっきり喧けん嘩かしながら、内ない容ようについて議ぎ論ろんを重ねる。

　そいつをひたすらに繰くり返す。繰り返す、繰り返す、繰り返す……。







「よし、かなりよくなってきたわ。読み切りとしては及きゆう第だいね」

「でも、当然、最後まであがくんでしょう？　締しめ切りぎりぎりまで修しゆう正せいするんでしょう？　少しでも、一パーセントでも、勝しよう率りつを上げないとね──わたしと違ちがって、凡ぼん人じんなんだからさ」




　締め切りは月末だ。それまでにあと何回、書き直すことができるだろう。

　残り時間はわずか。

　そんなある日のことだ。

　平日の夕方。和泉いずみ家のリビングにて、俺おれとエルフは、最後の仕上げについて、議ぎ論ろんをしているところだった。いま、『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』に用いる短編小説は、ほぼ完成したといえるのだが……『画が竜りよう点てん睛せいを欠かく』状じよう態たいにある。すなわち──

「タイトル、どうすっかな」

　そうなのだ。あらゆる作品にとって、一番大切といっても過か言ごんではないそれ。

　作品タイトルが、決まっていないのであった。

「この期ごに及およんでタイトルが決まってないとか……企き画かく書しよまで作っておいて」

　ちなみに、編へん集しゆう部ぶに提てい出しゆつした例の企画書には、『妹小説（仮）』という仮タイトルを、暫ざん定てい的てきにつけてあった。

「俺、さ。昔っから、小説のタイトルを、最後の最後に決めるんだよ。作品がほぼ完成してから──じっくりと悩なやんで悩んで、悩みまくった上で決める」

　なにせ、我わが子の名前みたいなもんだからな。軽けい々けいには決められない。

「わたしは一番最初、真っ先に決めるわ。ていうか、タイトルがまず初めにあって、すべてはそれからよ。どういう子にしたいのか──きっちり決めてあげなくちゃ、始まらないもの」

　絶ぜつ対たいこいつ、子供ができたら教育ママになるわ。

「ともあれ、今日は、いよいよタイトルを決めようと思う」

「異い論ろんないわ。案があるなら言ってみなさい。聞いてあげるから」

「ないんだな、それが」

　エルフがずっこけた。

「タイトルを決めるにも、〝ひらめき〟が降おりて来ないことにはどうしようもない」

「あんた、そればっかね。まぁ、わからなくもないけれど」

　こういうとき、同業者だと話が早くて助かる。

　編集者相手に、ひらめかないから仕事できないっすとか、言えないものな。

「ってわけで、俺の〝ひらめき〟を誘ゆう発はつするためにも、みんなでネタ出しをしてくれると助かる」

「わたしはいいわ。──エロマンガ先生はどう？」

　エルフが、ローテーブルに置かれたノーパソに向かって言う。

　スカイプ越ごしに、変声機を通したエロマンガ先生の声で、返事がきた。

「いいよ。あとそんな名前のひとはしらない」

　俺おれの『修行』は、主に我わが家やのリビングで行われていたのだが、紗さ霧ぎりのたっての希望で、『開かずの間』と通信を繫つないだ状じよう態たいでやることになっていた。

　いわく『兄さんが、エルフちゃんにえっちなことをしないかどうか、監かん視ししなくちゃ』とのことだが、あまりにも信用されてなくて兄さん哀かなしい。

　お隣となりの大先生とは、そんなんじゃないって──何度説明したらわかってもらえるのか。

　──そんな相談をしていたときだ。

　ピンポーン、と、インターホンが鳴った。

「っと、すまん。ちょっと出てくる」

　俺はリビングを出て、玄げん関かんへと向かう。

　……めぐみあたりが、本を返しに来たのかな。いや、あいつはインターホンを連打してくるし、違ちがうか。でも通つう販はんを頼たのんだ覚えもないし……なんだろう。

　考えが甘あまかったよ。完全に油ゆ断だんしていた。

「はーい♪　どちら様ですか──」

　俺がにこやかに扉とびらを開けた先では、

「──は!?」

　とっさに大声をあげてしまうほどの、驚きよう愕がくの展てん開かいが待っていたのだ。

　聞けば誰だれもが納なつ得とくするぜ。なんたって俺が目もく撃げきしたのは──

「マサムネ君。降こう伏ふく勧かん告こくに来たぞ」

　俺の敵てき、千せん寿じゆムラマサ先せん輩ぱいの、セーラー服姿すがただった。




　十秒が経けい過か──

「………………………………」

　俺は、依い然ぜんとして、玄関扉を開けた体たい勢せいのまま硬こう直ちよくしている。目の前の光景に、あまりにもツッコミどころが多すぎて、脳のうの処しよ理りが追いついていなかったのだ。

　混こん乱らんしつつも、辛かろうじてこう聞いた。

「あ、あああ……あんた……なんで……」

「ん？　ああ、この格かつ好こうか？」

　ムラマサ先輩は、セーラー服の胸むな元もとをひっぱった。

「君の家は、我が家から多少遠かったものでね。今日は、学校から直ちよく接せつ来たんだ。私だって、学生なのだから、たまには学校くらい行く」

　エルフや紗霧とは違って、ちゃんと兼けん業ぎよう作さつ家かをやっているらしい──

「じゃなくて！　その……！」

「正直に明かしてしまうと、今日来た用よう件けんのために、君の私への心しん証しようを、少しでも良くしておきたかったというのもある。当時はこうする予定じゃなかったとはいえ、初対面で、怒おこらせすぎてしまったからな」

　今日来た用件？　俺おれの心証？

　くそっ、だめだ！　頭が整理できてないうちに、どんどん喋しやべりやがって……！

　最初っからそうだが、こいつの考えが、まったく読めない。

　編へん集しゆう部ぶで『正体』を現あらわしたあのときはまだ、俺に対して烈れつ火かのような眼まな差ざしを向けてきたあのときはまだ、感情くらいは読み取れたものだが。

「担たん当とう編へん集しゆうさんいわく、男の子というのは、たいてい女子の制せい服ふく姿すがたが好きらしい。ほら、ラノベの表紙とかにも、制服姿の女の子、たくさん見かけるだろう？　ま、そういうのに限かぎって、中身が面おも白しろかったためしがないが」

　一いつ瞬しゆんだけ険けわしい目つきをした彼女は、すぐにかすかな微び笑しようを浮うかべて、

「──そういうワケだ。私などの制服姿で、効果があるかは疑ぎ問もんだが……少しでも君の気が惹ひけたなら、嬉うれしい」

　なにを考えているのか、さっぱりわからない。つかみどころがなさすぎる。

　おちょくってんのか？　俺は意い識しき的てきに、言葉に怒りを乗のせた。

「服ふく装そうのことなんか聞いてない。俺が聞きたいのは、なんであんたがここにいるのか、だ」

「住所のことなら、担当編集さんに聞いた」

　あの野や郎ろう。人の個人情報を軽々と教えやがって。

「そして用件のことなら──さっき言ったとおりだ」

『降こう伏ふく勧かん告こく』。

　俺を説とき伏ふせて、戦わずして負けを認みとめさせる……ってことか？

「警けい戒かいしなくていい。君にとって、悪い話じゃないと思う」

「……？」

　俺は、いぶかり眉まゆをひそめる。するとムラマサは、微笑したまま手を差し伸のべ、




「マサムネ君。君、私のものになりなさい」




　とんでもないことを言いやがった。

「……は？　はぁぁあ!?」

　俺は仰ぎよう天てんして声を上げる。きっと顔は真っ赤だろう。

「私のものになれって……！　お、オマっ、なに言って！」

「？」

　ムラマサは、きょとんとまばたきし──ハッと顔を恥はじらいの色に染そめた。

「き、君、ふしだらな勘かん違ちがいをしただろう！」

「するに決まってるだろうが違うのかよ！」

「違う！　いまのは『私専せん属ぞくの小説家』になれという意味だ！」

「『愛人になれ』って意味かと思った」

「口に出して言うんじゃない！」

　ムラマサの弱点を発見した。わりとエロに弱い──超ちよう然ぜんとした態たい度どが一発で崩くずれるほどに。

　小説勝負の役には立たない情報だが。

「どっちにしても意味がわからん。『私専属の小説家』？　なんのこっちゃ」

「文字どおり、私のために小説を書くんだ！　その代わり、私は君に、十分な報ほう酬しゆうを支し払はらおう！」

「………………………………」

「どう、かな？」

　そこでかわいらしく首をかしげるところが、また腹はら立たつんだよな。

　見た目も仕し草ぐさも、年とし相そう応おうに愛あいらしいので、この人と俺おれの関係が敵てき同どう士しじゃなきゃあ、ドキッとときめいてさえいたかもしれない。

　でも、俺たちは敵同士なのだ。

　先月戦ったエルフ以上に──俺にとって、因いん縁ねんのある宿しゆく敵てき。

　ドキドキなんて、しようがない。

　そもそも俺よりも、この人の方がずっとすごい小説家なのだ。

『私専属の小説家』になれなんて……おちょくられているようにしか、思えない。

「どうもなにも。なんであんたが、そんな意味不明の提てい案あんをしてくるか、理由がわからない。なにかの罠わなにしか思えない。あのときあんた、言ったじゃないか」





「君が嫌いだからだ。和泉いずみマサムネ──私は、つまらない夢を抱く君が大っ嫌いだ。『私の夢ゆめ』の邪じや魔まをする、つまらない小説を書く君、が、大嫌いだ」






「──あの台詞せりふと、いまの提案が、どうやったらつながるんだ？」

　俺の問いに、ムラマサは、『あれっ』とばかりに、きょとんと目を大きくし、

「それは──」




「すとぉ──っぷ！」




　何かを言いかけたところで、邪じや魔まが入った。

　どすどすと足音を立てて、家の中から玄げん関かんにやってきたのは、エルフだ。タブレット型に畳たたんだノーパソ（inエロマンガ先生）をわきに抱かかえている。

　エルフは俺おれの隣となりに並ならぶや、驚おどろいている様子のムラマサに向かって、なぜか優ゆう越えつ感かんたっぷりな口調で言う。

「マサムネ、悪いことは言わないわ──『それ』を聞くのは、やめておきなさい」

「エルフ……ど、どういう意味だ？」

「その女の意い図となんて、つながらないままでいいって意味よ。下手へたに知ると、呪われるわ」

　こいつもこいつで、わけわっかんねー言い方するんだよなあ。

「もちっとわかりやすく頼たのむ」

　もとより俺は、三年前から、ムラマサに呪のろわれているようなものなんだが──

「あんたはお人好しのバカなんだから、敵てきの事情なんか知ったら、勝しよう率りつ下がるわよ」

　……心配しすぎだっての。さすがの俺も、この状じよう況きよう下かで、敵に感かん情じよう移い入にゆうなんてしたりしない。

　でも……。俺は素す直なおにうなずいた。

「わかった……エルフ先生の言うとおりにするよ。敵の事情なんて、知ったこっちゃねーよな」

「それでいいわ」

　エルフは満足げにうなずき、ムラマサに向かってあごをしゃくった。

「──ってわけよ。用よう件けんは済すんだわね、とっとと帰りなさい」

　そう言われたムラマサは、むっとしていた。当たり前の反はん応のうではあるのだが……超ちよう然ぜんとした彼女らしくはない。ムラマサは、らしくないままにこう言い返した。

「山やま下した先生」

「山やま田だよ！　山田！　間ま違ちがえないで頂ちよう戴だい！」

「では、山田先生。……引っ込こんでいろ、と、言ったハズだが」

「イ・ヤ♪」

　エルフは、口を『いーっ』と横に開いて、それはもう楽しそうに断ことわった。

「売上で負けてるから、あんたにはなにも言えないかなーって黙だまってたんだけど──よく考えたらわたし、アニメ化ブーストで六億部くらい売るから、自じ重ちようしなくていいのよね！　むしろあんたがわたしに跪ひざまずくべきなのよね！　怖おじ気けづいて損そんしたわ！」

　アニメ化してもそんな売上伸のびないと思うぞ。

　でも、楽しそうだし、頼たよりになるし、ほっとこう。

　エルフよりも六倍売れてる一〇〇〇万部超え作家でも無理となると、こいつの増ぞう長ちようを止められるものはこの世に存そん在ざいしないのかもしれない。

　さすがのムラマサも、エルフを黙らせることを諦あきらめたらしい。代わりにこう聞いてきた。

「山田先生が──どうしてマサムネ君の家にいるんだ？」

「同どう棲せいしてるからよ」

「なっ」「ブフッ!?」

　俺おれはたまらず噴ふき出した。な、なんてコト言いやがる！

　俺の敵てきさえもが、ドン引きしているじゃないか。

　ドンドンドンドンドンドン！　と、紗霧うえからも怒いかりのツッコミが入った。

「……お隣となりに住んでいることを『同棲』って表ひよう現げんするのはやめろ」

　呼こ気きを整えながらも訂てい正せいすると、目の前のムラマサが、なぜかホッとしたように息を吐はいた。

「驚おどろかせるな。危あやうくしかるべき機関に通つう報ほうするところだ」

　やめてくれよ。

　ただでさえうちとお隣は、近所から『呪のろわれてる』なんて噂うわさされているんだからさ。

「その必要はないわ！　すでにツイッターでみんなに報ほう告こく済ずみよ！」

「俺の周囲に、まともなネットリテラシーがあるやつはいねえのか！」

　エロマンガ先生といい、めぐみといい、こいつといい……もうちょっと慎しん重ちようにインターネットを使ってくれねえかな！　そのうち絶ぜつ対たい炎えん上じようするって！　盛せい大だいに俺を巻まき込こんでさあ！

「与よ太た話ばなしはこの辺にして──君のスタンスはわかったが、帰るわけにはいかないな」

　ぴしゃり。そんな擬ぎ音おんが聞こえてきそうなほど強引に、ムラマサは話題を引きもどした。

「マサムネ君、君は私の話を聞くべきだ。君の夢ゆめを圧おし潰つぶす『私の夢』を思い知るべきだ」




「いまの生活を──続けたいのなら」







　俺はエルフ、そしてスカイプ越ごしに事じ態たいを見守っているエロマンガ先生とともに、和泉いずみ家のリビングで、ムラマサと対たい峙じしていた。

　俺にとってのラスボスといっても過か言ごんじゃない──そんな相手に、コーヒーまで淹いれてやって、なにをやっているのかと思われるかもしれない。でも、どうしようもなかった。

　玄げん関かんで、ムラマサが言い放った台詞せりふは、俺にとって聞き捨ずてならないものだったから。

『いまの生活を続けたいのなら、私の話を聞くべきだ』とは、どういうことなのか。

　俺にとって、あまりにもクリティカルな発言だった。

　どうあっても、聞かずには済すませられない。

　なら……エルフの忠ちゆう告こくを無む視しする形になってしまうが。

　俺たちの夢を『つまらない』と断だんじたムラマサが、どんなごたいそうな夢を抱いだいているのか。

『私のものになれ』というあの言葉の真意。

　ぜんぶまとめて、俺の陣地テリトリーで、問い詰つめてやるぜ！

　そう思っての現げん状じようだった──のだが。

「マサムネ、あんたは引っ込んでいなさい。ここは、わたしが戦うターンよ」

　ドーン！　とソファにそっくり返って、エルフは、当事者であるはずの俺おれを、蚊帳かやの外に置こうとするのだ。どういうことなの？　俺の敵てきを取らないで欲ほしいんだけど。

「山やま田だ先生。私としても、この期ごに及およんで、あなたに茶ちや化かされるのは、本意じゃないんだが」

　ムラマサは音を立てずに、コーヒーを一口飲む。

　むちゃくちゃ姿し勢せいがいいので、これだけの仕し草ぐさでもサマになっている。

「茶化すつもりなんてないっつーの。むしろあんたの本題を、わかりやすく伝えたいなら、ラノベ主人公並なみの鈍どん感かんさを誇ほこるマサムネと喋しやべったって無む駄だもいいところなんだっつーの。一回しか言わないから、よーく聞きなさい。ボスキャラの掘ほり下げタイムは、わたしを相手取ってやるべきよ」

　エルフはそっくり返ったまま、右手を銃じゆうの形にして、ムラマサを撃うった。

「『今日のあんた』は、マサムネじゃなくて、『わたしたち』に喧けん嘩かを売ってるんだから」

「……『わたしたち』とは？」

「このわたしと」

　エルフはタブレット──エロマンガ先生を見て、それから天てん井じようを振ふり仰あおいだ。

「二階うえに棲すんでるお姫ひめ様さまのことよ」

　今日のムラマサが、俺じゃなくて、エルフと紗さ霧ぎりに喧嘩を売っている？

　どういうことだろう……エルフの言うとおりで悔くやしいが、やっぱり俺にはわからない。

　エルフは、ラスボス然とした大おお仰ぎような手て振ぶりで言う。

「一階ここはわたしの縄張りテリトリーで、二階うえはあの子の領域テリトリー。あんたなんかお呼よびじゃないの。自分の領域から出て来られないあの人に代わって、二階うえから降りて来られないあの子に代わって──わたしがあんたを迎むかえ撃うつわ！」

　あれっ？　俺の陣地テリトリーは？

　なんてことだ。いつの間にか、我わが家やがお隣となりに侵しん略りやくされている……！

　一方、エルフの熱い長なが台詞ぜりふを受けたムラマサは………………

「…………………………」

　ムラマサ、は……。

　見たままを言おう──筆記用具を取り出して、書き物をしていやがる。

　深緑のノートを右手で持ち、鉛えん筆ぴつを持つ左手を、高速で駆く動どうさせている。エロマンガ先生のようなダイナミックな動きではなく──真まっ直すぐ伸のびた姿勢をまったくぶらさない、静かで穏おだやかな筆ふで遣づかい。

　紗霧の仕事ぶりは、見ているこちらが楽しくなってくるようだったが、この人のそれは、見るものに息を吞のませる。聖せい域いきの中に、迷まよい込こんでしまったような気分だった。

　とても話しかけられる雰ふん囲い気きじゃない。

　……手書きで速筆ってどういうことなんだと思っていたが……こういうことか。

「あの……あんた、わたしの超ちようかっこいい決め台詞ぜりふ、聞いてた？」

　そんな中、平気で話しかけられるこの女は、すさまじく神しん経けいが太いに違ちがいない。

「…………………………」

「無む視しするんじゃないわよ！」

　エルフは、超ちようでかい声で喝かつ破ぱする。

　それでようやくムラマサは、返事をしてきた。

「邪じや魔ましたら殺す」

　斬ざん撃げきのような一言だった。

「いま、いいところなんだ。すぐ終わるから待っていろ」

　ノートから、いっさい顔を上げずに──さらさらと鉛えん筆ぴつで、書き続けている。

「ま、まさかっ、あんた小説書いてんの!?　いま！　このタイミングで!?」

「…………………………………………………………………………………………」

　あ、聞こえてないな、こりゃ。
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　エルフは、両りようこぶしを握にぎり締しめ、こめかみに青あお筋すじを浮うかべている。

　ローテーブル上のノーパソから、エロマンガ先生がぽつりと言った。

「兄さんみたい」

「えぇ!?　こ、ここまでひどくねえだろ！　なぁ？」

　俺おれは助けを求めるようにエルフを見るが、

「そっくりよ！　なるほど上じよう位い互ご換かんね！　超っ、そっくり！　こーなったとき話しかけるとキレるとこまでカンッペキ同じ！」

「……マジで？」

「同どう類るいバカを見て反はん省せいなさい！　自分じゃわかんないんだから！」

　エルフは腕うでを組んで、ムラマサを一いち瞥べつし、俺に問うた。

「で？　ご同類は、なんでこんなんなっちゃってんの？」

「俺に聞くなよ。わかんねーって」

「…………じぃ」

　なにその眼まな差ざし。『うそこけ』って言われているような気になってくんだけど。

　俺は、むちゃくちゃ綺き麗れいな姿し勢せいで小説を書き続ける〝同類〟をしばし見つめ、

「…………お、思いついちゃったんじゃねぇの？　……面おも白しろいシーンを」

　エルフは白い目で俺を見つめたまま、言葉を継ついだ。

「……だから、目の前のすべてをうっちゃって、問答無用で小説を書き始めた、と。……そういうコト？」

「た、たぶん」

「失礼だと思わないわけ？」

「しょうがねーだろ思いついちゃったんだからさあ！　そりゃ書くよ！　俺おれだって！　こいつみたいにノート持ち歩いてたらな！」

　ってか、なんで俺がムラマサの擁よう護ごしてんだよ！

　エルフは「はぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」と、長い長い溜ため息いきをついて、再ふたたびソファにどすんと座すわった。

「とんだ自じ己こ中ちゆう女ね。仕方ない……大人おとなしく待つしかないか。マサムネ、コーヒーおかわり」

「私も」

「はいはい」

「……私も頼たのむ」

「はいはい！」

　俺は、エルフとエロマンガ先生──そして、敵てき地ちで執しつ筆ぴつ活かつ動どうに熱中している宿敵に、コーヒーのおかわりを出してやるのだった。




　そうして、なんと二十分後──




　依い然ぜんとして、ムラマサは、ノートにさらさらと鉛えん筆ぴつを走らせている。

　こいつ、いつまで人を待たせたまま、敵地で小説書いてるつもりなんだ？

「♪」

　浮うかべる表情は、かすかな微び笑しよう。強気な瞳ひとみは、ふんわりと緩ゆるんでいる。

「……………………」

　複ふく雑ざつな気分だった。こいつはいつもこうやって──たくさんの読者を魅み了りようし呪じゆ縛ばくする、超ちよう面おも白しろい小説を、生み出しているのだ。

　夢む中ちゆうになってイラストを描かく──俺の妹のように。

「……あっちゃあ……」

　俺は、手のひらでこめかみを押おさえる。

　エルフが心配するわけだよ。なんてアホなお人ひと好よしだ、俺ってやつは。

　気を張はり詰つめていないと────宿敵を、憎にくめなくなってしまいそうだ。

　勝つけどな、絶ぜつ対たい。

「しっかし」

　まさか、このまま最後まで書ききるつもりじゃあるまいな？　そろそろ暗くなっちまうぞ？

　かなり心配になってきたが、実のところ俺は、退たい屈くつしているわけではなかった。

「めっちゃ……面白ぇな」

　ソファに座っている彼女の裏うら側がわに回って、超ちよう々ちよう売れっ子作家・千せん寿じゆムラマサ先生がリアルタイムで執しつ筆ぴつ中ちゆうの小説を、盗ぬすみ読みしていたからだ。

「むぅ……面おも白しろい……！　ちくしょう……面白いわね……！」

　俺おれのとなりでは、エルフも同じようにムラマサの手元を覗のぞき込こんでいる。

「これって刊かん行こうが止まっちゃってる『幻げん刀とう』の続き──じゃ、ないわよね？」

「ぜんぜん違ちがう小説だな。『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』に出すやつか？」

「にしては序じよ盤ばんっぽいけど？　締しめ切り明後日あさつてよ？」

　じゃあ、それも違うか。

　どうやらムラマサは、アニメ放ほう映えい中ちゆうであるにもかかわらず刊行が止まってしまっている『幻刀』の続きではなく、俺との勝負に使う小説でもなく、まったく別の新作を執しつ筆ぴつ中ちゆうのようだった────俺んちで。話の途と中ちゆうだったのに。

　ちなみに全員の位置取りを説明しておくと、ソファにムラマサが座すわっており、その後ろに俺とエルフが立っている。『開かずの間』とつながっているノーパソは、ムラマサの真正面、ローテーブルの上だ。カメラ越ごしに、執筆中のムラマサの姿すがたが、エロマンガ先生にも見えているはずだった。

「ねぇ、兄さん」

　と、ノーパソから『紗さ霧ぎり』の声が発せられた。

「どうした、紗霧。待ってるの、疲つかれちまったか？」

「この人、完全に集中しきってて、大声で話しかけても、なにやっても、気づかなさそう」

「そうだな。それが──どうかしたのか？」

「ちょっとスカートめくってみて」

「おまえってやつは！　おまえってやつは！　筋すじ金がね入いりだな！」

　なんでシリアスな状じよう況きよう下かで、平気でそういうコト言うの？

　空気読めよ！　むちゃくちゃびっくりしたわ！

「だ、だってっ……千せん載ざい一いち遇ぐうのちゃんすっ」

「一理あるわね」

　エルフまでノッてきやがった。

「チャンスよマサムネ！　こいつの恥はずかしい写真を撮さつ影えいして脅おどしましょう！」

「誰だれが悪役なのかもうわかんねえよ！」

「くっ！　バカな……！　そいつはあんたの敵てきなのよ！　そんなやつを守ろうっていうの！」

　カッコいい身み振ぶりまで加え、そりゃもうノリノリでこっちに振るもんだから──

　つい、魔まが差してしまったのだろう。エルフ先生の悪あく癖へきが伝でん染せんしてしまったのだろう。

「違う！　勘かん違ちがいするな！」

　俺までノリノリになってしまった。

「そう、おまえなどに、こいつをやらせるわけにはいかない──」

　バッ！　俺おれはムラマサの真正面に出て、かばうように両手を大きく広げ、

「ムラマサ先せん輩ぱいのぱんつを脱ぬがすのは、この俺だ！」

「……………………………………なにを言っているんだ、君は」

「ええッ!?」

　ババッ！　慌あわてて振ふり返ると、真っ赤な顔で俺を見上げる宿しゆく敵てきの姿すがた。

　い、いつの間に小説を書くのをやめていたんだ!?

　彼女は、ぱたんとノートを閉とじて、明らかにうろたえた口く調ちようで、ぼそぼそと呟つぶやく。

「その、なんだ……私の下着が欲ほしいのか？」

「そ、そういえば！」

　俺は、宿敵の太ももから意い志しの力で視し線せんを引きはがしつつ、全力で話題変えを試みた。

「なんであんた、『幻げん刀とう』の続きを書かないんだ！」

　咄とつ嗟さに出てきた質しつ問もんだったのだが、ずっとずっと気になっていたことでもあった。

「あんたのファンは、みんな待っているのに！　アニメだって放送中で──いまのタイミングで新しん刊かんが出ないなんて普ふ通つうありえないだろ？」

　出版社だって超ちよう困こまる。担たん当とう編へん集しゆうの立場と出世街道に大ダメージだ。

「よっぽどの事情が──」

　あるのか、と、そう続けようとした俺の台詞せりふが止まってしまうほど、『おそるべきリアクション』を、ムラマサはした。覚かく悟ごして聞いてくれ──




「？　げんとう……？」




「「──────!?」」

　ムラマサ以外の全員が絶ぜつ句くした。ぞくぞくっ、と、全身の肌はだが粟あわ立だった。

「じょ、じょ、じょ……冗じよう談だん、よね？」

　さすがのエルフも、額ひたいに冷や汗あせを張はり付けている。

「ちょっとあんた！　天然ボケもいい加か減げんにしなさいよ！　『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』！　知ってるわよね！」

「んん……かすかに聞き覚えがあるような……」

「知らないわけないでしょ！　あんたが書いた本のタイトルなんだから！」

　エルフは、ムラマサの襟えり首くびをつかんでガクガクと揺ゆする。エルフがいなかったら、俺がそうしていたくらいである。こればかりは、どうあっても、はっきりさせなくてはならない。

　そしたらムラマサは、顔を前後に揺らされながらこう答えた。

「ああ、私の書いた小説か。……タイトルから察するに、私の読者や担当編集が、必死になって書け書け言ってくるアレのことだろう。カタナが出てくるやつ」

　たぶんそれで合ってる、けど。い、いったい……？

「自分が書いた小説のタイトルなんて知らないよ。──そもそも、なんで小説に、タイトルなんて付けなくちゃいけないんだ？」

　ムラマサは、若じやつ干かん目を回しながら、そう言った。

「小説というのは、自分で読むために書くものだろう。面おも白しろい本文さえあれば、名前なんてどうでもいいじゃないか」

　そういえば……こいつの本って『あとがき』がない、な。

　本文以外の書き下ろしテキストが、一文字たりともない。

　どうでもいい──から？

「タイトルがないと、本屋で売れないわけだけど？　いままでどうやってたの？」

「私は小説を書くだけだ。あとは知らない。興きよう味みもない」

　きっぱりとムラマサは断だん言げんした。エルフみたいな〝見る目〟がなくとも、俺おれにさえ一いち目もく瞭りよう然ぜんでわかった──こいつは噓うそを言っていない。

　きっと、『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』というタイトルは、ムラマサではない、他の誰だれかが名付けたのだろう。だから作者であるにもかかわらず、自じ著ちよのタイトルを知らないのだろう。

　サイン会だろうが、出しゆつ版ぱん社しやのパーティだろうが、アニメの脚きやく本ほん会かい議ぎだろうが、すべて不参加パス。

　自分の売上さえろくに知らない。

　なぜなら、どうでもいいから。心の底から、そう思っているから。

　俗ぞく世せにまったく興きよう味みがない。作品を目の前でこき下ろされようが、メディアミックスが失敗しようが、決して怒おこらない。どうやってもむきにならない。仙せん人にんみたいに穏おだやかな人。

　ああ……そう。エルフや神楽かぐら坂ざかさんの言うとおりだったな。

　かちっ、と、ピースがはまった気がした。『なら何故なぜ、今回に限かぎってむきになっているのか』という巨きよ大だいな疑ぎ問もんを残しつつも──すっげー、腑ふに落ちたよ。

　そりゃ、エルフが競きそってもつまんねーって言うわけだ。

「……先せん輩ぱい、あんた、なんで小説家になったんだ？」

　ふと、俺の口からは、感心と失望が混じり合った声が漏もれ出てきた。

「面おも白しろい小説が読みたいなら、本屋で買って読めばいいじゃねーか。本当に……金にも、読者フアンにも、絵が付くことメデイアミツクスにも興味なくて、自分で読むためだけに小説を書くってんなら──プロデビューする必要ねーじゃんか」

　なんで小説家になったんだ──と、俺は同じ質問を繰くり返した。

「二つ目の質問についてはそのとおりだ、後輩」

　ムラマサは、ばつが悪そうに、指で頰ほおを搔かく。

「私がプロデビューしたのは成り行きでしかないし、自分が書いた小説が出版されようが、されまいが、実のところ、どっちでもいいんだ。私の書いたものを面白いと読んでくれる人たちがいてくれるのは、とてもいいことだと思うがね。そのくらいだ。『一日中小説を書いていても家族にうるさく言われなくなるよ』──そんな文もん句くで説得されたのが、最終的な、デビューのきっかけだったかな」

　着き物もの姿すがたの少女が、毎日毎日、来る日も来る日も、一日中部屋で小説を書いている──そんなイメージが、俺おれの脳のう裏りに浮うかんだ。

『崇すう高こうな努力家』と、取る人もいるかもしれない。

　同業者で同どう類るいで、下か位い互ご換かんの俺に言わせりゃあ、ネトゲ廃はい人じんと変わらんメンタルだと思うがね。努力でもなんでもないし、崇高でもなんでもない。毎日好きなことやってるだけである。

　それで金がもらえて、面白いって喜んでくれる読者がいてくれるんだ。

　こんなに幸せな職しよく業ぎようはない。

　辛つらいことがたくさんあっても、続ける価か値ちのある仕事だって……そう思っていたんだ。

　違ちがう考えのやつも、いるんだな。

　なんでこの人、たくさんの読者を魅み了りようする、すごいやつなのに……こんなにも周囲に無関心なんだろう。

「一つ目の質問についての答えだが、」

　ムラマサは、再ふたたびあの厳きびしい眼まな差ざしを、俺ではない『なにか』に向ける。

「本屋に面白い本なんか売ってないからだよ──後こう輩はい。私が、心の底から面おも白しろいって、笑って読める小説なんて、本屋の棚たなにはろくに並ならんでない。だから仕方なく自分で書いているんだ」

　それが、千せん寿じゆムラマサが小説家になった、志望動機……？

「勘かん違ちがいするなよ。読書は、世界で一番素す敵てきな娯ご楽らくだ。『自分のための本』とさえ出で逢あえれば、アニメも映えい画がもゲームも、恋れん愛あいだってダブルスコアでぶっとばせる、最強のエンターテインメントなんだ。私は読書を愛あいしているよ。『私のための本』は、なかなか見つからないけれども」

「一冊さつくらいは、見つけたんだろう？」

　俺は聞いた。なぜか、口を挟はさまずにはいられなかった。

「本を読んで、面白かったって思い出がなきゃ──そこまで本を好きにはなれない。自分で面白い小説を書こうなんて発想はしない」

「もちろん。でも、もう……その続きは二度と読めない」

　どういう意味だろう。作者が亡なくなってしまった、とか、そういう……？

　詳くわしく聞けずにいる俺に向かって、ムラマサが一本指を立てて見せた。

「マサムネ君は、『世界で一番面白い小説』って、なんだと思う？」

「は、はあ？」

　いきなり言われても、困こまっちまうよ。世界で一番面白い──なんだろうな？

　パッと脳裏に浮かぶ作品は、いくつもあるけれど。

「質問を変えよう。君は、自分の書いた小説に、一〇〇点満点で、何点つける？」

　とても難むずかしい質問だった。同時にきわめて簡かん単たんな質問でもあった。

「一〇〇点だ」

　即そく答とうした。実じつ際さいのところ、たとえば打ち切られてしまった作品など──迷まよいがないわけじゃなかったが、いつだって俺おれは、胸むねを張はって満点と答える。

　面おも白しろいと言ってくれた人がいるからだ。

「あなたは？」

　ムラマサは、エルフにも聞いた。

「一〇〇点よ。トーゼンでしょ」

「私も同じだ。自じ著ちよの自じ己こ採さい点てんは常に一〇〇点に決まっている──作者なんだからな。だが、私が、初めて読んだファンレターには、こう書かれていたよ」




「『一〇〇点満点中、一〇〇〇〇〇〇点くらい面白かったです！』」




「『人ひと様さまからもらった手紙は読め』と家族に言われて、渋しぶ々しぶ目を通しただけだったんだが……びっくりした。私の書いた一〇〇点満点の小説に、一〇〇〇〇〇〇点をつけるやつがいるんだ。そして思い出した。『そういえば、私がいままで読んだ中で、一番面白かった小説は、一〇〇〇〇〇〇点くらい面白かったなあ──』」

「──────」

　息を吞のんだ。彼女が言いたいことが、わかったからだ。

「そう、それが世界で一番面白い小説だ。人生に一冊とは限らない『その人のための本』だ」

　そのとき、その人が、一番面白いと思っていた本。

　一〇〇点満点中、一〇〇〇〇〇〇点くらい面白かったと、自信たっぷりに誇ほこれる本。

　作品人気も、売上も、周囲の評ひよう価かも、古いも新しいも、作者すらも関係ない。

　問答無用で『大好きなんだ文もん句くあっか！』と言い張はれる、特別な一冊。

　自著を我わが子と愛する作者本人に勝ってしまうくらい、好き好きでたまらない作品。

　たとえば、めぐみにとっての『Hyper Hybrid Organization』のような。

　たとえば、俺にとっての『円環少女サークリツトガール』や『灼しやく眼がんのシャナ』や『いちばんうしろの大だい魔ま王おう』や『悪あく魔まのミカタ』のような。

　読書好きならきっと、大切な思い出とともに、誰だれもが持っている宝物。

　それが、ムラマサの言う『世界で一番面白い小説』なのだろう。

「小説家になってみて、改めてわかった。本は読者みんなのためにある。作者わたしのためのものじゃない。作者は必死で一〇〇点を作るのに、読者は平気で一〇〇〇〇〇〇点をつける。人によっては何冊も、何冊も、『世界で一番面白い本』を手に入れるんだ。まったく平等じゃない。『私のための本』は、ほとんど見つからなくて、ちっとも読み足りなくて……私は、ずっと、ずっと、おなかが空すきっぱなしなのに────だからこそ！」

　ムラマサはその場で立ち上がり、むきになって言う。

「私の夢ゆめは『世界で一番面おも白しろい小説を書くこと』だ！　自じ己こ採さい点てん一〇〇〇〇〇〇点の小説を！私が、心の底から面白いって、笑って読める小説を、おなかいっぱいになるまで、何なん冊さつだって私のために書いてやるんだ！」

　大きな声で、怒いかりと希望をこめて叫さけぶ。

　そうやって──

　この人はずっと、自分のために小説を書き続けてきたのか。


　──『あいつは、わたしたちとは違ちがう一人用のゲームをやってんのよ』──



　あらゆるイベントを無む視しして、ひたすらレベル上げをしていたようなもんだ。

　誰かと競きそい合うこともせず。誰かに誇ほこることもせず。

　ただただ超ちよう強きよう力りよくな裏うらボスを倒たおすためだけに、朝から晩ばんまで修行している。

　あとのことはどうでもいいし、興きよう味みもない。邪じや魔まするやつはぶっ潰つぶす。

　そんなスタンス。

　彼女にしてみりゃ、まだまだ夢には遠いのだろうが──成果が出ないわけがない。

　現に、ムラマサの書くバトル小説には、多少読者の好みと違っても、多少読者との相あい性しようが悪くても、強きよう制せい的てきに『面白い』と感じさせてしまうだけの力が宿っている。

　そりゃそうだろう。ある意味、世界で一番『自分の小説と相性の悪いやつ』を、面白がらせるために書かれたものなんだからな。

　レベルを上げれば、はぐれメタルだろうが、メタルキングだろうが、素す手でのパンチで倒たおせるようになるのだ。

　見た目の印象とまるで逆ぎやく。

　単たん純じゆん一いち途ず、ＳＴＲガン振ふりの脳のう筋きん作さつ家か。

　最強孤こ高こうのソロプレイヤー。

　それがこいつの正体だ。

「──あんた、そんな顔で笑うんだな」

　俺は、ムラマサを見て、ぽつりと呟つぶやいた。

「……いきなりなにを言い出すんだ」

「たいして表情変わらん人かと思ってたけど、いま、『どんなもんだ』って顔してた」

「ふんっ……」

　少し頰ほおを紅こう潮ちようさせて、ムラマサは胸むねを張はる。

「夢を語るときは、笑うものだからな」

　俺の小説に出てくるフレーズだった。

「あっそ」

　ムラマサの夢ゆめはわかった。彼女の力の源みなもともわかった。

　でっかい夢じゃないか。素す晴ばらしい。どんどんやってくれて構かまわない──だってこの人が書いた本は、それこそ俺おれにとって『世界で一番面おも白しろい本』の一冊さつだからな。ああいうのをたくさん生み出してくれるのは、大だい歓かん迎げいだ──でも。

　でも、だ。それで『俺たちの夢』を、潰つぶされるわけにはいかない。

「なんで俺を目めの敵かたきにするんだよ──なんで『俺たちの夢』を潰そうとするんだ？　あんたの邪じや魔ました覚えはねーぞ」

「している」

　すぐに反はん論ろんが来た。

「だって君の夢は、例のラブコメ妹小説を大ヒット作にして、アニメ化することなんだろ？」

「そのあと、『アニメを、二人で、ここで並ならんで観みること』だ。それが『俺たちの夢』だ」

　見み過すごせない間ま違ちがいを訂てい正せいする。

　俺の動向を逐ちく一いち、担たん当とう編へん集しゆうから教えてもらっていた──んだったか。

　ということは、あの企き画かく書しよの内ない容ようも、こいつに筒つつ抜ぬけなんだろうよ。

「どっちでもいい。邪魔なことには変わりがない。『なんで「幻げん刀とう」の続きを書かないのか？』──まだこの質問には答えていなかったな」

　ムラマサは、右手を顔の前に持ってきた。いま気づいた──五指に、包ほう帯たいが巻まかれている。

「書けなくなったからだ」

「！」

「君がつまらない企画を始めたせいで、私は、バトル小説が書けなくなった」

「な、なん──」

　なんだそりゃ!?　どうしてそうなるんだ!?　いちゃもんにしか聞こえねえぞ！

　なんで俺がラブコメ書き始めると、この人がバトル小説書けなくなるんだよ！

「──────」

　──でも。本当だとしたら、とんでもないことだ。めちゃくちゃおっかないことだ。

　俺のせいで、大人気小説の続きが、止まってしまっている──？

　全身の血の気が引いた。くらりと目の前が揺ゆれる。

「お……お、俺──」バシッ！「痛いって！」

　脳のう天てんに衝しよう撃げきがあった。顔を上げると、エルフが、『開かずの間エロマンガ先生』とつながっているタブレットを片かた手てに、俺を見ていた。

「はいそこまで。だから言ったじゃない──下手へたに事情を聞くと、呪のろわれるって」

　エルフはタブレットをわきに抱かかえ、ムラマサの腕うでをつかんで引っ張ぱった。

「！」

「ほらっ、帰るわよ！」

　リビングから出て、玄げん関かんに向かって、ぐいぐいとムラマサを引っ張ぱっていく。

「お、おい……」

　俺おれは動どう揺ようが抜ぬけきらないままに、そのあとを追う。

「山やま田だ先生、まだ私の話は──」

「あんたもわかんないやつね、無む駄だだっつってんでしょ。あれだけ好き放題喋しやべったってのに、マサムネには、一番肝心な部分がちっとも伝わってないんだからさ──諦あきらめて、出直せば？」

「…………！」

　ムラマサは目を大きくする。そこでエルフは、彼女の手を、ひときわ強く引っ張って、顔と顔を近づけた。

「でも、わたしには伝わった。ぜんぶ伝わったわ──きっと上のお姫ひめ様さまにもね」

　エルフは、依い然ぜんとして硬こう直ちよくしたままのムラマサの顔を、数秒間見つめた。

　そして──

「はぁ」

　と、諦めたような溜ため息いき。

「見えすぎるのも困こまりものね、まったく。お姫様には悪いけれど、やっぱり……ほっとけないわ、これ」

「どういう意味──」

　ムラマサの言葉を遮さえぎって、エルフはこう言った。

「『あんたの夢ゆめ』に免めんじて、『わたしたちの敵てき』に、あと一回だけアドバイスしてあげようってのよ──」

　エルフは俺の顔を指さして、再ふたたびムラマサの瞳ひとみを覗のぞき込こむ。

「こいつにわからせたかったら、もっともっと、百倍くらいハッキリ言ってやんなくちゃだめよ。超ちよう人気作家のあんたが、どうしてたいして売れてない作家であるマサムネを目めの敵かたきにしているのか、新作を本気で潰つぶそうとしているのか。あげく、わざわざ千葉の田舎いなかから、世界の中心・聖せい都と足あ立だち区までやってきて、『私のものになれ』なんて言ったのか───あんたの真意を、バシッとブツけてやんなさい！」

「────」

　ムラマサの目から動どう揺ようが消え、意い志しの光がともる。

　バシンとエルフの手を振ふり払はらい、キッと相手をにらみ返したあと、

「すぅ、はぁ」

　深しん呼こ吸きゆうをして、俺を見て、ハッキリと言った。

「私にとっての、世界で一番面白い本というのは、君の作品なんだ」

「えっ？」

「だから、君が『書くジャンルを変えてしまう』のが、許ゆるせない。私は、ラブコメ小説を読んで面白いと思ったことが一度もないんだよ──君の書くバトル小説が好きなんだ。他の小説じゃだめなんだ。もう読めないなんて……イヤだ。絶ぜつ対たいにイヤだ！」

「なっ」

　気付けば、すぐ間近にムラマサの、紅こう潮ちようした顔が迫せまっていた。

「ずっと前から、君のファンだった」

　彼女は、両手で俺おれの手を握にぎる。料理の練習後みたいに包ほう帯たいまみれの手は、柔やわらかかった。

「私のものになってくれ。私のための小説を書いてくれ。お願いだ」

　きわめて真しん摯しに伝えられた彼女の想い。それを聞いた俺は──

「え？　あ？　う……？　えぇ…………っ？」

[image: ]

　耳先まで茹ゆで上がって、完全に混こん乱らんしてしまっていた。いや、だって、そうだろう!?

　俗ぞく世せに興きよう味みのないこの人が、今回に限かぎってむきになっていた理由。

　大ヒット作『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん』の刊かん行こうが止まり、バトル小説が書けなくなってしまった原げん因いん。

　俺の企き画かくをぶっ潰つぶそうと、ガラでもなく悪事を働かざるを得なかった理由。

　それが──

　俺の、ファンだった……から？　俺の書くバトル小説が、好きだったから？

　だから……バトル小説を書くのをやめて、ラブコメを書き始めた俺に……怒おこっていた？

　ショックで、バトル小説を……書けなくなってしまうくらい？

「噓うそ……だろ？」

「噓なものか！」

　ぎゅ！　と、ムラマサは俺おれの手をさらに強く握にぎりこむ。

　俺のサイン会に来たファンにだって、こんなにも熱ねつ烈れつなやつはいなかった。

「わ、私は、君が書いた小説はすべて読んでいる！　君がデビューするより前、ＷＥＢ小説を書いていたころから君の小説を愛読していた！」

「そんな……こと」

「証しよう拠こに！　私は君が初めて書いた作品を知っているぞ！　和泉いずみマサムネの、真の処しよ女じよ作さくは、『テイルズオブファンタジア』の二次創そう作さく小しよう説せつだ！　ゲームとは異ことなるオリジナル主人公『和泉マサムネ』が、ユークリッド大陸を冒ぼう険けんするという筋すじで──」

「お、おいやめろ」

「そう……作者と同じ名を持つ勇者マサムネは、物語の冒頭で、巨きよ大だいなドラゴンと対たい峙じし、こう叫さけぶのだ────『必っ殺ぁぁぁつ〝獅し子し戦せん吼こう〟！』」

「ぎゃあああああああああああ！　やめろ！　信じる！　信じるから！」

　痛いたい痛い痛い痛い！　死ぬ！　死んでしまう！

　くそっ！　ＷＥＢ出身作家の急所を的てき確かくにえぐってきやがって！

　俺は自分のすべての作品を愛しているし、一〇〇点満点だと自負しちゃいるが、デビュー前の作品はノーカンだろ！　お、俺の黒歴史を、まさか知ってるやつがいるなんて……！

　デビューしたとき、ぜんぶ削さく除じよしたハズなのに！　顔から火が出そうだ！

「君の書いたＷＥＢ小説は、すべて保ほ存ぞん済ずみだ」

「消せ！　そんなもん！　いますぐ消せ！」

「断ことわる！　小説家としての私の、血肉のようなものだからな。私の小説は、君の小説の影えい響きようを、ずっとずっと受け続けている──君が私の心を震ふるわせる小説を書いてくれるから、私は小説を書き続けていられるんだ！」

「………………さ」

　作風がそっくりな原げん因いんはそれかあ──!?

　ムラマサ先せん輩ぱいがデビューするよりも、俺がＷＥＢ小説を書いていた時期の方が早い。

　つ、つまり……和泉マサムネが、千せん寿じゆムラマサのフォロワーなんじゃなくて──千寿ムラマサが、和泉マサムネのフォロワーだった……って……ことなのか？

　どんどん謎なぞが解とけていく。

「君のデビュー作が途と中ちゆうで終わってしまったとき……どうすればいいのかわからなくなって、すごく落ち込こんだ。私の大好きだった〝彼かれ等ら〟は、あのあとどうなったんだろう。どうしたら幸せな結末にたどり着くことができたんだろうって……そんなことばかり考えていたよ。作者でもないのにな」

　……俺おれと……同じだ。

　俺の小説に大きな影えい響きようを受けていたムラマサ先せん輩ぱいは、あのころ、俺とまったく同じ精せい神しん状じよう態たいで、まったく同じことを考えていた。そりゃ、書くものだって被かぶるわな。

「哀かなしさを紛まぎらわせるために、一いつ層そう創そう作さくに打ち込んだ。書いて書いて書きまくった。どうして和泉いずみ先生は、新作を発表しないんだろうって、不思議に思っていた。はがゆく思っていた」

「…………いや……それ」

　おまえが俺の企き画かくを潰つぶして潰して潰しまくっていたから……。

「まさか、その原因が私だったとは……不覚にも、言われるまで気づかなかった」

　……やっぱり、わざとやっていたわけじゃなかったんだな、アレ。

　顧かえりみてみれば、編へん集しゆう部ぶでのムラマサ先輩は、どうにも演えん技ぎくさかった。

　悪役ぶろうとしていた、というか。……あんとき言ってたあれやこれや、ほとんど噓うそなんじゃねぇか？　俺のラブコメ企画を潰そうとしていたのは、本当だろうが。

「だが、マサムネ君。一昨年おととしの件について、謝あやまるつもりはないぞ」

「わかってんよ。先輩が書いたもんのが面おも白しろかったから、そうなっただけだ」

　たとえあれがわざとだったとしても、恨うらむのは筋すじ違ちがいだ。恨んでたけど。

　ムラマサ先輩は、俺の手を両手で包み込んだまま、言う。

「ふぬけた話を書こうとしていた君を叩たたき潰せば、正気に立ち返ってくれると思っていた。発はつ奮ぷんさせるために、わざと怒おこらせもした。──でも、そのあとで、叱しかられてしまってな」

　担たん当とう編へん集しゆう──神楽かぐら坂ざかさんに、俺が新作に必死になっている理由を、聞いたのだという。

「そこまで深しん刻こくな状じよう況きようだとは知らなかった。そんな複ふく雑ざつな家か庭てい環かん境きようだとは、知らなかった。いまの仕事を続けるためには、作家としての成果と収しゆう入にゆうが要いる──のだろう？」

「…………」

「妹との生活を守るために、君はお金を稼かせがなくてはならない」

「ああ、そうだよ」

　ようやく。

「マサムネ君。私は降こう伏ふく勧かん告こくに来たんだ。君は、もう私に勝たなくてもいい。作品の売上も、私以外の読者からの評ひよう価かも、気にしなくていい」

　ようやく──話が一番最初まで、戻もどって来た。

「私のものになりなさい。つまらない夢ゆめを諦あきらめて、私のために小説を書きなさい。そうしてくれるなら、代わりに、私がいままでに得た印いん税ぜいを、すべて君にあげよう」

「ぜん……!?」

「足りないか？」

　鼻が触ふれ合いそうな距きよ離りで、真しん剣けんな眼まな差ざしをぶつけてくる。

　誤ご解かいが解とけたいま……俺は、この人のことがおそろしかった。演技をして、悪役ぶっていたときよりも、ずっとずっと迫はく力りよくがあった。

　なにしろこれを、一〇〇パーセント本気で喋しやべっているのだ。

　クレイジーとしか言いようがない。

「足りるとか、足りないとか、そういうことじゃ……！　あんたの印いん税ぜい、何億おくあると思ってんだよ！　ありえないだろ！　そんなの！」

「『あなたが仕事で得たお金は、いざというときに、どうしても必要なときに使いなさい。それまで大事にとっておきなさい』──私は、家族に、そう教わって、そのようにしてきた。──だからいま使う。税ぜい金きんなどの問題もあるのだろうし、具体的な支し払はらい方ほう法ほうについては、専せん門もん家かに聞くつもりだが」

　だめだこいつ……やっぱり、完全にマジで言ってる。

　俺おれに全ぜん財ざい産さんを支払って、自分好みの小説を書かせようとしている。

　和泉いずみマサムネを──買い取るつもりだ。

「安心しろ、マサムネ君」

　ムラマサは、俺の手を握にぎり締しめたまま、身体からだを密みつ着ちやくに近いほど寄より添そわせ……

「君が私のものになってくれるなら──君たち兄妹きようだいは、必ず私が、一生守ってやる」

　脳のうを蕩とろかすようにささやいた。

　──ぐらり、と、来た。

　だって、彼女の言うとおりにすれば……これからも、妹と一いつ緒しよに暮くらしていける。

　保護者の介かい入にゆうで、引き裂さかれることは、なくなる。

　それに──嬉うれしかったのだ。俺の作品を、ここまで評ひよう価かし、一〇〇点満点中一〇〇〇〇〇〇点くらい好きだと言ってくれる人がいることが、震ふるえるほどに嬉しい。

　特とく濃のうの麻ま薬やくを、脳のう内ないに直ちよく接せつぶち込こまれたような気分だったよ。

　私のために小説を書いてくれ、なんて。

　小説家にとって、これ以上の殺し文もん句くなんて、あるはずがない。

　誰だれかに求められて創そう作さくをする。

　それは、俺の始まりの動機でもあった。

『あの人』がかけてくれた……俺の人生を変えた魔ま法ほうだった。

　そしていま、『あの人』よりも、ずっと優やさしい魔ま性しようの声で、先せん輩ぱいは俺を誘ゆう惑わくする。

「マサムネ君……返事を聞かせてくれるか？」

「……先輩……俺」

　酩めい酊ていしたような視し界かいの中、俺は──

「……俺、は……」




「あげないっ！」




　妹の声がした。

「ぜったいあげないっ！」

　家を震ふるわせるくらいの大声だった。

　同じ家に住んでいながら、いま、ここで、絶ぜつ対たいにするはずのない声。

「──紗さ霧ぎり」

　一気に酔よいが吹ふき飛んだ。声の方向に振ふり向いた。

　ありえない光景があった。

「……っ！　……っ！」

　階かい段だんを半なかばまで降おりて、苦しげな顔で俺おれたちを見下ろす、紗霧の姿すがたがあった。

　……おまえ……部屋から出て──

　手すりを片かた手てで握にぎり締しめ、足はがくがく震えていて、いまにも倒たおれてしまいそう。

「なんかに……ない」

　眼まな差ざしだけは強く、強く、ムラマサを射い抜ぬいている。

　ドンッ！　と、階段を踏ふみ鳴らして、

「私の方が先だもん！　私の方がずっとずっと好きだもん！　最初っから私のだもん！　おまえなんか────引っ込んでろっ！」

　普ふ段だんほとんど喋しやべらないせいで、半分声がかすれていた。血を吐はくような声だった。

　だからこそ、この場の全員を縫ぬいとめるほどの力が宿っていた。

「『私たちの夢ゆめ』は、つまらなくなんかないっ！　しょにっ！　一いつ緒しよに作ったんだから……！　はじめて一緒にっ、作ったんだから……っ！」

　エルフの言葉を思い出す。今日、ムラマサと戦っているのは、俺ではなかった。

「おまえなんかに負けるもんかっ！　ぜったいぜったい負けるもんかっ！」

　紗霧と──

「マサムネぇっ！　言ってやれ！　言ってやれ────っ！」

　──俺の相あい棒ぼうだ。

「ふはっ」

　小説家にとって、ムラマサの提てい案あん以上の殺し文もん句くなんて、あるはずがない。

「ふふ……ふ……ふ──くくっ」

　でも、『俺』にとっては、そうじゃなかったらしい。

　たとえ死んでいたとしても飛び起きてしまう。そんな魔ま法ほうがあったらしい。

「ごめん、先せん輩ぱい。気持ちはすっげー嬉うれしいんだけど、お代が足りねーわ」

　だから。彼女の身体からだを離はなして、握られていた手をほどき、笑って言った。

「いま、ちっとも負ける気しねー。ちゃんと戦って、ケリ付けようぜ」

「……………………」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、ぽかんとした顔で、俺おれを見ていた。

「先輩、俺のファンなんだろ？　食わず嫌ぎらいしないでさ、読まなきゃもったいないよ。だって今度の新作は──和泉いずみマサムネの、最さい高こう傑けつ作さくになるんだから」

「………………………………」

　ムラマサ先輩は、俺たちに背せを向けた。そのまま綺き麗れいな姿し勢せいで、玄げん関かんへと歩いていく。

　一回だけ振ふり返って──

「つまらなかったら殺す」

　完全に本気の一言を残し、帰っていった。







　ムラマサ先輩が我わが家やにやってきた当日の夜。

　俺は『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』用の短たん編ぺんを完成させ、編集部にメールで提てい出しゆつした。

　その翌よく日じつ、担たん当とう編へん集しゆうの神楽かぐら坂ざかさんから電話がかかってきた。

『和泉いずみ先生、原げん稿こう、ありがとうございました。さっそく読ませてもらいましたよ──今回は、競技コンペテイシヨンなので、こちらからの修しゆう正せい要よう望ぼうなどはありません。ありのままの実力を、読者に判はん断だんしてもらわなくっちゃあ、意味がないですから』

『えっと、それでですね──ムラマサ先生が、昨日、そちらに行きましたよね？』

『え？　勝手に個人情報を教えるなって？　あはは、まあいいじゃないですか──そのおかげできっと、色々と、うまくいくんですから。和泉先生にとっても、ムラマサ先生にとっても、編集部にとっても、読者にとっても、なにより私にとってもね！』

『あ、事後報告になっちゃいますけど、和泉先生の原稿、ムラマサ先生のところに届とどけておきました。「一いつ刻こくも早く読みたいから、現げん物ぶつをいますぐ持ってこい」って──わがままな人でしょう？　担当編集をなんだと思っているんでしょうね？　わけあって、彼女が原稿を読み終わるまで一いつ緒しよにいたんですけれども──読んでるときのムラマサ先生、すっごく殺気だってて、怖こわい感じでした──って、和泉先生、声が震ふるえてますけど？　大だい丈じよう夫ぶですか──』

『今回の件、私がどこまで知っていたか──ですか？　うーん、ムラマサ先生が和泉先生の大ファンだってことは、前々から知ってましたよ。なんで教えてくれなかったのかって？　──聞かれませんでしたし、言う必要ないかなぁって。ホラ、和泉いずみ先生って、すぐ増ぞう長ちようするから』

『ムラマサ先生がバトル小説を書けなくなっている理由も知ってました。担たん当とう編へん集しゆうとして、彼女の相談に乗っていたんです』

『以前、和泉先生とムラマサ先生がばったり出くわした日──ありましたよね？　実はあの日の打ち合わせって、小説の打ち合わせじゃあなくて──私が、ムラマサ先生の悩なやみを聞くための場だったんですよ。編集者として、大人おとなの女性として、ピュアな十四歳の女の子の「人生相談」を聞いてあげていたわけです』

『とはいえ、私が事情を完全に把は握あくしたのは、「人生相談」を聞いたあとでしたから──そこがちょっぴり残念でしたね。私があらかじめ事情を把握していれば……和泉先生とムラマサ先生の初対面が、あと一日遅おくれていれば────私が颯さつ爽そうと、その場で誤ご解かいを解といてあげられたんですけどねえ──ああ──残念だなぁ──私が事情を把握してさえいればなあ──』

『どうです、和泉先生？　こんな話を聞いて──私に感謝したくなってきたでしょう？　なんのことだって──やだなぁ、ほら、思い出してくださいよ。私、自分が編集者としてピンチだったのに、和泉先生の新作をちゃあんと評ひよう価かしていたじゃないですか。ラブコメなんかやめて、バトル小説を書けなんて一言も言わなかったじゃないですか。和泉先生を言いくるめてバトル小説を書かせれば、ムラマサ先生の〝スランプ〟が解かい消しようされて、待望の「幻げん刀とう」十二巻かんを書いてくれるとわかっていたのに──私は、和泉先生の新作を守ったんです！　そう──未来の読者たちのために！　そして将しよう来らいの傑けつ作さくのために、ね！』

『和泉マサムネと千せん寿じゆムラマサ──どちらの作家も大切にしているからこその判はん断だんです』

『いや、いや、お礼なんて──あなたの担当編集として、当然のことですから』

『ところで、話はぜんぜん変わっちゃいますけれども──和泉先生の叔母おばさんって、すっごく綺き麗れいで若わかい方ですよねえ──』







　七月二十日。『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』の結果発表当日。

　俺おれは、和泉いずみ家のリビングで、エルフと向かい合っていた。

　結果発表は、十七時ぴったりに『ラノベ天下一武闘会』の公式サイトで発表される。

　現げん在ざい十六時五十七分──

「あと三分ね」

　自前のタブレットを覗のぞき込こみ、エルフが言う。

　俺も、ローテーブルに置いたノーパソを凝ぎよう視ししながら答える。

「はーっ、ドキドキすんな」

「負ける気しないんじゃなかったっけ？」

　にひ、と、からかうような笑みを向けてくるエルフ。

「そりゃ言ったけどな」

　人事を尽つくして天命を待つ──なんて気分にゃなれねーよ。

　あと数分で、俺と紗さ霧ぎり、そしてエロマンガ先生の運命が決まってしまうのだから。

「わたしは、あんたが勝つと信じてるけどね」

「えっ？」

「あんたが書いた作品の方が、面おも白しろかったから」

「……………………む、ありがとう」

　面めんと向かって言われると、照れるんだけど。

「ま、アイツの作品も、すっごく面白かったけれどね──色んな意味で」

「……うん………………すごかった」

　俺は、冷静な目で読めていないので、面白かったかどうかは判はん断だんできないが──とにかくとんでもない小説だった。

　色んな意味で。

　あれを平気で商しよう業ぎよう誌しに載のせてしまうムラマサ先せん輩ぱいは、やはりクレイジーな御お方かただと思う。

「なにしろ……百ページ超こえてたからな」

「最初から短たん編ぺんだっつってんのに、平気でアレを出してくるんだもん。らしいっていうか、あいつ、クールぶってすましてるけど、絶ぜつ対たいバカよね」

　間ま違ちがいない。エルフと互ご角かくのバカだと思う。

　ムラマサ先輩は、六十ページの短編という条じよう件けんで開かい催さいされた大会に、百ページ超の小説を出してきやがったのだ。

　あの人は、一度書いた小説を修しゆう正せいするようなやつじゃないし、大会の目玉作家のひとりになっていたこともあって（やっぱり掲けい載さいしないなんてことになったら読者が怒おこる）、小説はそのまま掲載されたが──当然、大問題になったらしい。新人さんたち、マジギレだったらしい。

　だってズリーもんな。みんな同じ条件でやらなくちゃ、競技コンペテイシヨンにはならないわけでさ。

「ま、なんらかのペナルティは課かされるんじゃないかしら？　票数減へらすとかさ。これも、あんたが勝つっていう根こん拠きよのひとつ」

「他にも根拠があるのか？」

「あるわよ。ふたつめの根拠は、あいつが『お得意のバトル小説を書けなくなっていた』こと」

「あっ……そうか」

　そう。実じつ際さい、ムラマサ先せん輩ぱいが出してきた小説のジャンルは、バトル小説じゃなかった。

　バトル小説じゃなくて、あれはもっと──とんでもない代しろ物ものだったが。

「バトル小説が書けないムラマサなんて、かめはめ波はと元げん気き玉だまと界かい王おう拳けんが封じられている悟ご空くうみたいなもんでしょ」

「超ちよう強えじゃねえか」

　たとえが悪いよ。

「そういやそうね。でも、弱体化していたのは確たしかだし──それに、三つめの根拠が決定的よ」

「……それは？」

「え？　まったまたぁ[image: ～][image: ～][image: ～]わかってんでしょ？」

　エルフは、にやにやと笑う。

　……くっそ、嬉うれしそうな顔しやがって！

「わかってるよ」

　別に隠かくすつもりもない。今回のコンペティションで、俺おれが、あの人に勝つという最大の根拠。

　それは、千寿ムラマサが、和泉マサムネの上位互換だからだ。

　あの人が、俺よりも、小説を書くのがうまいからだ。

　俺よりもずっと、心をこめて、感情を乗せた文章を書くからだ。

　俺が三百ページかけなくちゃ表現できないようなことも、あの人なら、三分の一で表現できてしまう。

「あ、赤くなっちゃって！　かっわい～、思い出しちゃってんだ♪」

「う、うるさい！」

　あの人が、今回、俺との決戦に臨のぞむにあたって、書いてきた小説は……

　雑ざつ誌しの発売日二日前、見本誌片手に自ら和泉いずみ家に出向いて、自分の目の前で俺に読ませたあの百ページ超の小説は──

「どうだった？　女の子の目の前で、自分へのラブレターを読まされた気分は？」

「ぐぅっ…………」

　──完っ全に、俺へのラブレターだったのだ。

　一ページ目を読んで愕がく然ぜんとしたよ。なにしろ彼女が書いた小説は、女性主人公の一いち人にん称しよう小説で──人気作家の主人公が、同業者の後輩に、出しゆつ版ぱん社しやの前で、一ひと目め惚ぼれをする。

　そんなシーンから始まったんだから。

　どんな本を読んでも、面おも白しろさを感じられない──そんな主人公に、世界でたった一人だけ、面白い本を書いてくれる、憧あこがれの人。

　主人公が、どんどん彼に惹ひかれ、夢む中ちゆうになっていく様子が、卓たく越えつした筆ひつ力りよくで描えがかれていた。

　情熱的で、せつなくて、甘あま酸ずっぱい小説だった。

　千せん寿じゆムラマサらしからぬ、青春小説。

　既き存そん読者フアンをガン無む視しで──俺おれのためだけに書かれた、ラブレター。

　ドストレートの豪ごう速そつ球きゆうだ。

『私は、君が、大好きだぁ──っ！』と、至し近きん距きよ離りで叫さけばれたのとまったく同じ。

「死ぬかと思った。嬉うれしくて、照れくさくって、顔が燃もえてるみたいだった」

「ふーん、まんざらでもなかったんだ？　女の子に告白されて、嬉しかったんだ」

「超ちよう嬉しかったよ！　あんなっ……すっげー嬉しいなんて、思わなかった！」

　自分を全ぜん肯こう定ていされたような感動で、震ふるえが止まらなかった。

　昔から俺の大ファンだって、本人から告白されたあとのことだったから、余よ計けいに。

「で？　あんた、なんて答えたの？　いま、あいつと、付き合ってんの？」




　あのときのことを思い出す。

　──『月刊ラノベジャンプ』発売日直前のあのとき。

　この家のリビングで、ムラマサ先輩の目の前で、俺はあの人の小説を読んでいた。

　彼女はもうすでに、俺の小説を原げん稿こうで読んでいたそうだから──俺だけが、雑ざつ誌しに目を落としていた。そんな俺を、彼女は真正面から見つめていた。

　俺は、ムラマサ先せん輩ぱいがくれた小説ラブレターを読みながら、ときおりチラッと視し線せんを上げて、彼女の顔を盗ぬすみ見る。

　そのたび、彼女の表情は変わった。

　あるときは、ほんのりと頰ほおを染そめて。

　あるときは、ハラハラ胸むねに手を当てて。

　あるときは、泣きそうな顔で目に涙なみだをためていた。

　──う、うわ、うわあああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。

　このシチュはやばい。

　ただでさえかわいい人なのに、一万倍くらいかわいく見えた。

　俺は、五月に同じ告白方法をして、振ふられてしまったわけだが……この告白は、とんでもない。俺は、妹に、なんてことをしてしまったんだ……。

　ラブレターを読んでいる間中、ドキドキしっぱなしだ。息をするのも一苦労だ。

「……あの……せ、先輩……」

「な、なにかな？　マサムネ君」

　俺おれは、ごくりとつばを飲み込んで、聞いた。

「こ、これっ……俺たちのこと、だよな？」

「ふぇ、ふぇぇっ!?」

　ムラマサ先せん輩ぱいは、めちゃくちゃ驚おどろいていた。口く調ちようまで子供っぽくなって、

「……な、なんで……わかったの？」

「……その…………読めば、わかるよ」
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　瞬しゆん間かん、彼女は完全に茹ゆであがってしまう。

　こんなところまで、俺の上じよう位い互ご換かんだ。読めばわかるって、気づいてなかったのかよ。

　ムラマサ先輩の動どう揺ようが、かろうじて話せるところまで落ち着くのに、かなりの時間を要ようした。

「ええとっ、あのっ、そのっ──だな！　ま、マサムネ君！」

「な、なんだ？」

　彼女は、胸むねに手を当て、「すぅ、はぁ」と深しん呼こ吸きゆう。

　それから、真っ赤な顔で、上うわ目めづかいになって、言った。




「私は、君のことが好きだ。君の作品も、君自身も、愛あいしている」




　心しん臓ぞうを撃うち抜ぬかれた。これで惚ほれないやつはいない──そのくらいの一いち撃げきだった。

　頭ん中は、ぐらぐらにシェイクされていて、大地震の真まっ最さい中ちゆうみたいだ。




「──返事を、聞かせてくれないか？」




　苦しくて、せつなくて、幸せな時間だった。

　どんな映えい画がだって、この瞬しゆん間かんには勝てやしない。

　俺は──

「先輩」

　愛をささやくように、こう言った。




「──俺、好きな人がいるんだ」




　だから、先輩と、付き合うことはできない。

　あっさり振られちまったけど──世界で一番、好きなんだ。

　たとえ一生、結ばれることがないとしても。

　俺が、他の人を好きになることは、ないんだ。




「わかった」







　それから数日後の朝。俺おれの家に、編へん集しゆう部ぶから、郵ゆう便びん物ぶつが届とどいた。

　何なに事ごとかと開けてみると、中には、何なん冊さつかのノートが入っていた。小学校で使うような深緑色のノートには、見み惚ほれるほどの達たつ筆ぴつで、びっしりと小説が書かれている。

　表紙には、タイトルがあった。




『幻げん想そう妖よう刀とう伝でん　十二巻かん』




　俺が新作小説を書き始めたせいで、刊かん行こうが止まってしまっていた……

　大人気小説の完成手書き原げん稿こう。

　小説の最終ページには、あとがきがあった。

　千せん寿じゆムラマサ先生による、はじめてのあとがきだ。

　……なんて書かれていたかって？

　たった一行。







　──一〇〇点満点中、一〇〇〇〇〇〇点くらい面おも白しろかったです。
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「あ、ほら、時間になったわよ」

　十七時になった。

　俺おれとエルフは、同時に『ラノベ天てん下か一いち武ぶ闘とう会かい』の公式サイト、結果発表ページを覗のぞき込こみ、

「「ん……？　んんんんんんん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？」」

　そんな反はん応のうをしてしまった。

　一位が、二〇三〇票を獲かく得とくした、ムラマサ先せん輩ぱいの作品だったからだ。

　二位が、二〇一五票で、俺・和泉いずみマサムネ。

　三位が、一九五○票で、獅し童どう国くに光みつという新人作家の作品。

　以下──四位、八〇〇票。五位、二○○票、と続く。

　最後に注ちゆう釈しやくとして、こう記しるされていた。

『千せん寿じゆムラマサ先生作「私の可愛かわいくない後輩」は、規き定てい違い反はんのため、失しつ格かくとなります』

「えーと……これは……」

「ここ、続きが書いてあるわ。ムラマサの作品が失格になって、繰くり上がりであんたの作品が一位優勝──九月に文庫化だってさ」

「……………………」

　脳のう内ないでうまく整理できず、俺はしばし固まった。

「つ、つまり……」




「あんたの勝ちよ。おめでとう」




「っしゃあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　俺は歓かん喜きの雄お叫たけびをあげながら、立ち上がった。

　天てん井じように向かって、思いっきりこぶしを突つき上げる。

　結局票数では、ムラマサ先輩に負けてるんじゃねーかって、思うやつもいるかもしれない。

　飛ひ車しや角かく落おちでも勝てないなんて、とか、あれだけ自信たっぷり、会心の作品を出したくせに、新人作家ときわどい勝負じゃないかって、バカにするやつがいるかもしれない。

　そんなもん、心底どうでもよかった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっし！」

　ただひたすら嬉うれしかったよ。

　先輩やっぱすげぇな、新人やるなって、素す直なおに思えたし、そんな人たちに勝てた自分が、誇ほこらしかった。

『俺たちの夢ゆめ』は、多くの読者たちに通用するんだって、ものすごい手て応ごたえがあった。

「紗さ霧ぎりィィイィィィィイィ！」

　ダッ！　バタン！　ダンダンダンダンダンダンダン──！

「勝った！　勝ったぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　脳のう内ない麻ま薬やくをまき散らしながら、俺おれは階かい段だんを駆かけ上った。

　一息に上り切り、だぁんっ、と、足元を踏ふみ鳴らして停止した。

「はぁ……はぁ……」

　肩かたを上下させて、息を整える。ふふひひひ、と、笑みが無む限げんに零こぼれ落ちる。

　きぃ、と、俺の目の前で『開かずの間』が、ゆっくりと開いていく。

　現あらわれたのは、グリーンのパーカーを着こんだ、紗さ霧ぎり。

　いつものヘッドセットはつけていない。

「…………………………」

　妹は、かすかに微笑ほほえんで、俺を見つめている。

「はぁ……はぁ……っへへ」

　俺は、息を切らせたまま、ニッと歯を見せて──ブイサインをしてみせた。

「勝ったぞ」

「うん」

　こくん、と、うなずいて、

「私たちの……勝ち」

「ああ、おまえのおかげだ」

[image: ]

「私、企き画かく書しよのイラストを描かいただけで、最後の方、なんにもしてない」

「それでも、おまえのおかげだ。俺おれたち二人で、勝ち取ったんだ」

「………………うん」

　紗さ霧ぎりはうつむいて、頰ほおを赤く染そめた。照れているのだろうか。

　しばらくの間があってから、

「兄さん……なんで……あのタイトルに決めたの？」

　紗霧は、そう聞いてきた。

　俺たちの新作のタイトルを──どうして『あれ』に決めたのか、か。

「ひらめいた、からだよ」

　照れくさくって、頰を搔かく。きっと、俺の顔も赤かった。

「おまえが、ムラマサ先せん輩ぱいに啖たん呵かをきっているところを見て──ひらめいたんだ」

「────」

　紗霧は、顔を上げ、頰を赤らめたまま、目を大きくする。

　そして、すぐにまた、うつむいてしまった。

「……そうなんだ」

「うん、そうだ。……あんときさ、無茶しやがってって思ったし、いつ倒たおれちまうかってすっげー心配だったし、兄あに貴きだったらすぐに駆かけ寄よってやんなくちゃいけなかったんだけど──」

　あのとき、俺は、笑ったのだ。

　兄貴失しつ格かくかもしれない。

「嬉うれしくってさ。おまえがかっこよくて、まぶしくって……胸むねがいっぱいで」

「………………」

「惚ほれ直した」

「ば、ばかっ」

「はは……冗じよう談だん」

　じゃねーけどな。本気、だけどな。

「だから、あのタイトルにした」

　俺は、妹に、そう伝えた。

　喋しやべるのがへたくそで、ちゃんと伝わったかどうかはわからないけど。

　代わりに俺の作品が、思いを伝えてくれるだろう。







　和泉いずみマサムネ新作『世界で一番可愛かわいい妹』

　九月十日、発売決定。




　イラストレーターは、エロマンガ先生。







　あとがき




　伏ふし見みつかさです。『エロマンガ先生』二巻かんを手に取っていただきまして、ありがとうございました。一巻発売後、やはりというか、本屋さんで買いにくいです、というお便たよりをいただきました。ごめんなさい。それでも買ってくださった皆みな様さまに、改めて感かん謝しやを。

　二巻では、メインテーマはそのままに、一巻とは少しだけ趣しゆ向こうを変えてお届とどけしました。

　楽しんでいただけましたでしょうか。

　ひとつでも笑えるところがあったのなら、嬉うれしいです。

　読者を二回笑わせることができたなら、私の大勝利です。

　第三巻は、一巻、二巻とはまた少し変わった趣向のお話になる予定です。

　ご期待ください。




　お知らせです。

　このたび『エロマンガ先生』が、漫まん画が化かされます。

　このタイトルにしようと決めたとき、メディアミックスについてはすべて諦あきらめていたし、やらないものという前ぜん提ていで取り組んでいたので、とても、とても驚おどろいています。

　嬉しいです。

　マサムネとエロマンガ先生が、漫画でどんな活かつ躍やくをするのか、楽しみにしております。




　イラストでお世話になっている、かんざきひろさんの画集が、二〇一四年の六月に発売されます。私も、掌しよう編へん小しよう説せつを寄き稿こうさせていただきました。こちらもよろしくお願いいたします。




　ファンレターをくださった方も、ありがとうございました。前シリーズが終わってしまったので、もうお手紙はいただけないんじゃないかな……これからやる気が出ないときどうやって仕事をすればいいのかな……なんて心配していたのですが、今作でもたくさんのお手紙をいただきました。度たび重かさなるピンチを乗り越こえることができたのは、皆様のおかげです。




　第三巻、なるべく早めにお届けできるよう、がんばります。





二〇一四年三月　伏見つかさ
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伏ふし見みつかさ

新シリーズでも、ファンレターをいただきました。もっと面白い作品にしていきますので、これからもよろしくお願いいたします。
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イラスト／かんざきひろ

イラストレーター兼アニメーター。１９７８年生まれ。本業の傍ら、海外でレコードをリリースするなど音楽活動もこなす何でも屋状態の変な緑色の生物。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「伏見つかさ先生」係

「かんざきひろ先生」係











本書は書き下ろしです。
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エロマンガ先せん生せい②




妹いもうとと世せ界かいで一いち番ばん面おも白しろい小しょう説せつ








伏ふし見みつかさ
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